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ミ
レ
ニ
ア
ム
を
通
過
し
た
新
聞
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
の
現
在

そ
の
３
）

延
べ
語
数
」
と

異
な
り
語
数
」
の
経
年
分
析
お
よ
び

言
語
計
画
」
の
観
点
か
ら

田

中

和

子

女
性
と
新
聞
メ
デ
ィ
ア
研
究
会

は
じ
め
に

一

本
調
査
研
究
の
経
緯
と
枠
組

二

延
べ
語
数
」
と
「
異
な
り
語
数
」
の
経
年
分
析

三

言
語
計
画
に
む
け
て

Ⅰ

延
べ
語
数
」
に
み
る
新
聞
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
二
〇

年
の
推
移

一

性
別
冠
詞

１

性
別
冠
詞
の
「
延
べ
語
数
」
の
全
般
的
推
移

２

〞
女
〝
冠
詞
、〞
男
〝
冠
詞
の
「
延
べ
語
数
」
の
推

移
３

〞
女
性
〝
冠
詞
、〞
男
性
〝
冠
詞
の
「
延
べ
語
数
」

の
推
移

４

〞
女
子
〝
冠
詞
、〞
男
子
〝
冠
詞
の
「
延
べ
語
数
」

の
推
移

５

〞
女
流
〝
冠
詞
の
「
延
べ
語
数
」
の
推
移
と
〞
男

流
〝

二

性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語

１

性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
の
「
延
べ
語
数
」
の
全

般
的
推
移

２

女
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
は
「
看
護
婦
」、

男
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
は
「
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
」
が
最
多
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３

性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
分
類
に

よ
る
女
男
比
較

三

他
者
と
の
関
係
で
女
性
・
男
性
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ

と
ば

１

他
者
と
の
関
係
で
女
男
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
ば

の
「
延
べ
語
数
」
の
全
般
的
推
移

２

他
者
と
の
関
係
で
女
男
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
具
体
的

な
こ
と
ば
の
推
移

３

他
者
と
の
関
係
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
ば
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
分
類
に
よ
る
女
男
比
較

Ⅱ

異
な
り
語
数
」
に
み
る
新
聞
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
二

〇
年
の
推
移

一

性
別
冠
詞

１

〞
女
〝
冠
詞
、〞
男
〝
冠
詞
の
「
異
な
り
語
数
」
の

推
移

２

〞
女
子
〝
冠
詞
、〞
男
子
〝
冠
詞
の
「
異
な
り
語
数
」

の
推
移

３

〞
女
性
〝
冠
詞
、〞
男
性
〝
冠
詞
の
「
異
な
り
語
数
」

の
推
移

４

〞
女
流
〝
冠
詞
の
「
異
な
り
語
数
」
の
推
移
と
性

別
冠
詞
の
「
異
な
り
語
数
」
の
推
移
に
関
す
る
全
体

的
傾
向

二

性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語

１

女
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
の
「
異
な
り
語

数
」
の
推
移

２

男
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
の
「
異
な
り
語

数
」
の
推
移

三

他
者
と
の
関
係
で
女
性
・
男
性
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ

と
ば

１

他
者
と
の
関
係
で
女
性
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
ば

の
「
異
な
り
語
数
」
の
推
移

２

他
者
と
の
関
係
で
男
性
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
ば

の
「
異
な
り
語
数
」
の
推
移
と
女
男
比
較

む
す
び
に
か
え
て

言
語
計
画
に
向
け
て

付
表
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は

じ

め

に

一

本
調
査
研
究
の
経
緯
と
枠
組

本
論
の
目
的
は
、
新
聞
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
が
、
過
去
二
〇
余
年
の
経
過
と
と
も
に
、
ど
の
よ
う
な
推
移
を
た
ど
っ
て
き
て

い
る
の
か
を
、
量
的
デ
ー
タ
を
も
と
に
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。

女
性
と
新
聞
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
で
は
、
同
研
究
会
代
表
が
一
九
八
四
年
に
行
っ
た
新
聞
紙
面
に
現
れ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
・
性
差
別

表
現
の
主
要
形
態
を
洗
い
出
す

１
）

作
業
に
基
づ
い
て
、
そ
れ
ら
が
実
際
に
ど
の
程
度
使
用
さ
れ
て
い
る
の
か
を
数
量
的
に
明
ら
か
に
す
べ

く
、
一
九
八
〇
年
代
半
ば
よ
り
定
期
的
に
新
聞
紙
面
調
査
を
行
っ
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
に
、
一
九
八
五
年
、
一
九
九
一
年
、
一
九
九
六

年
、
二
〇
〇
一
年
、
二
〇
〇
六
年
と
、
ほ
ぼ
五
年
お
き
、
合
計
五
回
に
わ
た
る
調
査
を
実
施
し
た
が
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
各
調
査

年
の
デ
ー
タ
を
詳
細
に
分
析
し
、
逐
次
『
国
学
院
法
学
』
等
で
紹
介
し
て

２
）

き
た
。

こ
れ
ま
で
分
析
対
象
と
し
て
き
た
の
は
、
朝
日
新
聞
・
毎
日
新
聞
・
読
売
新
聞
の
朝
刊
・
夕
刊
（
東
京
都
内
版
）
の
、
各
調
査
年
一

〇
月
一
日
か
ら
一
五
日
に
掲
載
さ
れ
た
投
書
、
テ
レ
ビ
面
・
ラ
ジ
オ
面
、
小
説
、
マ
ン
ガ
、
広
告
（
求
人
広
告
を
含
む
）
を
除
く
全
て

の
記
事
で
あ
る
。
調
査
年
に
よ
っ
て
は
、
求
人
広
告
、
投
書
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
面
を
別
個
に
分
析
し
て

３
）

い
る
。

新
聞
紙
面
で
用
い
ら
れ
る
女
性
と
男
性
を
異
な
っ
て
表
現
す
る
〞
方
法
〝
は
、
大
枠
と
し
て
以
下
の
三
つ
に
類
型
化
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。

Ⅰ

女
性
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
表
現
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女
性
冠
詞
、
女
性
の
性
を
含
み
こ
ん
だ
職
業
語
、
他
者
と
の
関
係
で
女
性
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
ば
、
女
性
に
対
す
る
ス
テ
レ

オ
タ
イ
プ
表
現

Ⅱ

女
性
の
存
在
が
隠
蔽
さ
れ
る
表
現

男
性
が
世
帯
や
家
族
を
代
表
す
る
表
現
、
女
性
が
男
性
に
付
随
な
い
し
従
属
さ
せ
ら
れ
た
表
現

Ⅲ

女
性
と
男
性
と
で
扱
い
の
基
準
が
異
な
る
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
表
現

女
性
を
業
績
や
地
位
で
扱
わ
な
い
表
現
、
女
性
と
男
性
と
で
異
な
る
敬
称
の
使
用
、
女
性
を
名
の
み
、
男
性
を
姓
ま
た
は
姓
名

で
あ
ら
わ
す
表
現

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
こ
れ
ら
の
女
性
と
男
性
に
言
及
す
る
語
や
表
現
の
分
量
の
差
、
ま
た
そ
れ
ら
の
経
年
変
化
を
み
る
こ
と
に

よ
り
、
新
聞
記
事
表
現
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
よ
る
偏
り
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。

該
当
語
・
表
現
の
収
集
・
デ
ー
タ
化
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
、
新
聞
紙
面
を
複
数
名
が
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
、
マ
ー
カ
ー
で
基
本
類

型
に
そ
っ
て
該
当
語
お
よ
び
表
現
を
塗
り
分
け
る
作
業
を
行
っ
た
。
そ
の
の
ち
、
第
三
回
調
査
ま
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
・
表
現
を
手

作
業
で
分
類
し
て
か
ら
集
計
し
て
い
た
が
、
四
回
目
以
降
は
、
た
と
え
ば
女
性
冠
詞
に
は
「
11
」、
女
性
の
性
を
含
み
こ
ん
だ
職
業
名

に
は
「
1
」
と
い
っ
た
よ
う
に
コ
ー
ド
番
号
を
与
え
、
そ
れ
をE

x
cel

に
打
ち
込
み
、
併
せ
て
該
当
語
・
表
現
の
載
っ
て
い
る
記
事

見
出
し
、
掲
載
日
付
と
朝
・
夕
刊
の
別
、
掲
載
ペ
ー
ジ
数
、
掲
載
面
名
称
、
紙
面
ジ
ャ
ン
ル
な
ど
の
情
報
を
入
力
し
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

を
作
成
し
た
。
こ
れ
を
用
い
れ
ば
、
語
・
表
現
ご
と
の
出
現
頻
度
、
紙
面
ジ
ャ
ン
ル
別
、
新
聞
銘
柄
別
の
ク
ロ
ス
集
計
な
ど
が
す
ぐ
に

行
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
本
調
査
研
究
が
開
始
以
来
用
い
て
き
た
朝
日
、
毎
日
、
読
売
の
三
紙
は
、
日
本
を
代
表
す
る
全
国
紙
で
あ
り
、
〇
九
年
現

在
、
一
日
に
つ
き
朝
日
が
八
〇
一
万
八
五
七
二
部
、
毎
日
が
三
七
三
万
七
六
三
〇
部
、
読
売
が
一
〇
〇
一
万
八
七
〇
一
部
販
売
さ
れ
て
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い
る
（
日
本
Ａ
Ｂ
Ｃ
協
会
調
べ
に
よ
る
朝
刊
全
国
合
計
、
二
〇
〇
九
年
七
月
〜
一
二
月
平
均
）。
三
紙
を
合
計
す
る
と
お
よ
そ
二
一
七

七
万
五
千
部
と
な
る
が
、
こ
れ
は
、
日
本
の
一
日
あ
た
り
新
聞
総
発
行
部
数
約
五
〇
三
五
万
部
（
日
本
新
聞
協
会
調
べ
に
よ
る
朝
夕
刊

セ
ッ
ト
紙
・
朝
刊
単
独
紙
・
夕
刊
単
独
紙
の
合
計
、
〇
九
年
一
〇
月
）
の
約
四
三
％
を
占
め
て
い
る
。
都
市
部
を
中
心
と
し
て
普
及

し
、
四
割
の
シ
ェ
ア
を
持
つ
全
国
紙
が
用
い
て
い
る
言
語
表
現
が
、
社
会
の
中
で
一
定
の
影
響
力
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
、
推
察
に
難

く

４
）

な
い
。

二

延
べ
語
数
」
と
「
異
な
り
語
数
」
の
経
年
分
析

こ
れ
ま
で
の
調
査
研
究
に
お
い
て
は
、
お
も
に
、
新
聞
記
事
に
現
れ
た
語
や
表
現
が
そ
れ
ぞ
れ
合
計
何
回
出
現
す
る
か
に
注
目
し
て

き
た
。

し
か
し
、
言
語
変
化
の
方
向
性
を
見
極
め
る
た
め
に
は
、
表
現
の
出
現
頻
度
を
み
る
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、
表
現
の
多
様
性
や
、
表
現

使
用
の
継
続
性
・
恒
常
性
に
つ
い
て
み
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
あ
る
語
は
、
毎
回
の
調
査
を
通
じ
て
し
つ
こ
く
居
座
り

続
け
て
い
る
の
に
対
し
、
あ
る
語
は
一
回
で
消
え
て
し
ま
う
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
特
性
を
調
べ
る
こ
と
は
、
ジ

ェ
ン
ダ
ー
表
現
へ
の
実
践
的
な
対
策
を
考
え
る
上
で
も
、
意
味
の
あ
る
課
題
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
本
調
査
研
究
に
お
い
て
は
、

五
回
と
い
う
ま
と
ま
っ
た
調
査
結
果
が
蓄
積
さ
れ
た
結
果
、
通
算
で
何
種
類
の
異
な
っ
た
語
が
現
れ
た
か
、
ま
た
、
そ
れ
ら
の
語
を
経

年
的
に
み
た
と
き
の
消
長
は
ど
う
か
を
観
察
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

言
語
学
の
考
え
方
を
援
用
す
る
と
、
語
が
ど
の
程
度
新
聞
紙
面
で
用
い
ら
れ
て
い
る
か
を
数
え
る
方
法
に
は
、「
延
べ
語
数
」
を
用

い
る
方
法
と
「
異
な
り
語
数
」
を
用
い
る
方
法
の
二
種
類
が
あ
る
。「
延
べ
語
数
」
と
は
、
国
語
学
者
伊
藤
雅
光
に
よ
れ
ば
、「
個
々
の

自
立
語
が
同
じ
単
語
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
ど
の
単
語
も
同
じ
よ
う
に
一
つ
二
つ
と
数
え
た
単
語
の

５
）

総
数
」
を
い
う
。
す
な
わ
ち
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同
一
語
が
何
回
含
ま
れ
て
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
を
一
単
位
と
し
て
総
計
す
る
数
え
方
で
、
た
と
え
ば
、
調
査
期
間
中
の
全
記
事
に
、
女

性
冠
詞
「
女
子
」
の
つ
く
語
と
し
て
「
女
子
学
生
」
が
一
〇
〇
回
、「
女
子
生
徒
」
が
五
〇
回
、「
女
子
高
生
」
が
二
五
回
、「
女
子
社

員
」
が
五
回
出
て
き
た
と
す
る
と
、「
延
べ
語
数
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
現
回
数
を
す
べ
て
た
し
た
一
八
〇
と
な
る
。
そ
れ
に
対
し
、

「
異
な
り
語
数
」
と
は
、「
違
う
単
語
の
種
類
に
よ
っ
て
、
数
え
た
単
語
の

６
）

総
数
」
で
あ
り
、
上
記
の
例
を
用
い
れ
ば
、「
女
子
学
生
」

「
女
子
生
徒
」「
女
子
高
生
」「
女
子
社
員
」
合
わ
せ
て
四
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
計
量
語
彙
論
で
は
、「
異
な
り
語
数
」
を
、
語
彙
の
多

さ
を
示
す
指
標
と
し
て
、「
延
べ
語
数
」
と
合
わ
せ
て
表
示
す
る
こ
と
が
多
い
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
の
研
究
に
お
い
て
も
、
こ
の
数
え
方
を
援
用
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ま
で
の
『
国
学
院
法
学
』
等
に
お
け
る
一
連
の

報
告
に
お
い
て
は
、「
延
べ
語
数
」
に
主
な
焦
点
を
当
て
て
き
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
論
文
中
に
掲
載
さ
れ
た

表
の
中
に
は
「
異
な
り
語
数
」
に
つ
い
て
の
情
報
も
ま
た
、
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
今
回
は
、「
語
・
表
現
の
多
様
性
」

と
過
去
五
回
の
調
査
を
比
較
し
て
得
ら
れ
る
「
語
・
表
現
の
恒
常
性
」
の
観
点
か
ら
、「
異
な
り
語
数
」
に
も
よ
り
き
め
細
か
く
注
意

を
払
い
な
が
ら
、
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
、
本
論
の
文
末
に
、
考
察
の
基
礎
と
し
た
集
計
デ
ー
タ
を
、
付
表
と
し
て
一
括
掲

載
し
た
。

三

言
語
計
画
に
む
け
て

ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
表
現
を
生
み
出
し
使
用
し
て
い
る
人
間
集
団
や
、
社
会
的
な
背
景
を
考
え
る
こ
と
は
、
ジ

ェ
ン
ダ
ー
研
究
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。
言
語
学
の
分
野
と
し
て
台
頭
し
て
き
た
社
会
言
語
学
は
、
言
語
の
社
会
的
側

面
を
重
視
す
る
立
場
を
と
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
言
語
的
課
題
に
応
え
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
に
と
っ
て
も

示
唆
を
与
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
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社
会
言
語
学
の
ひ
と
つ
の
領
域
に
、
言
語
変
化
の
方
向
を
み
き
わ
め
、
望
ま
し
く
な
い
傾
向
が
み
ら
れ
た
場
合
に
は
、
健
全
な
方
向

に
向
か
う
よ
う
に
方
策
を
考
え
る
と
い
う
「
言
語
計
画
（la

n
g
u
a
g
e p

la
n
n
in
g

）」
あ
る
い
は
「
言
語
政
策
（la

n
g
u
a
g
e p

o
licy

）」

と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。
言
語
計
画
と
は
、
あ
る
社
会
内
で
用
い
ら
れ
て
い
る
（
諸
）
言
語
の
発
展
に
、
あ
る
目
的
を
も
っ
て
介
入
す

る
こ
と
で

７
）

あ
る
。
言
語
計
画
の
い
く
つ
か
の
局
面
の
う
ち
、
実
体
計
画
と
呼
ば
れ
る
も
の
に
は
、
言
語
そ
の
も
の
の
育
成
や
語
彙
の
形

成
、
近
代
化
、
標
準
化
な
ど
が
含
ま
れ
る
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
は
、
そ
れ
自
体
社
会
言
語
学
上
の
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
言
語
計
画
の
問
題
の
一
つ
と
し
て
と
ら

え
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
が
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
が
引
き
起
こ
す
不
平
等
や
偏
見
は
、
社
会
の
成
員
の
中
に
言
語
に
関
し
て
葛
藤

を
生
じ
さ
せ
る
と
い
う
意
味
で
、「
言
語
紛
争
（la
n
g
u
a
g
e co

n
flict

）」
の
一
つ
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、

そ
の
解
決
に
向
け
て
意
図
的
な
介
入
を
試
み
る
こ
と
は
、
言
語
計
画
の
一
種
と
な
り
う
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
最
終
章
で
、
調
査
か
ら
得
ら
れ
た
結
果
を
踏
ま
え
、
言
語
計
画
に
向
け
た
提
言
を
行
う
こ
と
と
し
た
い
。

Ⅰ

延
べ
語
数
」
に
み
る
新
聞
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
二
〇
年
の
推
移

一

性
別
冠
詞

本
研
究
で
は
、
女
性
ま
た
は
男
性
を
強
調
す
る
表
現
と
し
て
、
人
の
職
業
、
地
位
、
役
割
な
ど
の
呼
称
の
上
に
〞
女
〝〞
男
〝、〞
女

性
〝〞
男
性
〝、〞
女
子
〝〞
男
子
〝、〞
女
流
〝〞
男
流
〝
と
い
っ
た
性
別
を
あ
ら
わ
す
接
頭
語
が
つ
け
ら
れ
た
複
合
語
に
注
目
し
、
こ
れ

を
性
別
冠
詞
（
女
性
冠
詞
・
男
性
冠
詞
）
と
呼
ん
で
、
長
年
そ
の
カ
ウ
ン
ト
を
行
っ
て
き
た
。

133 ミレニアムを通過した新聞ジェンダー表現の現在(その３)(田中和子ほか)



女
医
」「
女
性
課
長
」「
女
子
リ
ー
ダ
ー
」
の
よ
う
に
、
頭
に
性
を
あ
ら
わ
す
「
冠
詞
」
が
わ
ざ
わ
ざ
つ
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

本
来
性
別
と
は
無
関
係
な
は
ず
の
職
業
や
地
位
、
役
割
な
ど
の
属
性
に
、
女
性
で
あ
る
こ
と
が
強
く
結
び
つ
け
ら
れ
て
、
あ
た
か
も
そ

れ
が
報
道
さ
れ
た
事
件
や
事
故
と
不
可
分
で
あ
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
、
人
び
と
に
与
え
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
。

こ
こ
で
は
ま
ず
、
過
去
五
回
、
二
〇
年
間
の
「
定
期
観
測
」
の
結
果
か
ら
、
女
性
冠
詞
、
男
性
冠
詞
そ
れ
ぞ
れ
が
毎
日
ど
の
程
度
出

現
し
、
ま
た
そ
の
頻
度
が
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
き
て
い
る
の
か
を
み
て
み
た
い
。
第
Ⅰ
部
で
考
察
の
対
象
と
す
る
の
は
、
個
々
の
語

が
同
じ
語
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
登
場
し
た
全
て
の
単
語
を
数
え
た
総
数
、
つ
ま
り
「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
「
延
べ
語
数
」
で

あ
る
。

１

性
別
冠
詞
の
「
延
べ
語
数
」
の
全
般
的
推
移

⑴

女
性
冠
詞
の
延
べ
語
数
は
増
加
傾
向

ま
ず
グ
ラ
フ
１
か
ら
、
紙
面
上
に
お
け
る
女
性
冠
詞
全
体
の
延
べ
語
数
（
使
用
頻
度
）
の
推
移
を
み
て
お
こ
う
。

八
五
年
は
、〞
女
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
く
こ
と
ば
が
一
八
〇
件
、〞
女
性
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
く
こ
と
ば
が
一
〇
〇
件
、〞
女
子
〝
が

か
ん
む
り
に
つ
く
こ
と
ば
が
九
五
件
、〞
女
流
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
く
こ
と
ば
が
二
七
件
と
で
、
合
計
四
〇
二
件
の
女
性
冠
詞
が
み
ら

れ
た
。
同
様
に
、
九
一
年
は
、〞
女
〝
一
三
九
件
、〞
女
性
〝
一
三
七
件
、〞
女
子
〝
四
二
件
、〞
女
流
〝
一
九
件
の
合
計
三
三
七
件
の
女

性
冠
詞
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
九
六
年
は
〞
女
〝
一
三
五
件
、〞
女
性
〝
一
八
〇
件
、〞
女
子
〝
一
〇
五
件
、〞
女
流
〝
一
二
件
の
合
計

四
三
二
件
、
〇
一
年
は
〞
女
〝
一
一
七
件
、〞
女
性
〝
一
八
七
件
、〞
女
子
〝
八
一
件
、〞
女
流
〝
五
件
の
合
計
三
九
〇
件
、
ま
た
、
〇

六
年
は
〞
女
〝
二
七
八
件
、〞
女
性
〝
一
六
九
件
、〞
女
子
〝
一
四
九
件
、〞
女
流
〝
五
件
の
合
計
六
〇
一
件
の
女
性
冠
詞
が
数
え
ら
れ
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た
。以

上
で
み
た
よ
う
に
、
四
種
類
の
女
性
冠
詞
の
延
べ
語
数
の

総
計
は
、
八
五
年
は
四
〇
二
件
、
九
一
年
は
三
三
七
件
、
九
六

年
は
四
三
二
件
、
〇
一
年
は
三
九
〇
件
、
〇
六
年
は
六
〇
一
件

と
推
移
し
、
増
減
を
繰
り
返
し
て
い
る
が
、
こ
の
二
〇
年
間
の

ス
パ
ン
で
み
る
と
、
増
加
す
る
趨
勢
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ

る
。女

性
冠
詞
の
種
類
別
に
み
る
と
、〞
女
〝
は
、
〇
一
年
ま
で

減
る
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
〇
六
年
で
大
幅
に
増
え
た
。〞
女
性
〝

は
、
〇
一
年
ま
で
増
加
傾
向
が
み
と
め
ら
れ
た
が
、
〇
六
年
で

は
や
や
減
少
し
た
。
一
方
、〞
女
子
〝
は
、
増
減
を
繰
り
返
し

な
が
ら
、
〇
六
年
に
は
増
加
幅
が
大
き
か
っ
た
。〞
女
流
〝
に

つ
い
て
は
、
明
ら
か
に
減
少
基
調
に
あ
る
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ

う
。も

と
よ
り
こ
れ
ら
の
語
は
、
そ
の
時
々
の
事
件
・
事
故
、
政

治
家
や
有
名
人
な
ど
、
記
事
の
ト
ピ
ッ
ク
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ

て
そ
の
年
だ
け
増
え
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
に
も
注
意
す
る
必
要

が
あ
る
。
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グラフ1 女性冠詞の種類別延べ語数の推移(単位：件)
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⑵

男
性
冠
詞
の
延
べ
語
数
は
直
線
的
な
増
加
傾
向

次
に
、
グ
ラ
フ
２
か
ら
、
新
聞
紙
面
上
で
用
い
ら
れ
た
男
性
冠
詞
の

延
べ
語
数
の
推
移
を
み
て
み
よ
う
。

八
五
年
は
、〞
男
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
く
こ
と
ば
が
四
件
、〞
男
性
〝

が
か
ん
む
り
に
つ
く
こ
と
ば
が
五
件
、〞
男
子
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
く

こ
と
ば
が
一
四
件
と
、
合
計
二
三
件
の
男
性
冠
詞
が
み
ら
れ
た
。
同
様

に
、
九
一
年
は
、〞
男
〝
一
三
件
、〞
男
性
〝
二
三
件
、〞
男
子
〝
一
二

件
、〞
男
流
〝
一
件
の
合
計
四
九
件
が
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
た
。
九
六
年
は
、

〞
男
〝
一
五
件
、〞
男
性
〝
三
八
件
、〞
男
子
〝
二
七
件
の
合
計
八
〇
件

と
な
り
、
〇
一
年
は
、〞
男
〝
一
二
件
、〞
男
性
〝
八
三
件
、〞
男
子
〝

二
一
件
の
合
計
一
一
六
件
と
、
そ
し
て
、
〇
六
年
は
、〞
男
〝
六
九
件
、

〞
男
性
〝
一
二
五
件
、〞
男
子
〝
九
三
件
の
合
計
二
八
七
件
で
あ
っ
た
。

以
上
で
み
た
よ
う
に
、
男
性
冠
詞
の
延
べ
語
数
の
総
計
は
、
八
五
年

二
三
件
、
九
一
年
四
九
件
、
九
六
年
八
〇
件
、
〇
一
年
一
一
六
件
、
〇

六
年
二
八
七
件
と
、
調
査
年
を
追
う
ご
と
に
、
右
肩
上
が
り
の
直
線
的

な
伸
び
を
示
し
て
お
り
、
性
別
冠
詞
全
体
に
占
め
る
割
合
は
、
グ
ラ
フ

３
に
示
し
た
よ
う
に
一
九
八
五
年
の
五
・
四
％
か
ら
二
〇
〇
六
年
の
三

二
・
五
％
へ
と
、
三
分
の
一
を
占
め
る
ま
で
に
至
っ
て
い
る
。
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グラフ2 男性冠詞の種類別延べ語数の推移(単位：件)
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次
に
、
男
性
冠
詞
の
種
類
別
に
み
て
み
る
と
、〞
男
〝
は
、
〇
一
年
に
微

減
し
た
あ
と
〇
六
年
に
激
増
し
た
。〞
男
性
〝
は
、
〇
一
年
か
ら
〇
六
年
に

か
け
て
大
幅
な
伸
び
を
示
し
た
。〞
男
子
〝
は
、
〇
六
年
に
大
き
く
増
加
し

て
い
る
。
な
お
〞
男
流
〝
は
、
九
一
年
に
の
み
「
男
流
作
家
」
と
い
う
語
で

一
件
登
場
し
て
い
る
が
、「
女
流
作
家
」
と
い
う
呼
び
方
を
問
題
視
す
る
立

場
か
ら
意
図
的
に
使
わ
れ
た
語
で
あ
り
、
例
外
的
な
使
用
法
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
男
性
冠
詞
は
そ
の
使
用
頻
度
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
、
こ

の
二
〇
年
の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
男
性
冠
詞
も
女
性
冠
詞

と
同
様
、
事
件
や
事
故
な
ど
の
ト
ピ
ッ
ク
に
左
右
さ
れ
、
突
発
的
に
増
加
す

る
こ
と
は
あ
る
が
、
女
性
冠
詞
も
増
え
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
女
性
で
あ

れ
男
性
で
あ
れ
記
事
で
言
及
す
る
人
物
の
性
を
職
業
や
役
職
な
ど
に
か
ん
む

り
を
つ
け
て
明
示
す
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
き
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

⑶

な
ぜ
性
別
冠
詞
の
延
べ
語
数
は
増
加
傾
向
に
あ
る
の
か

先
述
の
よ
う
に
女
性
冠
詞
の
延
べ
語
数
は
、
四
〇
二
、
三
三
七
、
四
三

二
、
三
九
〇
、
六
〇
一
件
と
、
増
減
し
な
が
ら
も
、
二
〇
年
と
い
う
タ
イ
ム

ス
パ
ン
で
は
増
加
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
、
男
性
冠
詞
の
延
べ
語
数
も
、
二

三
、
四
九
、
八
〇
、
一
一
六
、
二
八
七
件
と
、
毎
年
一
・
五
倍
か
ら
二
倍
の
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グラフ3 性別冠詞の延べ語数の女男割合の推移
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勢
い
で
増
え
て
い
る
。
性
別
冠
詞
全
体
で
み
る
と
、
グ
ラ
フ
３
に
み
る
よ
う
に
、
年
を
追
う
ご
と
に
男
性
冠
詞
の
ウ
ェ
イ
ト
が
高
く
な

っ
て
き
て
い
る
も
の
の
、
女
性
冠
詞
も
引
き
続
き
増
加
し
て
い
る
た
め
、
読
者
が
、
女
性
冠
詞
・
男
性
冠
詞
を
問
わ
ず
、
新
聞
紙
上
で

性
別
冠
詞
を
眼
に
す
る
機
会
は
明
ら
か
に
増
え
て
い
る
。

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
新
聞
記
事
に
お
け
る
女
性
の
有
徴
化
傾
向
が
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
の
は
、
女
性
の
社
会
的
進
出

に
伴
い
、
政
治
面
や
社
会
面
な
ど
で
扱
わ
れ
る
こ
と
が
増
え
て
き
た
こ
と
の
反
映
と
解
釈
で
き
な
く
も
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
同
時

に
、
男
性
冠
詞
も
明
ら
か
に
増
え
る
趨
勢
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
女
性
の
登
場
機
会
の
増
加
だ
け
で
な
く
、
男
性
も
含
め
、
登
場
人
物
の

性
が
記
さ
れ
る
べ
き
情
報
で
あ
る
と
の
考
え
方
よ
り
広
が
っ
て
き
て
い
る
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
い
く
つ
か
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

ま
ず
第
一
に
、
性
別
を
記
す
こ
と
が
大
事
な
記
事
上
の
情
報
で
あ
る
と
い
う
、
デ
ス
ク
や
記
者
つ
ま
り
新
聞
側
の
意
識
が
高
ま
っ
て

い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

二
つ
め
に
、
読
者
を
は
じ
め
と
す
る
一
般
の
人
び
と
が
、
登
場
人
物
の
性
別
を
知
り
た
が
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
と
い
う
可
能
性

が
あ
る
。

三
つ
め
に
、
か
つ
て
よ
り
も
「
人
物
」
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
る
記
事
が
増
え
て
い
る
可
能
性
が
あ
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
四
つ
め
に
、「
人
物
」
が
言
及
さ
れ
る
際
に
、
性
別
に
付
随
す
る
職
業
や
属
性
な
ど
の
情
報
が
付
加
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
五
つ
め
に
、
そ
れ
と
関
連
し
て
、
以
前
の
よ
う
に
事
件
・
事
故
の
記
事
を
中
心
に
、「
人
物
」
を
実
名
で
報
道
せ
ず
匿
名

に
す
る
傾
向
が
強
ま
り
、
そ
の
た
め
に
性
別
お
よ
び
そ
れ
に
付
随
す
る
職
業
や
属
性
で
当
事
者
を
表
現
し
よ
う
と
す
る
記
事
が
増
え
て

き
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
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こ
う
し
た
性
別
情
報
に
関
し
、
読
者
は
ど
こ
ま
で
人
物
の
性
別

を
知
り
た
が
っ
て
い
る
の
か
、
そ
う
い
っ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
明
示

す
る
情
報
は
ど
こ
ま
で
必
要
な
の
か
、
ま
た
、
新
聞
の
書
き
手
た

ち
は
性
と
い
う
一
属
性
を
ど
う
と
ら
え
て
明
示
す
る
よ
う
に
し
て

い
る
の
か
等
を
、
読
者
、
理
念
、
記
者
の
三
方
向
か
ら
、
あ
ら
た

め
て
検
討
し
て
み
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

２

〞
女
〝
冠
詞
、〞
男
〝
冠
詞
の
「
延
べ
語
数
」
の
推
移

⑴

〞
女
〝
冠
詞
は
「
女
優
」「
女
王
」「
女
神
」
が
定
番

次
に
、
性
別
冠
詞
の
延
べ
語
数
を
、
性
別
冠
詞
の
種
類
ご
と

に
、
よ
り
細
か
く
み
て
い
こ
う
。

ま
ず
、
女
性
冠
詞
の
中
で
、〞
女
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
く
具
体

的
な
語
の
延
べ
語
数
を
表
１
に
示
し
た
。
全
五
回
の
調
査
中
、
常

時
ト
ッ
プ
を
占
め
て
い
る
の
が
「
女
優
」
で
、
八
五
年
一
一
一

件
、
九
一
年
七
七
件
、
九
六
年
七
〇
件
、
〇
一
年
六
七
件
、
〇
六

年
八
六
件
と
、
合
計
で
四
一
一
件
に
の
ぼ
る
。
八
五
年
の
値
が
目

立
つ
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
俳
優
シ
モ
ー
ヌ
・
シ
ニ
ョ
レ
の
訃
報
が
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表1“女”がかんむりにつく語の各紙別推移(延べ語数の上位のもの)

1985年 1991年 1996年 2001年 2006年
順位

朝日毎日読売 計 朝日毎日読売 計 朝日毎日読売 計 朝日毎日読売 計 朝日毎日読売 計 総計

１ 女優 32 40 39 111 16 27 34 77 24 21 25 70 23 22 22 67 16 37 33 86 411

２ 女児 0 1 0 1 4 4 0 8 3 4 0 7 2 0 6 8 38 57 48 143 167

３ 女王 4 5 9 18 3 9 6 18 10 8 10 28 8 4 5 17 1 9 5 15 96

４ 女神 0 0 4 4 4 3 1 8 1 1 0 2 1 5 0 6 7 1 2 10 30

５ 女医 0 3 0 3 0 4 1 5 1 0 0 1 3 0 0 3 0 1 0 1 13

女生徒 3 3 2 8 0 0 1 1 0 0 3 3 1 0 0 1 0 0 0 0 13

女帝 0 4 0 4 0 2 0 2 2 0 0 2 0 2 0 2 1 2 0 3 13

８ 女学生 1 1 0 2 1 0 0 1 0 0 1 1 0 0 0 0 3 0 4 7 11

女主人 1 1 2 4 0 0 3 3 0 0 1 1 2 0 1 3 0 0 0 0 11

10 女主人公 0 0 0 0 2 0 0 2 1 1 1 3 2 0 0 2 0 1 0 1 8

11 女教師 1 1 3 5 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 6

女座長 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 2 6 0 0 0 0 0 0 0 0 6

女友達 0 0 0 0 2 0 0 2 2 0 0 2 0 0 0 0 0 1 1 2 6

14 女高生 1 0 1 2 0 0 0 0 0 0 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 4

女スパイ 0 0 0 0 0 3 1 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4

女銀行家 1 0 3 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4

総 計 46 68 66 180 33 58 48 139 46 43 46 135 44 37 36 117 72 113 93 278 849

注： アミかけはその年の最大合計値(以下同様)



各
紙
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、「
女
優
」
と
い
う
こ
と
ば
に
は
根
強
い
も
の
が
あ
る
。

女
児
」
は
、
五
回
分
の
総
計
で
は
第
二
位
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
〇
一
年
ま
で
は
毎
回
一
桁
の
頻
度
だ
っ
た
も
の
が
、
〇
六
年
に

一
四
三
件
と
、
膨
大
な
量
が
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
〇
六
年
の
こ
の
時
期
、
小
学
校
六
年
生
女
子
の
自
殺
の
原
因
が
、
学
校

で
の
「
い
じ
め
」
だ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
各
紙
が
繰
り
返
し
「
女
児
」
と
報
じ
た
た
め
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
女
児
」

の
延
べ
語
数
の
多
さ
は
一
時
的
な
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
場
合
、
一
度
小
学
六
年
の
女
の
生
徒
で
あ
る
こ
と

に
言
及
し
た
あ
と
は
、
冠
詞
を
つ
け
な
い
「
児
童
」
と
い
う
呼
称
を
用
い
れ
ば
、
そ
れ
で
済
ん
だ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
方
、
毎
回
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
登
場
す
る
の
は
五
回
分
の
合
計
で
三
位
、
九
六
件
み
ら
れ
た
「
女
王
」
で
あ
る
。
九
六
年
に
は
二
八

件
と
や
や
多
く
、
そ
れ
以
外
は
一
五
件
か
ら
一
八
件
の
間
で
推
移
し
て
い
る
。
九
六
年
の
多
さ
は
、
ゴ
ル
フ
の
記
事
で
し
ば
し
ば
使
わ

れ
て
い
た
の
が
要
因
と
思
わ
れ
る
。
加
え
て
、「
女
神
」
も
一
定
数
を
保
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
女
優
」「
女
王
」「
女
神
」
と
い

っ
た
あ
た
り
が
〞
女
〝
冠
詞
の
定
番
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
俳
優
、
王
、
神
の
い
ず
れ
も
男
性
が
前
提
と
さ
れ
、
女
性
の
そ
れ
ら
は
、

〞
例
外
〝
な
い
し
は
〞
特
異
な
も
の
〝
と
し
て
〞
徴
〝
づ
け
ら
れ
、
定
着
し
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
語
で
あ
る
。

こ
れ
ら
上
位
以
外
の
一
つ
ひ
と
つ
の
語
の
推
移
を
み
た
と
こ
ろ
で
は
、
あ
る
語
が
眼
に
み
え
て
減
り
、
ま
た
逆
に
あ
る
語
が
明
ら
か

に
増
え
て
き
て
い
る
と
い
っ
た
よ
う
な
明
確
な
消
長
は
、
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

⑵

〞
男
〝
冠
詞
は
「
男
児
」
が
突
出

次
に
〞
男
〝
冠
詞
の
延
べ
語
数
を
み
て
み
る
と
、
表
２
に
示
し
た
よ
う
に
、
全
五
回
分
の
総
計
で
「
男
児
」
が
九
〇
件
と
最
多
を
占

め
た
。
こ
の
多
さ
は
、
〇
六
年
の
六
三
件
が
大
き
く
作
用
し
て
お
り
、
前
述
の
「
女
児
」
同
様
、
一
時
的
な
も
の
で
あ
る
。
学
校
、
病

院
で
の
事
故
、
現
金
強
奪
事
件
な
ど
、
各
紙
で
い
ろ
い
ろ
な
「
男
児
」
が
登
場
し
て
い
た
。
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次
い
で
多
い
の
は
「
男
優
」
で
、
合
計
一
三
件
み
ら
れ
た
。
〇
一
年
を
除
い
て
毎
年
使
わ
れ
、
九
六
年
に

六
件
と
や
や
多
い
。
し
か
し
、
一
位
の
「
男
児
」
と
比
べ
る
と
、
使
用
頻
度
は
七
分
の
一
と
、
は
る
か
に
低

い
。そ

れ
以
外
の
語
で
は
、「
男
友
達
」
が
九
一
年
に
四
件
、
〇
六
年
に
一
件
出
て
き
た
ほ
か
に
は
、
特
段
の

消
長
や
定
着
は
み
ら
れ
な
い
。

⑶

非
対
称
な
〞
女
〝〞
男
〝
冠
詞
の
根
強
さ

〞
女
〝
冠
詞
の
延
べ
語
数
全
般
の
推
移
は
、
グ
ラ
フ
１
で
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
八
五
年
一
八
〇
件
、
九

一
年
一
三
九
件
、
九
六
年
一
三
五
件
、
〇
一
年
一
一
七
件
と
、
漸
減
し
て
き
て
い
た
も
の
が
、
〇
六
年
に
は

二
七
八
件
と
一
挙
に
は
ね
上
が
っ
た
。
ま
た
、〞
男
〝
冠
詞
全
体
の
推
移
は
、
グ
ラ
フ
２
で
み
た
よ
う
に
、

八
五
年
四
件
、
九
一
年
一
三
件
、
九
六
年
一
五
件
、
〇
一
年
一
二
件
と
、
九
一
年
以
降
横
ば
い
だ
っ
た
も
の

が
、
〇
六
年
に
六
九
件
と
一
挙
に
増
加
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
「
女
児
」「
男
児
」
と
い
う

語
が
数
多
く
使
わ
れ
た
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。
が
、
双
方
の
使
用
頻
度
を
比
較
し
て
み
る
と
、

「
女
児
」（
一
四
三
件
）
が
「
男
児
」（
六
三
件
）
の
二
倍
以
上
に
達
し
て
い
る
。
実
際
に
事
件
・
事
故
に
遭

遇
し
た
子
ど
も
の
女
男
比
に
比
例
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
「
女
児
」
の
方
が
ニ
ュ
ー
ス
バ
リ
ュ
ー
が
あ

る
と
判
断
さ
れ
て
記
事
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
確
率
が
よ
り
高
い
た
め
な
の
か
、
そ
の
理
由
は
さ
ら
に
検

討
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ひ
と
た
び
女
の
生
徒
が
か
か
わ
る
事
件
等
が
生
じ
て
報
じ

ら
れ
る
と
き
、「
男
優
」
の
七
倍
近
い
頻
度
で
使
用
さ
れ
て
い
る
〞
女
〝
冠
詞
第
一
位
の
「
女
優
」
の
場
合
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表2“男”がかんむりにつく語の各紙別推移(延べ語数の上位のもの)

1985年 1991年 1996年 2001年 2006年
順位

朝日毎日読売 計 朝日毎日読売 計 朝日毎日読売 計 朝日毎日読売 計 朝日毎日読売 計 総計

１ 男児 0 0 0 0 5 1 2 8 0 8 1 9 8 0 2 10 17 43 3 63 90

２ 男優 1 0 1 2 0 1 0 1 6 0 0 6 0 0 0 0 1 0 3 4 13

３ 男友達 0 0 0 0 4 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 5

総 計 3 0 1 4 9 2 2 13 6 8 1 15 9 1 2 12 18 45 6 69 113
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と
同
様
に
、
そ
の
生
徒
が
女
性
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
慣
用
的
な
用
法
が
す
ぐ
に
飛
び
出
し
て
し
ま
う
、
新
聞
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る

言
語
使
用
の
ハ
ビ
ト
ゥ
ス
の
あ
り
よ
う
は
、
あ
ら
た
め
て
吟
味
さ
れ
る
べ
き
課
題
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、〞
女
〝
が
か
ん
む
り
つ
く
こ
と
ば
は
、「
ジ
ョ
」「
オ
ン
ナ
」「
メ
」
の
読
み
の
違
い
に
よ
り
、
三
種
類
に
下
位
分
類
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
読
み
が
「
ジ
ョ
」
の
冠
詞
は
、
八
五
年
一
五
二
件
、
九
一
年
一
一
三
件
、
九
六
年
一
一
六
件
、
〇
一
年
九
八

件
、
〇
六
年
二
五
五
件
で
、
〇
一
年
ま
で
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
も
の
が
〇
六
年
に
大
幅
に
増
加
し
た
。
こ
れ
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う

に
、「
い
じ
め
」
に
よ
る
自
殺
で
「
女
児
」
が
多
用
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
読
み
が
「
オ
ン
ナ
」
の
冠
詞
は
、
八
五
年
二
四
件
、
九
一

年
一
八
件
、
九
六
年
一
七
件
、
〇
一
年
一
三
件
、
〇
六
年
一
三
件
と
、
減
少
す
る
傾
向
に
あ
る
よ
う
だ
。「
お
ん
な
○
○
」
と
い
う
訓

読
み
は
、
一
種
生
な
ま
し
い
語
感
が
あ
る
た
め
か
、
徐
々
に
避
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
読
み
が
「
メ
」
の

冠
詞
は
「
女
神
」
の
み
で
あ
る
が
、
八
五
年
四
件
、
九
一
年
八
件
、
九
六
年
二
件
、
〇
一
年
六
件
、
〇
六
年
一
〇
件
と
推
移
し
て
お

り
、
常
時
み
ら
れ
る
根
強
い
語
で
あ
る
。

一
方
、〞
男
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
く
こ
と
ば
の
読
み
は
、「
ダ
ン
」「
オ
ト
コ
」
の
二
種
類
で
、「
オ
」
の
読
み
の
語
は
皆
無
で
あ
っ

た
。
ま
ず
、
読
み
が
「
ダ
ン
」
の
冠
詞
は
、
八
五
年
三
件
、
九
一
年
九
件
、
九
六
年
一
五
件
、
〇
一
年
一
〇
件
、
〇
六
年
に
は
六
八
件

へ
と
推
移
し
た
。
〇
六
年
で
大
き
く
増
え
た
の
は
、
こ
れ
も
先
に
述
べ
た
よ
う
に
「
男
児
（
ダ
ン
ジ
）」
が
突
出
し
た
こ
と
が
原
因
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
読
み
が
「
オ
ト
コ
」
の
冠
詞
は
、
八
五
年
一
件
、
九
一
年
四
件
、
九
六
年
〇
件
、
〇
一
年
二
件
、
〇
六
年
一
件

と
、
変
化
は
あ
ま
り
う
か
が
え
な
い
。

女
児
」「
女
優
」
に
続
き
、「
女
王
」「
女
神
」「
女
医
」「
女
帝
」
な
ど
、〞
女
〝
冠
詞
つ
き
で
量
的
に
上
位
に
あ
る
語
に
対
応
す
る

〞
男
〝
冠
詞
つ
き
の
語
は
、
唯
一
「
男
神
」
を
例
外
と
し
て
、
ま
っ
た
く
み
あ
た
ら
な
い
。
男
性
に
対
し
て
は
、〞
男
〝
冠
詞
の
つ
か
な

い
「
王
」「
神
」「
医
者
」「
帝
」
な
ど
、
無
徴
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
使
用
頻
度
が
中
位
・
下
位
の
〞
女
〝
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冠
詞
つ
き
の
語
に
つ
い
て
も
、
お
お
む
ね
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
。
こ
れ
ら
の
職
業
や
地
位
を
あ
ら
わ
す
語
の
多
く
は
、
男
性
が
就
く

こ
と
が
前
提
あ
る
い
は
伝
統
と
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
が
、
現
在
で
は
そ
う
い
っ
た
固
定
的
な
前
提
や
伝
統
は
変
化
し
つ
つ
あ
り
、

実
際
に
女
性
が
こ
れ
ら
の
職
業
や
地
位
に
就
く
こ
と
も
珍
し
く
な
く
な
っ
て
い
る
。

こ
う
い
っ
た
、
女
性
の
み
を
有
徴
化
す
る
片
面
的
な
こ
と
ば
は
、
す
で
に
時
代
遅
れ
と
な
っ
て
い
る
。
通
常
は
性
別
を
表
示
し
な
い

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
語
の
み
で
表
現
し
、
ど
う
し
て
も
性
別
を
表
示
し
な
い
と
い
け
な
い
場
合
に
は
「
女
の
○
○
」
と
あ
ら
わ
す
こ
と
で

こ
れ
ま
で
の
片
面
性
は
解
決
し
て
い
け
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
の
ち
に
示
す
、
言
語
計
画
・
言
語
政
策
の
問
題
で
も
あ
る
。

３

〞
女
性
〝
冠
詞
、〞
男
性
〝
冠
詞
の
「
延
べ
語
数
」
の
推
移

⑴

〞
女
性
〝
冠
詞
は
流
動
的
で
「
で
き
ご
と
」
に
左
右
さ
れ
る

表
３
か
ら
、〞
女
性
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
く
こ
と
ば
の
延
べ
語
数
の
推
移
を
み
る
と
、
五
回
分
総
計
で
ト
ッ
プ
は
「
女
性
記
者
」
と

な
っ
て
い
る
。
過
去
に
は
一
〜
二
件
程
度
で
推
移
し
て
い
た
も
の
が
〇
一
年
に
二
三
件
へ
と
大
き
く
増
え
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る

が
、
こ
の
年
の
９
・
11
の
米
・
同
時
多
発
テ
ロ
に
関
連
し
て
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
英
国
の
記
者
が
拉
致
・
解
放
さ
れ
た
こ
と
を
報
道

す
る
際
に
、
こ
の
こ
と
ば
が
多
く
使
わ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。

女
性
記
者
」
に
続
く
〞
女
性
〝
冠
詞
の
第
二
位
は
「
女
性
作
家
」
で
あ
る
。
特
に
、
一
九
九
一
年
の
九
件
と
二
〇
〇
一
年
の
一
三

件
の
使
用
が
目
立
つ
が
、
九
一
年
は
、
南
ア
フ
リ
カ
の
作
家
ナ
デ
ィ
ン
・
ゴ
ー
デ
ィ
マ
が
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
、
〇
一

年
は
、
女
性
の
作
家
に
関
す
る
日
中
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
。
ま
た
、
三
番
目
に
多
い
「
女
性
職
員
」

は
、
９
・
11
に
関
連
し
て
、
メ
デ
ィ
ア
に
炭
疽
菌
が
送
り
つ
け
ら
れ
た
事
件
の
記
事
で
多
く
使
用
さ
れ
て
い
た
。
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〞
女
性
〝
冠
詞
の
場
合
、
毎
回
の
よ

う
に
多
く
使
わ
れ
、
定
番
化
し
て
い
る

語
は
、〞
女
〝
冠
詞
ほ
ど
に
は
み
ら
れ

な
い
。
あ
え
て
指
摘
す
る
な
ら
ば
、
事

件
、
選
挙
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
な
ど
ト
ピ
ッ

ク
に
左
右
さ
れ
て
、
特
定
の
こ
と
ば
が

増
減
し
て
い
る
。

記
者
、
作
家
と
い
っ
た
職
業
へ
の
女

性
の
進
出
、
ま
た
、
職
員
、
会
社
員
、

社
員
と
し
て
企
業
で
働
く
女
性
の
増
加

を
反
映
し
て
、〞
女
性
〝
が
か
ん
む
り

に
つ
け
ら
れ
て
表
記
さ
れ
る
機
会
が
増

え
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

⑵

〞
男
性
〝
冠
詞
は
「
男
性
会
社
員
」

男
性
教
諭
」
が
定
着
傾
向
か

表
４
に
み
る
よ
う
に
、〞
男
性
〝
が

か
ん
む
り
に
つ
く
こ
と
ば
の
延
べ
語
数
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表3“女性”がかんむりにつく語の各紙別推移(延べ語数の上位のもの)

1985年 1991年 1996年 2001年 2006年
順位

朝日毎日読売 計 朝日毎日読売 計 朝日毎日読売 計 朝日毎日読売 計 朝日毎日読売 計 総計

１ 女性記者 2 0 0 2 1 1 0 2 0 1 0 1 4 9 10 23 0 7 3 10 38

２ 女性作家 0 0 1 1 5 3 1 9 4 2 0 6 2 5 6 13 0 4 3 7 36

３ 女性職員 2 0 0 2 1 5 1 7 4 1 1 6 0 9 8 17 0 2 1 3 35

４ 女性会社員 0 0 0 0 2 0 0 2 4 2 2 8 1 0 2 3 3 4 7 14 27

５ 女性社員 0 1 1 2 0 0 0 0 3 1 0 4 2 7 5 14 0 4 1 5 25

６ 女性議員 0 1 0 1 3 1 1 5 5 10 2 17 0 0 0 0 0 0 0 0 23

７ 女性監督 0 0 0 0 0 3 0 3 1 2 4 7 0 1 6 7 0 1 2 3 20

８ 女性候補(者) 0 0 0 0 0 0 0 0 9 7 3 19 0 0 0 0 0 0 0 0 19

９ 女性医師 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 2 1 11 14 15

女性詩人 0 0 0 0 0 0 0 0 5 3 3 11 3 0 0 3 0 1 0 1 15

11 女性歌手 0 0 2 2 1 0 0 1 1 0 3 4 0 0 4 4 0 0 2 2 13

12 女性従業員 0 1 1 2 1 0 0 1 0 0 0 0 1 2 5 8 1 0 0 1 12

13 女性客 0 0 1 1 2 1 0 3 0 2 0 2 0 0 2 2 1 0 2 3 11

女性教師 0 0 2 2 1 1 0 2 0 0 1 1 2 1 0 3 0 2 1 3 11

15 女性教諭 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 2 2 0 3 3 6 9

女性大使 0 0 0 0 1 3 2 6 0 0 3 3 0 0 0 0 0 0 0 0 9

17 女性スタッフ 0 0 0 0 0 0 2 2 0 0 2 2 0 0 3 3 0 0 1 1 8

女性ファン 0 1 1 2 0 1 3 4 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 2 8

女性患者 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 4 4 1 1 0 2 8

女性技術者 0 0 0 0 0 0 0 0 7 0 0 7 0 0 1 1 0 0 0 0 8

女性研究者 1 1 0 2 0 0 1 1 0 0 0 0 0 1 1 2 3 0 0 3 8

女性店員 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 2 3 1 1 5 1 0 0 1 8

23 女性ジャーナリスト 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 1 0 0 0 0 3 2 0 5 7

女性経営者 0 1 0 1 0 1 0 1 1 1 0 2 0 0 1 1 1 1 0 2 7

女性市長 0 0 0 0 0 5 0 5 0 0 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 7

女性秘書 5 0 0 5 0 0 0 0 0 1 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 7

総 計 47 25 28 100 37 67 33 137 70 58 52 180 42 64 81 187 44 63 68 175 773



は
、「
男
性
会
社
員
」
が
総
計
三
七
件
で
ト
ッ
プ
を
占
め
て
い
る
。
八
五
年
に
は
皆

無
だ
っ
た
も
の
が
九
一
年
に
一
件
、
そ
の
後
九
六
年
か
ら
は
毎
年
一
二
件
登
場
し
、

「
男
性
会
社
員
」
と
い
う
呼
称
が
定
着
し
て
い
る
。
特
に
〇
一
年
の
読
売
で
は
、
高

校
教
諭
が
行
方
不
明
に
な
っ
て
い
た
記
事
で
、
こ
の
語
が
六
回
も
使
用
さ
れ
て
い

た
。総

計
で
二
番
目
に
多
い
「
男
性
教
諭
」
も
、
八
五
年
に
は
ゼ
ロ
件
、
九
一
年
三

件
、
九
六
年
一
件
だ
っ
た
も
の
が
、
〇
一
年
、
〇
六
年
に
は
と
も
に
一
三
件
登
場
し

て
お
り
、
定
着
し
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。

一
四
件
の
「
男
性
職
員
」
は
、
〇
一
年
の
み
一
二
件
と
特
化
し
て
い
る
が
、
こ
れ

は
、
先
の
「
女
性
職
員
」
と
同
じ
く
、
９
・
11
後
の
炭
疽
菌
事
件
で
使
わ
れ
て
い
た

こ
と
が
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
一
二
件
の
「
男
性
社
員
」
は
、
八
五
年
か
ら

常
時
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
〇
一
年
に
六
件
と
や
や
多
く
な
っ
て
い

る
。そ

の
ほ
か
常
時
み
ら
れ
る
男
性
冠
詞
つ
き
の
語
に
は
、
数
件
で
は
あ
る
が
九
六
年

か
ら
の
「
男
性
患
者
」「
男
性
従
業
員
」
な
ど
が
あ
り
、
ま
た
単
一
の
調
査
年
に
特

化
し
た
も
の
と
し
て
は
、
〇
一
年
の
「
男
性
教
員
」
一
二
件
、
〇
六
年
の
「
男
性
巡

査
長
」
一
一
件
、「
男
性
教
師
」
七
件
、「
男
性
店
員
」
六
件
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

い
ず
れ
も
、
そ
の
時
ど
き
の
事
件
・
事
故
に
左
右
さ
れ
て
の
値
で
あ
る
。
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表4“男性”がかんむりにつく語の各紙別推移(延べ語数の上位のもの)

1985年 1991年 1996年 2001年 2006年
順位

朝日毎日読売 計 朝日毎日読売 計 朝日毎日読売 計 朝日毎日読売 計 朝日毎日読売 計 総計

１ 男性会社員 0 0 0 0 0 1 0 1 6 2 4 12 2 7 3 12 0 5 7 12 37

２ 男性教諭 0 0 0 0 0 0 3 3 0 0 1 1 2 2 9 13 3 7 3 13 30

３ 男性職員 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 3 1 8 12 0 0 1 1 14

４ 男性社員 0 0 0 0 2 0 0 2 1 0 0 1 1 4 1 6 0 1 2 3 12

５ 男性巡査長 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 7 11 11

６ 男性患者 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 3 2 0 0 2 1 0 4 5 10

７ 男性教師 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 5 2 7 9

男性店員 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 1 3 2 2 2 6 9

９ 男性客 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 3 2 0 2 4 7

男性従業員 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 2 2 0 0 2 1 2 0 3 7

11 男性教員 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 3 6 0 0 0 0 6

総 計 1 2 2 5 9 9 5 23 15 11 12 38 22 29 32 83 29 48 48 125 274



⑶

〞
女
性
〝〞
男
性
〝
冠
詞
の
延
べ
語
数
の
増
加
と
平
行
表
現

〞
女
性
〝
冠
詞
の
延
べ
語
数
は
、
グ
ラ
フ
１
で
み
た
よ
う
に
、
八
五
年
一
〇
〇
件
、
九
一
年
一
三
七
件
、
九
六
年
一
八
〇
件
、
〇
一

年
一
八
七
件
、
〇
六
年
一
七
五
件
と
、
九
六
年
に
大
き
く
増
加
し
て
か
ら
は
一
定
の
量
で
推
移
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
〞
男
性
〝

冠
詞
の
延
べ
語
数
は
、
グ
ラ
フ
２
に
示
し
た
よ
う
に
、
八
五
年
五
件
、
九
一
年
二
三
件
、
九
六
年
三
八
件
、
〇
一
年
八
三
件
と
、
毎
年

二
〜
三
倍
の
勢
い
で
増
え
て
き
て
お
り
、
〇
六
年
に
は
一
二
五
件
が
数
え
ら
れ
た
。〞
男
性
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
く
語
の
増
加
傾
向
は
、

種
類
別
に
み
た
性
別
冠
詞
の
中
で
、
最
も
激
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。〞
女
性
〝
冠
詞
と
〞
男
性
〝
冠
詞
に
頻
度
の
差
は
ま
だ
あ
る

と
は
い
え
、
男
性
の
職
業
や
地
位
に
〞
男
性
〝
冠
詞
が
つ
け
ら
れ
る
傾
向
が
、
明
ら
か
に
増
し
つ
つ
あ
る
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
個

別
の
職
業
で
は
、「
教
諭
」
や
「
巡
査
長
」
に
つ
け
ら
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
女
性
冠
詞
同
様
、
会
社
員
、
職
員
、
社
員
と
い
っ
た
職

場
で
働
く
人
一
般
を
さ
し
て
用
い
ら
れ
る
語
に
冠
せ
ら
れ
る
場
合
も
多
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、〞
女
性
〝〞
男
性
〝
冠
詞
は
、
女
男
双
方
に
冠
詞
が
つ
け
ら
れ
る
対
称
的
な
語
が
〞
女
〝〞
男
〝
冠
詞
よ
り
も
比
較

的
多
い
。
女
性
が
さ
ら
に
社
会
に
進
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
う
し
た
双
方
に
〞
女
性
〝
冠
詞
〞
男
性
〝
冠
詞
が
つ
く
平
行
表
現
が

さ
ら
に
増
え
る
の
か
、
あ
る
い
は
そ
う
い
っ
た
性
別
情
報
を
付
帯
す
る
意
味
が
薄
れ
て
、
女
男
と
も
に
無
徴
表
現
に
な
っ
て
い
く
の

か
、
そ
の
推
移
を
見
定
め
る
必
要
が
あ
る
。

４

〞
女
子
〝
冠
詞
、〞
男
子
〝
冠
詞
の
「
延
べ
語
数
」
の
推
移

⑴

〞
女
子
〝
冠
詞
は
会
社
員
関
連
が
減
り
、
生
徒
・
学
生
関
連
は
常
駐
・
増
加
の
傾
向

〞
女
子
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
く
こ
と
ば
の
延
べ
語
数
は
、
表
５
に
示
し
た
よ
う
に
、
学
校
（
中
学
・
高
校
・
短
大
・
大
学
）
の
生

146國學院法學第48巻第4号 (2011)



徒
・
学
生
に
関
す
る
も
の
が
圧
倒
的
に
上
位
を
占
め
、
年
に
よ

っ
て
増
減
は
あ
る
が
、〞
定
番
も
の
〝
と
な
っ
て
い
る
。

凸
凹
の
比
較
的
少
な
い
定
番
は
、「
女
子
大
生
」
で
あ
る
。

比
較
的
数
値
に
む
ら
の
な
い
「
女
子
学
生
」「
女
子
大
生
」
以

外
は
、
そ
の
時
期
の
で
き
ご
と
に
よ
っ
て
た
ま
た
ま
増
え
た
も

の
も
あ
り
、
た
と
え
ば
八
五
年
の
「
女
子
中
学
生
」
二
九
件

は
、
テ
レ
ビ
局
が
女
子
の
中
学
生
た
ち
に
よ
る
リ
ン
チ
行
為
を

「
や
ら
せ
」
で
行
わ
せ
て
い
た
事
件
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と

に
よ
っ
て
い
る
。
九
六
年
は
、「
女
子
高
生
」
四
一
件
を
筆
頭

に
「
女
子
高
校
生
」「
女
子
中
高
生
」
が
特
出
し
て
お
り
、
こ

れ
は
「
非
行
」
や
「
援
助
交
際
」
が
社
会
問
題
化
し
た
た
め
で

あ
る
。

〇
一
年
の
「
女
子
生
徒
」
三
三
件
は
、
特
定
の
事
件
・
事
故

に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
生
徒
同
士
の
殺
傷
事
件
や
「
い
じ

め
」
に
よ
る
自
殺
な
ど
、
多
様
な
事
件
・
事
故
が
数
を
増
や
し

た
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
、
〇
六
年
は
、
女
の
生

徒
に
関
す
る
冠
詞
つ
き
表
現
が
、「
女
子
高
生
」
四
〇
件
、「
女

子
生
徒
」
二
八
件
、「
女
子
学
生
」
一
九
件
、「
女
子
高
校
生
」
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表5“女子”がかんむりにつく語の各紙別推移(延べ語数の上位のもの)

1985年 1991年 1996年 2001年 2006年
順位

朝日毎日読売 計 朝日毎日読売 計 朝日毎日読売 計 朝日毎日読売 計 朝日毎日読売 計 総計

１ 女子高生 2 2 1 5 2 0 1 3 11 12 18 41 5 1 7 13 12 19 9 40 102

２ 女子生徒 0 3 5 8 0 0 1 1 3 4 2 9 5 15 13 33 2 18 8 28 79

３ 女子学生 4 0 6 10 1 2 4 7 5 3 2 10 0 3 1 4 6 5 8 19 50

４ 女子大生 5 5 3 13 5 3 3 11 2 4 0 6 2 4 0 6 5 3 5 13 49

５ 女子中学生 9 12 8 29 0 0 0 0 1 0 5 6 3 3 1 7 0 3 2 5 47

６ 女子高校生 2 0 2 4 0 0 1 1 1 8 3 12 1 0 3 4 10 2 2 14 35

７ 女子児童 0 1 0 1 0 0 0 0 0 3 0 3 0 0 1 1 2 5 5 12 32

８ 女子中高生 0 0 0 0 0 0 0 0 5 1 2 8 0 0 0 0 0 2 0 2 10

９ 女子職員 1 1 1 3 2 2 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7

女子社員 1 2 0 3 0 2 0 2 0 2 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 7

11 女子短大生 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 2 3 5 0 0 0 0 6

12 女子大生社長 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 5 0 0 0 0 0 0 0 0 5

13 女子留学生 1 1 0 2 0 0 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4

女子選手 0 0 1 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 2 4

女子行員 0 0 1 1 0 3 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4

16 女子労働者 0 0 0 0 0 0 3 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3

女子プロレスラー 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 1 3 3

女子アナ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 3 0 0 0 0 3

総 計 31 33 31 95 11 15 16 42 29 43 33 105 19 33 29 81 42 61 46 149 487



一
四
件
と
、
調
査
開
始
以
来
の
突
出
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
男
性
に
よ
る
わ
い
せ
つ
行
為
や

未
遂
事
件
の
記
事
な
ど
で
、
頻
繁
に
使
わ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
か
ら
は
、「
女
子
高
生
」
を
中
心
と
し
た
記
号
が
、
こ
の
年
代
の
若
い
女

の
生
徒
た
ち
に
対
す
る
世
間
の
ま
な
ざ
し
と
、
彼
女
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
主
張
、
ふ
る
ま
い

な
ど
が
相
俟
っ
て
、
テ
レ
ビ
・
雑
誌
と
い
っ
た
大
衆
メ
デ
ィ
ア
上
だ
け
で
な
く
、
新
聞
に
お
い
て

も
数
多
く
使
わ
れ
て
い
る
実
態
が
読
み
と
れ
る
。

〞
女
子
〝
冠
詞
の
消
長
を
み
る
と
、
定
番
も
の
で
あ
る
生
徒
・
学
生
を
さ
す
語
が
、
調
査
時
の

ト
ピ
ッ
ク
の
い
か
ん
に
よ
っ
て
増
減
は
あ
る
も
の
の
、
経
年
と
と
も
に
増
え
て
き
て
い
る
こ
と
が

大
き
な
特
徴
と
い
え
る
。
事
件
・
事
故
に
生
徒
・
学
生
た
ち
が
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
の
ほ
か
に
、

若
い
女
性
た
ち
が
何
か
と
話
題
に
な
り
商
品
化
さ
れ
る
時
代
を
反
映
し
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
。

一
方
、「
女
子
職
員
」「
女
子
社
員
」
と
い
う
職
業
名
に
〞
女
子
〝
冠
詞
を
つ
け
る
い
い
方
は
、
ほ

と
ん
ど
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
女
性
の
職
業
進
出
に
と
も
な
い
、
未
成
年
で
あ
る
と
い

う
響
き
の
強
い
「
女
子
○
○
」
は
使
わ
れ
な
く
な
り
、
か
わ
り
に
「
女
性
○
○
」
と
い
う
語
で
表

現
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

⑵

〞
男
子
〝
冠
詞
は
「
男
子
生
徒
」「
男
子
学
生
」
が
定
番
、「
男
子
高
校
生
」
も
根
強
い

〞
男
子
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
く
こ
と
ば
の
延
べ
語
数
は
、
表
６
に
掲
げ
た
よ
う
に
、「
男
子
生

徒
」
が
総
数
に
し
て
一
〇
六
件
で
最
多
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
二
〇
年
間
、〞
常
連
〝
の
語
と
し
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表6“男子”がかんむりにつく語の各紙別推移(延べ語数の上位のもの)

1985年 1991年 1996年 2001年 2006年
順位

朝日毎日読売 計 朝日毎日読売 計 朝日毎日読売 計 朝日毎日読売 計 朝日毎日読売 計 総計

１ 男子生徒 1 2 3 6 0 1 7 8 4 8 2 14 3 6 2 11 13 23 31 67 106

２ 男子学生 1 1 0 2 1 2 0 3 0 0 1 1 0 0 1 1 2 7 6 15 22

３ 男子高校生 0 1 1 2 0 0 0 0 2 3 1 6 2 0 0 2 0 1 0 1 11

４ 男子児童 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 1 2 1 4 6

５ 男子大学生 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 1 1 1 0 2 4

６ 男子選手 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 2 3 0 0 0 0 3

男子中学生 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 1 2 3

総 計 2 7 5 14 1 4 7 12 6 16 5 27 6 7 8 21 19 35 39 93 167



て
、
各
年
六
件
か
ら
一
四
件
の
間
を
推
移
し
て
き
た
が
、
〇
六
年
に
六
七
件
へ
と
大
幅
に
増
え
た
の
は
、「
い
じ
め
」
に
よ
り
中
学
二

年
生
が
自
殺
し
た
事
件
が
起
こ
り
、
各
紙
が
連
日
報
道
し
た
た
め
で
あ
り
、
や
や
例
外
と
い
え
そ
う
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、「
男
子
生

徒
」
と
い
う
い
い
方
は
、
定
着
し
て
き
て
い
る
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

全
体
で
二
二
件
み
ら
れ
る
「
男
子
学
生
」
も
〇
六
年
だ
け
が
一
五
件
と
多
い
が
、
こ
れ
も
毎
回
の
よ
う
に
顔
を
出
す
語
で
あ
る
。
ま

た
、「
男
子
高
校
生
」
は
九
一
年
を
例
外
と
し
て
、
ほ
ぼ
毎
回
み
ら
れ
る
語
と
な
っ
て
お
り
、「
男
子
大
学
生
」
も
九
六
年
か
ら
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

一
方
、「
男
子
児
童
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
九
六
年
ま
で
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
〇
一
年
、
〇
六
年
と
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

お
り
、
本
調
査
の
経
過
の
中
で
は
比
較
的
最
近
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
語
と
い
え
る
。「
男
子
大
学
生
」
は
九
六
年
か
ら
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
ほ
か
に
は
、〞
男
子
〝
冠
詞
の
消
長
を
読
み
込
め
る
よ
う
な
数
値
は
み
あ
た
ら
な
い
。

⑶

〞
女
子
〝〞
男
子
〝
冠
詞
の
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

〞
女
子
〝
冠
詞
の
延
べ
語
数
の
過
去
五
回
の
推
移
は
、
グ
ラ
フ
１
で
も
み
た
よ
う
に
、
九
五
件
、
四
二
件
、
一
〇
五
件
、
八
一
件
、

一
四
九
件
と
、
増
減
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
や
や
増
え
る
趨
勢
に
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
調
査
時
期
に
よ
っ
て
「
女
子
高
生
」

の
出
現
頻
度
が
高
か
っ
た
り
、「
女
性
生
徒
」
の
頻
度
が
高
か
っ
た
り
、
あ
る
い
は
「
女
子
中
学
生
」
と
い
う
表
現
が
突
出
し
た
り
、

そ
の
時
ど
き
の
で
き
ご
と
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
は
あ
る
が
、〞
女
子
〝
の
生
徒
や
学
生
た
ち
は
、〞
男
子
〝
の
生
徒
や
学
生
た
ち
に
比

べ
、
新
聞
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
も
頻
繁
に
露
出
さ
せ
ら
れ
、
好
奇
の
眼
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、〞
男
子
〝
冠
詞
は
、
グ
ラ
フ
１

で
わ
か
る
よ
う
に
一
四
件
、
一
二
件
、
二
七
件
、
二
一
件
と
推
移
し
た
の
ち
、
〇
六
年
に
な
っ
て
九
三
件
と
、
特
異
な
数
値
を
示
し
て
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い
る
。
こ
れ
は
、
先
述
の
よ
う
に
、
こ
の
年
、
い
じ
め
に
よ
る
自
殺
事
件
で
「
男
子
生
徒
」
が
六
七
件
も
登
場
し
た
か
ら
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
全
般
的
に
み
れ
ば
、
女
男
差
は
歴
然
と
し
て
お
り
、〞
男
子
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
く
語
よ
り
も
〞
女
子
〝
が
か
ん
む
り

に
つ
く
語
の
方
が
、
常
に
は
る
か
に
多
く
出
現
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
〞
女
子
〝〞
男
子
〝
冠
詞
の
つ
く
語
は
、
学
校
の
生
徒
に
関
係
し
た
も
の
が
常
に
上
位
を
占
め
る
が
、
両
性
の
間
で
微

妙
な
呼
び
分
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。〞
女
子
〝
で
総
計
の
ト
ッ
プ
は
「
女
子
高
生
」
一
〇
二
件
で
あ
る
が
、「
男
子
高
生
」
は
全
調
査
を

通
じ
て
も
数
件
し
か
出
現
し
て
い
な
い
。
代
わ
り
に
「
男
子
高
校
生
」
が
三
位
で
一
一
件
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
と
〞
女
子
〝
冠
詞
六
位

の
「
女
子
高
校
生
」
を
比
較
し
て
み
る
と
、
後
者
は
三
五
件
で
は
る
か
に
多
い
。
一
方
、「
女
子
生
徒
」「
男
子
生
徒
」
は
、
〇
六
年
を

除
い
て
そ
れ
ほ
ど
の
差
は
み
ら
れ
な
い
。

女
の
高
校
生
は
、「
女
子
高
生
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
新
聞
に
お
い
て
も
一
般
化
し
て
お
り
、
そ
れ
に
比
べ
る
と
、「
女
子
高
校
生
」

と
呼
ば
れ
る
度
合
い
は
低
い
。
そ
れ
に
対
し
、
男
の
高
校
生
は
、
時
と
し
て
「
男
子
高
校
生
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、「
男

子
高
生
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。「
女
子
高
生
」
と
い
う
呼
び
方
に
、
あ
る
種
の
イ
メ
ー
ジ
が
固
定
化
さ
れ
、
常
用
化

さ
れ
て
い
る
状
況
が
う
か
が
え
よ
う
。

同
様
に
毎
回
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
み
ら
れ
る
「
女
子
学
生
」
五
〇
件
も
、「
男
子
学
生
」
二
二
件
に
比
べ
て
使
用
頻
度
が
高
い
。「
女
子

大
生
」
四
九
件
も
〞
常
連
〝
の
語
で
あ
る
が
、「
男
子
大
生
」
と
い
う
語
は
な
く
、
ご
く
ま
れ
に
「
男
子
大
学
生
」
と
あ
ら
わ
さ
れ
る

一
方
、「
女
子
大
学
生
」
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
女
の
大
学
生
の
場
合
も
「
女
子
高
生
」
の
場
合
と
同
様
に
、「
女
子
大
生
」
と
呼

ば
れ
る
の
で
あ
る
。
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５

〞
女
流
〝
冠
詞
の
「
延
べ
語
数
」
の
推
移
と
〞
男
流
〝

⑴

〞
女
流
〝
冠
詞
は
使
わ
れ
な
く
な
る
方
向
へ

〞
女
流
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
く
こ
と
ば
の
延
べ
語
数
は
、
表
７
に
示
し
た
よ
う
に
、「
女

流
作
家
」
が
総
計
二
三
件
で
首
位
で
あ
る
が
、
八
五
年
に
は
一
二
件
、
九
一
年
に
一
〇
件

み
ら
れ
た
の
ち
は
、
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
同
様
に
、「
女
流
陶
芸
家
」

「
女
流
画
家
」
な
ど
も
み
ら
れ
な
く
な
り
、
あ
と
は
ま
れ
に
〞
女
流
〝
冠
詞
つ
き
で
将
棋

や
囲
碁
の
棋
士
、
日
本
画
家
、
義
太
夫
の
語
り
手
な
ど
が
出
現
す
る
程
度
で
あ
る
。

〇
六
年
調
査
の
結
果
を
分
析
し
た
『
国
学
院
法
学
』
第
四
六
巻
第
四
号
で
筆
者
た
ち

は
、「
女
流
」
は
男
性
の
〞
亜
流
〝
の
感
が
否
め
な
い
と
指
摘
し
た
あ
と
、「
囲
碁
や
将
棋

の
世
界
で
も
女
性
の
活
躍
が
目
立
っ
て
き
て
い
る
現
在
、
女
性
の
棋
士
ら
も
男
性
と
対
等

な
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
扱
い
、〞
女
流
〝
と
い
う
か
ん
む
り
を
冠
し
て
彼
女
た

ち
を
呼
ぶ
習
慣
を
、
そ
ろ
そ
ろ
改
め
る
べ
く
時
に
き
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と

提
言
し
た
が
、
い
ま
だ
に
そ
の
動
き
は
み
ら
れ
な
い
。

将
棋
や
囲
碁
の
世
界
で
は
、「
女
流
棋
聖
」「
女
流
名
人
」
な
ど
固
有
の
称
号
が
使
用
さ

れ
て
い
る
が
、
本
調
査
研
究
で
は
、
そ
う
し
た
固
有
名
詞
は
女
性
冠
詞
の
カ
ウ
ン
ト
か
ら

除
外
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
い
っ
た
固
有
の
タ
イ
ト
ル
や
段
位
に
つ
い
て

も
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
取
り
払
っ
た
名
称
が
用
い
ら
れ
て
い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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表7“女流”がかんむりにつく語の各紙別推移(延べ語数の上位のもの)

1985年 1991年 1996年 2001年 2006年
順位

朝日毎日読売 計 朝日毎日読売 計 朝日毎日読売 計 朝日毎日読売 計 朝日毎日読売 計 総計

１ 女流作家 1 8 3 12 1 5 4 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 23

２ 女流棋士 0 0 0 0 0 2 0 2 0 1 4 5 0 1 0 1 0 0 0 0 8

３ 女流陶芸家 0 1 0 1 0 4 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5

４ 女流音楽家 0 2 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

女流画家 0 0 1 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

女流作曲家 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2

女流詩人 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 1 0 0 0 0 2

女流日本画家 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 0 0 0 0 2

女流義太夫 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 2 2

総 計 2 13 9 24 2 13 4 19 2 4 4 10 0 2 3 5 0 4 1 5 63



同
様
の
こ
と
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
種
目
名
称
に
つ
い
て
も
い
え
る
。
た
と
え
ば
「
サ
ッ
カ
ー
」
の
よ
う
に
、
無
徴
は
男
性
の
競

技
を
意
味
し
、
性
別
を
つ
け
る
の
は
女
性
の
競
技
の
み
と
い
う
片
面
的
な
競
技
名
や
競
技
種
目
が
数
多
く
存
在
す
る
。
ス
ポ
ー
ツ
に
お

け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
化
の
趨
勢
の
上
か
ら
も
、
ま
た
こ
う
い
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
名
称
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
差
に
関
す
る
固
定
観
念
を
植
え
つ

け
て
い
る
と
い
う
面
か
ら
も
、
種
目
や
タ
イ
ト
ル
に
お
け
る
女
性
冠
詞
つ
き
の
名
称
は
、
再
考
し
た
ほ
う
が
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

⑵

〞
男
流
〝
と
い
う
語
の
不
在

〞
男
流
〝
と
い
う
冠
詞
は
、
九
一
年
に
「
女
流
作
家
」
と
い
う
語
に
対
抗
的
に
使
用
さ
れ
た
「
男
流
作
家
」
だ
け
で
あ
る
。

流
」
と
は
、「
流
派
」「
流
儀
」
と
い
っ
た
、
芸
能
、
技
能
・
技
術
、
武
芸
な
ど
の
伝
統
・
伝
承
を
あ
ら
わ
す
呼
称
で
あ
り
、
家
元

や
開
発
者
、
師
範
な
ど
の
名
や
技
法
が
「
○
○
流
」
の
よ
う
に
つ
く
の
が
一
般
的
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
、「
女
（
男
）」
と
い
う
ジ
ェ
ン

ダ
ー
で
ひ
と
か
ら
げ
に
「
女
性
（
男
性
）
の
流
儀
」
と
し
て
し
ま
う
の
は
、
名
づ
け
の
レ
ベ
ル
が
異
な
る
し
、
無
理
が
あ
る
。
内
容
別

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
分
類
に
、
同
じ
範
疇
上
で
性
別
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
用
い
て
並
べ
る
こ
と
は
、
た
と
え
ば
『
出
版
年
鑑
』
の
雑
誌
分
類
名

に
、
総
記
、
社
会
科
学
、
読
み
物
、
芸
術
、
工
学
な
ど
と
並
ん
で
「
女
性
」
と
あ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
違
和
感
を
抱
く
人
は
少
な

く
あ
る
ま
い
。

〞
男
流
〝
と
い
う
こ
と
ば
が
そ
も
そ
も
存
在
し
な
い
と
こ
ろ
に
、
出
現
頻
度
に
大
き
な
差
は
あ
る
も
の
の
、
一
応
〞
女
／
男
〝〞
女

性
／
男
性
〝〞
女
子
／
男
子
〝
の
よ
う
な
、
対
表
現
の
あ
る
他
の
性
別
冠
詞
と
〞
女
流
〝
と
の
違
い
が
あ
る
。
こ
の
語
は
歴
史
的
に
固

有
な
も
の
を
あ
ら
わ
す
際
に
限
定
的
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
早
晩
死
語
と
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。
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二

性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語

性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
と
は
、
職
業
を
あ
ら
わ
す
こ
と
ば
の
中
に
、
女
性
あ
る
い
は
男
性
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る

も
の
を
さ
す
。

た
と
え
ば
、
長
年
使
わ
れ
て
き
た
「
看
護
婦
」
や
「
保
母
」
な
ど
の
よ
う
に
「
○
○
婦
」「
○
○
母
」「
○
○
嬢
」
を
、
あ
る
い
は

「
○
○
レ
デ
ィ
ー
」
や
「
○
○
ウ
ー
マ
ン
」
を
語
尾
に
つ
け
て
女
性
の
職
業
を
あ
ら
わ
し
た
り
、「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
や
「
車
夫
」
の
よ

う
に
、「
○
○
マ
ン
」「
○
○
夫
」「
○
○
ボ
ー
イ
」「
○
○
父
」
な
ど
を
語
尾
に
つ
け
て
男
性
の
職
業
を
あ
ら
わ
す
語
が
、
こ
の
世
の
中

に
は
数
多
く
存
在
し
、
新
聞
で
も
し
ば
し
ば
使
わ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
慣
用
的
に
用
い
ら
れ
る
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
を
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
中
立
的
な
も
の
に
し
て
ゆ
く
こ
と
は
、
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
な
語
の
採
用
や
新
し
い
語
を
つ
く
り
出
し
、
普
及
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
性
別
冠
詞
を
な
く
し
て
い
く
こ
と
以
上
に
、
困
難
を

伴
う
作
業
と
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
九
七
年
の
改
正
雇
用
機
会
均
等
法
に
お
い
て
募
集
職
業
名
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
が
つ
く
ら
れ
、「
ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス
」
を
「
客
室
乗
務
員
」
や
「
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
」
に
、「
看
護
婦
」
を
「
看
護
師
」
に
、

「
カ
メ
ラ
マ
ン
」
を
「
写
真
記
者
」
な
ど
に
言
い
換
え
て
、
女
男
ど
ち
ら
を
も
意
味
す
る
よ
う
に
し
た
こ
と
で
、
現
在
で
は
、
そ
れ
ら

の
こ
と
ば
が
あ
る
程
度
定
着
し
つ
つ
あ
る
。
男
性
が
就
く
こ
と
が
自
明
視
さ
れ
て
き
た
職
に
女
性
が
進
出
し
、
逆
に
女
性
向
け
と
さ
れ

て
き
た
職
に
男
性
が
参
入
す
る
こ
と
で
、
強
固
な
性
別
役
割
分
業
の
実
態
や
意
識
、
ま
た
、
そ
れ
を
あ
ら
わ
す
表
現
も
、
徐
々
に
で
は

あ
る
が
変
わ
っ
て
い
く
と
予
想
さ
れ
る
。

こ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
五
回
分
の
デ
ー
タ
か
ら
、
女
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
、
男
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
の
延
べ
語

数
が
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
る
の
か
、
分
析
を
行
う
。
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１

性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
の
「
延
べ
語
数
」
の
全
般
的
推
移

⑴

女
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
の
延
べ
語
数
は
増
加
の
の
ち
減
少
の
方
向
へ

女
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
の
延
べ
語
数
の
推
移
を
表
８
で
み
る
と
、
八
五
年
は
八
九
件
、
九
一
年
は
一
六
二
件
、
九
六
年
は

二
五
七
件
、
そ
し
て
〇
一
年
は
一
八
二
件
、
〇
六
年
は
一
四
九
件
と
推
移
し
て
お
り
、
調
査
開
始
年
か
ら
九
六
年
に
か
け
て
大
き
く
増

加
し
た
あ
と
、
少
し
ず
つ
減
少
し
て
き
て
い
る
。

性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
の
延
べ
語
数
も
、
性
別
冠
詞
の
場
合
と
同
様
に
、
そ
の
時
ど
き
の
事
件
・
事
故
な
ど
の
ト
ピ
ッ
ク
に
よ
っ

て
変
動
す
る
こ
と
か
ら
、
一
貫
し
た
傾
向
は
見
い
出
し
づ
ら
い
。
全
体
で
一
位
の
「
看
護
婦
」
は
、
二
〇
〇
一
年
に
、
先
に
も
述
べ
た

よ
う
に
一
九
九
七
年
改
正
雇
用
機
会
均
等
法
に
よ
る
そ
の
語
で
の
求
人
禁
止
以
後
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
使
用
数
が
六
六
件
と
、

こ
れ
ま
で
の
最
高
を
数
え
た
。
こ
れ
は
、
横
浜
の
病
院
で
九
九
年
に
患
者
を
取
り
違
え
て
手
術
し
た
事
故
に
関
し
て
、
地
裁
の
出
し
た

無
罪
判
決
を
地
検
が
控
訴
し
た
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
が
影
響
し
て
い
る
た
め
だ
が
、
用
語
に
は
注
意
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
〇
六
年
に
は
、
使

用
数
は
大
き
く
減
じ
て
い
る
。

ま
た
、
全
体
で
第
四
位
、
第
五
位
に
位
置
づ
い
て
い
る
日
本
軍
戦
時
性
奴
隷
の
女
性
た
ち
を
呼
称
し
た
「（
元
）
従
軍
慰
安
婦
」
と

い
う
こ
と
ば
、「（
元
）
慰
安
婦
」
と
い
う
こ
と
ば
が
、
そ
れ
ぞ
れ
九
六
年
に
一
四
件
と
一
八
件
、
〇
六
年
に
二
六
件
と
三
件
と
、
多
く

使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
前
者
は
当
時
の
安
倍
晋
三
首
相
の
歴
史
認
識
に
つ
い
て
国
会
で
の
や
り
と
り
が
、
後
者
は
「
女
性
の
た
め
の
ア

ジ
ア
平
和
国
民
基
金
」（
ア
ジ
ア
女
性
基
金
）
の
、
元
戦
時
性
奴
隷
の
女
性
た
ち
へ
の
「
償
い
金
」
支
給
に
関
し
て
、
と
も
に
ニ
ュ
ー

ス
に
な
っ
た
た
め
生
じ
た
一
時
的
な
現
象
で
あ
る
。
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表8 女性の性を含み込んだ職業語の各紙別推移(延べ語数の上位のもの)

1985年 1991年 1996年 2001年 2006年
順位 総計

朝日毎日読売 計 朝日毎日読売 計 朝日毎日読売 計 朝日毎日読売 計 朝日毎日読売 計

１ 看護婦 1 2 3 6 2 18 17 37 3 14 17 34 28 15 23 66 13 0 0 13 156

２ OL・OL嬢 16 17 11 44 8 14 13 35 10 3 5 18 3 3 4 10 3 6 4 13 120

３ ヒロイン 0 0 0 0 0 0 1 1 6 9 1 16 4 1 5 10 2 6 9 17 44

４ 従軍慰安婦・元従
軍慰安婦 0 0 0 0 0 0 0 0 6 8 0 14 0 2 0 2 3 12 11 26 42

５ 慰安婦・元慰安婦 0 0 0 0 0 0 0 0 10 7 1 18 6 1 0 7 0 2 1 3 28

６ おかみ・おかみさ
ん・女将 0 0 0 0 1 0 0 1 4 0 11 15 2 1 0 3 2 1 1 4 23

７ 助産婦 0 0 0 0 0 4 0 4 1 2 10 13 2 3 0 5 0 0 0 0 22

娼婦 0 0 1 1 3 2 2 7 2 0 7 9 1 0 0 1 1 3 0 4 22

保母 1 4 0 5 3 3 0 6 0 6 2 8 0 1 0 1 0 0 2 2 22

10 ホステス 2 1 2 5 1 0 0 1 0 1 1 2 7 3 1 11 0 0 0 0 19

家政婦 2 1 1 4 0 1 8 9 1 3 0 4 1 1 0 2 0 0 0 0 19

保健婦 0 0 0 0 0 2 0 2 1 2 5 8 3 0 6 9 0 0 0 0 19

13 遊女 0 0 0 0 0 2 2 4 3 1 1 5 1 0 0 1 3 0 0 3 13

（クラブ・店の）
ママ 0 0 0 0 5 0 0 5 4 0 0 4 0 0 0 0 4 0 0 4 13

15 生保レディー 0 0 0 0 0 0 0 0 10 1 1 12 0 0 0 0 0 0 0 0 12

16 代理母 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 11 11 11

乳母 0 0 0 0 2 3 1 6 0 0 0 0 1 0 0 1 0 4 0 4 11

魔女 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 2 6 0 3 0 3 1 0 1 2 11

19 キャリアウーマン 2 0 2 4 0 0 1 1 0 2 0 2 0 1 0 1 0 1 1 2 10

海女 0 1 0 1 1 0 4 5 0 4 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 10

21 スチュワーデス 0 0 1 1 0 0 0 0 2 3 3 8 0 0 0 0 0 0 0 0 9

22 ウェイトレス 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 2 1 2 0 3 0 3 0 3 8

お姫様・姫 0 0 0 0 0 0 0 0 3 1 4 8 0 0 0 0 0 0 0 0 8

歌姫 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 2 1 2 1 4 1 1 0 2 8

修道女 0 0 0 0 2 1 0 3 0 0 3 3 0 0 0 0 1 0 1 2 8

26 芸者 0 0 0 0 3 2 2 7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7

女中 0 0 0 0 0 1 2 3 0 0 1 1 0 3 0 3 0 0 0 0 7

総 計 28 32 29 89 37 64 61 162 87 84 86 257 74 66 42 182 47 47 55 149 839

ミレニアムを通過した新聞ジェンダー表現の現在(その３)(田中和子ほか)



⑵

男
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
は
女
性
と
対
に
な
ら
な
い

男
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
の
延
べ
語
数
の
推
移
は
、
表
９
に
示
し
た
よ
う

に
、
カ
ウ
ン
ト
を
始
め
た
九
一
年
が
一
一
九
件
、
九
六
年
三
一
四
件
、
〇
一
年
二
一
八

件
、
〇
六
年
一
四
八
件
と
、
こ
ち
ら
も
ト
レ
ン
ド
は
一
貫
し
て
い
な
い
よ
う
だ
。
し
か

し
な
が
ら
、
全
四
回
の
調
査
で
七
九
九
件
の
男
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
が
使
わ

れ
て
お
り
、
女
性
の
そ
れ
（
同
時
期
四
回
で
七
五
〇
件
、
一
九
八
五
年
か
ら
の
全
五
回

で
八
三
九
件
）
と
比
べ
て
、
数
の
上
で
は
決
し
て
少
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
性
を
含
み

込
ん
だ
職
業
語
全
体
の
中
で
、
各
調
査
年
の
女
男
そ
れ
ぞ
れ
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業

語
の
相
対
的
比
率
を
示
し
た
グ
ラ
フ
４
か
ら
も
、
両
者
が
、
ほ
ぼ
半
々
で
推
移
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。

表
９
に
戻
る
と
、
九
六
年
の
男
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
の
延
べ
語
数
の
多
さ

が
目
立
っ
て
い
る
。
こ
の
年
は
、「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」「
カ
メ
ラ
マ
ン
」「
オ
ン
ブ
ズ
マ

ン
」
な
ど
「
マ
ン
」
の
つ
く
語
と
「
ホ
ス
ト
」「
Ｏ
Ｂ
」
が
、
例
年
に
も
増
し
て
多
か

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
個
別
の
デ
ー
タ
の
推
移
を
紹
介
す
る
と
き
に
述
べ
る

が
、「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
と
「
Ｏ
Ｂ
」
と
い
う
語
は
、
募
集
・
採
用
に
か
か
わ
る
語
で

は
な
い
た
め
、
改
正
雇
用
機
会
均
等
法
に
お
け
る
表
示
禁
止
の
対
象
に
は
な
っ
て
い
な

い
。
女
の
会
社
員
と
い
う
意
味
で
、「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
に
対
応
す
る
女
性
を
あ
ら
わ

す
語
、
た
と
え
ば
「
サ
ラ
リ
ー
ウ
ー
マ
ン
」「
サ
ラ
リ
ー
レ
デ
ィ
」
と
い
う
語
が
使
わ
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表9 男性の性を含み込んだ職業語の各紙別推移(延べ語数の上位のもの)

1991年 1996年 2001年 2006年
順位 総計

朝日毎日読売 計 朝日毎日読売 計 朝日毎日読売 計 朝日毎日読売 計

１ サラリーマン 12 13 14 39 33 13 31 77 19 9 15 43 3 21 4 28 187

２ OB 0 0 0 0 20 36 3 59 1 3 0 4 21 19 3 43 106

３ カメラマン 1 6 3 10 8 13 4 25 7 6 6 19 1 1 0 2 56

４ スポークスマン 0 0 0 0 11 3 1 15 13 13 4 30 1 7 0 8 53

５ 証券マン 13 16 17 46 0 0 0 0 1 0 1 2 0 0 0 0 48

６ ヒーロー 0 0 0 0 10 2 0 12 8 5 3 16 0 4 9 13 41

７ ビジネスマン 0 1 2 3 1 2 1 4 5 3 9 17 1 8 2 11 35

９ ホスト 0 0 3 3 0 14 6 20 2 0 0 2 0 0 0 0 25

９ オンブズマン 0 0 0 0 5 8 6 19 1 0 0 1 1 0 0 1 21

営業マン 1 0 0 1 0 4 5 9 10 1 0 11 0 0 0 0 21

11 神父 0 0 0 0 5 9 0 14 0 0 0 0 0 2 0 2 16

12 英雄 0 0 0 0 6 0 0 6 4 0 0 4 3 0 0 3 13

商社マン 1 3 1 5 0 2 0 2 0 1 2 3 2 0 1 3 13

14 スポーツマン 0 0 1 1 0 1 1 2 1 1 4 6 0 0 0 0 9

15 紳士 0 0 0 0 0 0 2 2 0 1 1 2 1 3 0 4 8

16 皇子 0 0 0 0 7 0 0 7 0 0 0 0 0 0 0 0 7

17 車夫 0 0 0 0 0 0 0 0 6 0 0 6 0 0 0 0 6

18 セールスマン 0 0 0 0 1 0 0 1 3 0 1 4 0 0 0 0 5

侍・サムライ 0 0 0 0 0 0 0 0 4 0 0 4 0 0 1 1 5

武者・若武者 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 2 2 4 5

21 キーマン 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 3 0 1 0 1 4

ジャズマン 1 0 0 1 2 0 0 2 1 0 0 1 0 0 0 0 4

チェアマン 0 0 0 0 2 0 1 3 0 1 0 1 0 0 0 0 4

ラッキーボーイ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 4 4

リードオフマン 0 0 0 0 1 0 1 2 1 0 1 2 0 0 0 0 4

銀行マン 1 0 0 1 0 3 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 4

殿様・殿サマ 0 0 0 0 0 4 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 4

看護士・准看護士 0 0 0 0 0 1 0 1 1 2 0 3 0 0 0 0 4

総 計 32 42 45119119123 72314107 61 50218 38 80 30148 799

ミレニアムを通過した新聞ジェンダー表現の現在(その３)(田中和子ほか)



れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
非
対
称
的
な
「
Ｏ
Ｌ
」
が
対
語
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
男
性
の
性
を
含
み
込
む
「
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
」
と
い
う
語
が
、
女
男
を
含
む
会
社
員
一
般
を
さ
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
、
の
ち
に
示
す
よ
う
に
、
問
題
で
あ
る
。

Ｏ
Ｂ
」
に
対
応
す
る
女
性
を
あ
ら
わ
す
語
と
し
て
は
「
Ｏ
Ｇ
」
と
い
う
対
語
が
存
在
す
る
が
、
こ
の
こ
と
ば
が
二
〇
年
間
に
新
聞

紙
面
上
で
使
わ
れ
た
こ
と
は
、
一
度
も
な
か
っ
た
。

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
職
業
語
は
、
女
男
で
対
に
な
っ
て
い
る
語
も
あ
る
も
の
の
、
性
別
冠
詞
と
は
異
な
り
、
女
性
と
男
性
と
で

別
べ
つ
の
こ
と
ば
が
多
い
。
つ
ま
り
、
女
性
・
男
性
が
従
事
す
る
仕
事
の
〞
中
身
〝
や
〞
質
〝
の
違
い
が
、
そ
の
ま
ま
こ
と
ば
に
あ
ら

わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
の
ち
に
、
こ
れ
ら
の
職
業
語
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
分
類
し
て
、
比
較
し
て
み
る
こ
と
で
、
よ
り
鮮

明
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

２

女
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
は

看
護
婦
」、
男
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
は

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
が
最
多

⑴

看
護
婦
」「
Ｏ
Ｌ
」
は
減
少
傾
向
、「
慰
安
婦
」
は
政
治
と
と
も
に

表
８
に
よ
り
、
女
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
を
、
少
し
細
か
く
み
て
み
よ
う
。

全
五
回
分
を
合
計
し
て
一
位
と
な
っ
た
「
看
護
婦
」
は
、
八
五
年
六
件
、
九
一
年
三
七
件
、
九
六
年
三
四
件
、
〇
一
年
六
六
件
、
〇

六
年
一
三
件
と
推
移
し
て
い
る
。
〇
一
年
に
多
か
っ
た
の
は
、
先
に
そ
の
理
由
を
記
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

次
い
で
、
総
計
で
二
番
目
に
多
い
「
Ｏ
Ｌ
・
Ｏ
Ｌ
嬢
」
は
、
か
つ
て
は
八
五
年
四
四
件
、
九
一
年
三
五
件
の
よ
う
に
、〞
常
連
〝
の

語
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
は
九
六
年
一
八
件
、
〇
一
年
一
〇
件
、
〇
六
年
一
三
件
と
、
減
少
傾
向
に
あ
る
。
一
方
、
第
三
位
の
「
ヒ
ロ

イ
ン
」
は
、
上
位
二
つ
の
語
に
比
べ
、
総
使
用
件
数
は
は
る
か
に
少
な
く
、
九
一
年
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
九
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六
年
に
一
六
件
、
〇
一
年
に
一
〇
件
、
〇
六
年
に
一
七
件
と
、
近
年
に
な
っ
て
増
加
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

第
四
位
と
第
五
位
の
「（
元
）
従
軍
慰
安
婦
」
と
「（
元
）
慰
安
婦
」
は
、
先
述
の
よ
う
に
政
治
問
題
化
し
た
九
六
年
と
〇
六
年
に
目

立
ち
、
両
者
を
合
わ
せ
る
と
三
二
件
と
二
九
件
の
合
計
七
〇
件
で
、「
ヒ
ロ
イ
ン
」
を
上
回
る
こ
と
に
な
る
。

お
か
み
・
お
か
み
さ
ん
・
女
将
」「
助
産
婦
」
を
は
じ
め
、
六
位
以
下
の
語
の
多
く
は
、
年
に
よ
っ
て
〞
出
た
り
入
っ
た
り
〝
し

て
、
確
た
る
傾
向
は
つ
か
み
に
く
い
。

⑵

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
は
減
少
し
「
Ｏ
Ｂ
」
は
根
強
い

同
様
に
、
表
９
で
男
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
を
具
体
的
に
み
て
み
る
と
、
全
四
回
分
を
合
計
し
て
延
べ
語
数
が
一
位
と
な
っ

た
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
は
、
九
一
年
三
九
件
、
九
六
年
七
七
件
、
〇
一
年
四
三
件
、
〇
六
年
二
八
件
と
、
九
六
年
を
ピ
ー
ク
に
減
ず
る

傾
向
を
み
せ
て
い
る
。
九
六
年
に
多
か
っ
た
の
は
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
あ
た
っ
て
、
繁
華
街
で
会
社
員
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
記

事
や
街
ゆ
く
会
社
員
を
描
写
す
る
記
事
が
多
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
ば
は
、
勤
め
人
の
男
性
を
さ
す
ほ
か
に
、「
給
与
生
活

者
」
一
般
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
多
々
あ
り
、
そ
こ
に
は
勤
め
人
の
女
性
も
当
然
含
ま
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、「
マ
ン
」
と
い

う
接
尾
語
が
、「
ネ
ク
タ
イ
姿
の
会
社
勤
め
の
男
性
」
し
か
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
な
い
よ
う
に
作
用
し
て
い
る
。
対
し
て
女
性
の
「
Ｏ
Ｌ
」

は
、
中
年
以
降
の
年
代
の
勤
め
人
の
女
性
を
思
い
浮
か
べ
づ
ら
く
、
ま
た
一
般
職
、
非
管
理
職
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
想
起
さ
れ
る
。
均

等
法
が
改
正
・
強
化
さ
れ
、
雇
用
・
就
労
状
況
が
多
様
化
し
、
流
動
化
し
て
い
る
現
在
、「
会
社
勤
め
」
を
し
て
い
る
女
男
に
対
す
る

性
的
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
を
払
拭
し
、
あ
ら
ゆ
る
職
業
へ
の
女
男
の
進
出
を
促
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
女
男
双
方
に
「
会
社
員
」
を
使

う
な
ど
、
両
性
を
含
み
込
ん
だ
用
語
法
を
普
及
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

二
番
目
に
多
い
「
Ｏ
Ｂ
」
に
関
し
て
は
、
九
六
年
の
大
蔵
官
僚
出
身
者
に
よ
る
株
の
不
祥
事
事
件
と
、
〇
六
年
に
相
次
い
で
発
覚
し
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た
官
僚
の
天
下
り
問
題
が
、
こ
の
数
値
を
押
し
上
げ
て
い
る
。
会
社
や
官
僚
組
織
な
ど
の
出
身
者
を
、「
オ
ー
ル
ド
ボ
ー
イ
」
の
略
で

あ
る
「
Ｏ
Ｂ
」
を
用
い
て
表
現
す
る
慣
用
法
に
は
、
官
僚
に
お
け
る
女
男
在
籍
者
数
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
、
定
年
ま
で
勤
め
る
女
男
数
の

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
、
管
理
職
に
な
る
女
男
数
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
ど
が
象
徴
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
不
均
衡
に
も
、
少
し
ず
つ
で
は
あ

る
が
変
化
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
流
れ
を
加
速
す
る
た
め
に
も
、
男
性
イ
メ
ー
ジ
が
色
濃
く
付
着
し
た
「
Ｏ
Ｂ
」
に
か
え
て
、
た
と
え
ば

「
Ｇ
Ｐ
（
グ
ラ
デ
ュ
エ
イ
テ
ッ
ド
・
パ
ー
ソ
ン
）」
な
ど
と
い
っ
た
新
造
語
の
普
及
を
は
か
っ
た
り
、
あ
る
い
は
「
出
身
者
」
な
ど
、
女

男
ど
ち
ら
を
も
あ
ら
わ
し
得
る
中
性
的
な
語
を
用
い
る
よ
う
に
す
る
べ
き
だ
ろ
う
。

三
位
以
下
の
上
位
語
に
関
し
て
は
、「
ヒ
ー
ロ
ー
」
と
「
ホ
ス
ト
」
を
除
き
、
ほ
と
ん
ど
が
、「
カ
メ
ラ
マ
ン
」「
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
」

「
証
券
マ
ン
」「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
」
な
ど
、「
マ
ン
」
を
使
っ
た
こ
と
ば
が
並
び
、
そ
の
年
に
よ
っ
て
増
え
た
り
減
っ
た
り
し
て
い
る
。

３

性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
分
類
に
よ
る
女
男
比
較

⑴

性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
中
分
類
に
み
る
女
男
の
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

表
10
は
、
過
去
五
回
の
調
査
で
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
た
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
を
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
学
基
礎
研
究
所

監
修
『
日
本
語
語
彙
体
系
』（
岩
波
書
店
）
を
参
考
に
し
て
独
自
に
作
成
し
た
「
職
業
語
中
分
類
」
に
従
っ
て
二
五
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に

分
類
し
た
も
の
で
あ
る
。
個
別
の
こ
と
ば
を
み
て
い
る
だ
け
で
は
把
握
で
き
な
い
い
く
つ
か
の
傾
向
が
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
く
く
る
こ
と

に
よ
っ
て
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
。

ま
ず
、「
専
門
技
術
職
」「
愛
好
者
」「
役
割
」
に
関
す
る
職
業
語
は
、
女
性
に
つ
い
て
は
み
あ
た
ら
な
い
。
一
方
、
男
性
に
関
し
て

は
、「
母
性
的
／
父
性
的
呼
び
名
」「
役
人
」「
性
的
職
業
」
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
職
業
語
は
、
一
つ
も
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
な
い
。
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ま
た
、
表
10
全
般
を
み
わ
た
し
て

み
て
も
、
新
聞
で
使
わ
れ
て
い
る
性

を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
は
明
ら
か
に

対
称
性
を
欠
い
て
お
り
、
女
性
の
性

を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
は
概
し
て

〞
性
的
〝
で
、〞
ケ
ア
〝
や
〞
サ
ー
ビ

ス
〝
を
行
う
こ
と
に
関
連
し
た
も
の

が
多
い
の
に
対
し
、
男
性
の
性
を
含

み
込
ん
だ
職
業
語
は
、
概
し
て
〞
専

門
的
〝〞
指
導
的
〝〞
軍
事
的
〝
で
あ

る
。
女
男
に
割
り
当
て
ら
れ
た
表
出

的
役
割
と
手
段
的
役
割
の
違
い
が
は

っ
き
り
出
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い

だ
ろ
う
。

表
10
の
職
業
語
例
に
戻
っ
て
み
る

と
、「
○
○
母
」
に
対
し
て
「
○
○

父
」、「
○
○
ガ
ー
ル
」
に
対
し
て

「
○
○
ボ
ー
イ
」、「
○
○
レ
デ
ィ
ー
」
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表10 性を含み込んだ職業語中分類と職業語例

職業中分類 女性の職業語例 男性の職業語例

医療専門技術職 看護婦、助産婦、保健婦など 看護士など

専門技術職 なし カメラマン、オンブズマン、ソム
リエなど

教師 保母など 保父など

タレント・選手 歌姫、○○ガール、モデル嬢など ジャズマン、バットボーイ、ラガ
ーマンなど

会社員 OL、生保レレィー、キャリアガ
ールなど

サラリーマン、営業マン、商社マ
ンなど

若い女性／若い男性 ワンギャル、ギャル、コギャル、
看板娘など

ラッキーボーイ、フレッシュマ
ン、ルーキーなど

母性的／父性的呼
び名 代理母、マドンナ、乳母など なし

あるじ おかみさん、クラブのママ、ママなど マスターなど
貴人 姫、王女など 皇子、貴公子など
労働者 主婦パート、パートなど 車夫など

偉人 ヒロインなど
ヒーロー、英雄、スーパーマンな
ど

成人 淑女など 紳士、ジェントルマンなど
名人 女流など アイディアマン、マエストロなど
愛好者 なし スポーツマン、山男など
魔物 魔女など 狼男など
宗教者 修道女、尼など 神父、お坊さんなど
役人 女官長など なし
農林漁業 海女など カウボーイなど

軍人・保安職 なでしこ火消し、枯娘巡査など
若武者、ガードマン、サムライな
ど

使用人 家政婦、女中、侍女など 下男など

接客業 ホステス、遊女、スチュワーデ
ス、ウェイトレスなど ホスト、ウェーター、ボーイなど

性的職業 従軍慰安婦、娼婦、慰安婦、売春
婦など なし

役割 なし OB、キーマン、チェアマンなど
指導者 ファーストレディーなど 殿サマ、ワンマンなど
その他 婦人、帰国子女など キン肉マンなど



に
対
し
て
「
○
○
マ
ン
」
の
よ
う
に
、
ほ
ぼ
対
に
な

る
語
を
含
ん
だ
対
称
的
な
職
業
語
が
な
い
わ
け
で
は

な
い
が
、
一
方
で
、「
○
○
嬢
」「
な
で
し
こ
○
○
」

「
遊
女
」「
慰
安
婦
」、
あ
る
い
は
「
カ
メ
ラ
マ
ン
」

「
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
」「
サ
ム
ラ
イ
」
の
よ
う
に
、
も
う

片
方
の
性
に
は
対
応
し
た
語
が
な
い
職
業
語
が
多
く

み
ら
れ
る
。
ま
た
、
同
じ
「
店
の
あ
る
じ
」
で
も
、

か
た
や
「
お
か
み
さ
ん
」「
マ
マ
」
に
対
し
て
、
か

た
や
「
マ
ス
タ
ー
」
で
あ
り
、
ま
た
、
同
じ
「
魔

物
」
で
も
「
魔
女
」
に
対
し
て
は
「
狼
男
」
と
、
対

称
性
を
欠
く
表
現
と
な
っ
て
い
る
。

⑵

女
性
の
医
療
専
門
技
術
職
は
近
年
減
少
、
男
性

の
会
社
員
も
近
年
減
少

表
11
と
表
12
は
、
職
業
語
中
分
類
別
に
み
た
性
を

含
み
込
ん
だ
職
業
語
の
述
べ
語
数
を
、
女
性
に
つ
い

て
は
八
五
年
以
降
の
五
回
分
合
計
値
、
男
性
に
つ
い

て
は
九
一
年
以
降
の
四
回
分
合
計
値
の
多
い
順
に
並
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表11 女性の性を含み込んだ職業語中分類の推移(延べ語数の総計頻度順)

1985年 1991年 1996年 2001年 2006年 総計

医療専門技術職(看護婦、助産婦など) 7 43 57 82 21 210

会社員(OL、キャリアガールなど) 50 37 33 11 16 147

性的職業(慰安婦、売春婦など) 6 21 48 11 36 122

接客業(ホステス、スチュワーデスなど) 8 12 17 16 6 59

タレント・選手(歌姫、○○ガール、モデル嬢など) 3 1 16 19 6 45

偉人(ヒロインなど) 0 1 16 10 17 44

母性的呼び名(マドンナ、乳母など) 0 6 1 4 19 30

あるじ(おかみさん、ママなど) 2 8 17 7 7 41

使用人(家政婦、女中など) 5 16 9 6 0 36

教師(保母など) 5 6 8 1 2 22

貴人(姫、王女など) 0 0 13 0 0 13

宗教者(修道女、尼など) 0 3 6 1 3 13

若い女性(ギャルなど) 0 0 4 9 3 16

魔物(魔女など) 0 0 6 3 2 11

農林漁業(海女など) 1 5 4 0 1 11

指導者(ファーストレディーなど) 2 3 0 0 0 5

労働者(パートなど) 0 0 0 0 4 4

軍人・保安職(なでしこ、火消しなど) 0 0 0 0 2 2

その他(婦人など) 0 0 1 1 3 5

役人(女官長など) 0 0 1 0 0 1

成人(淑女など) 0 0 0 1 0 1

名人(女流など) 0 0 0 0 1 1

総 計 89 162 257 182 149 839



べ
、
経
年
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。

女
性
で
最
も
多
か
っ
た
「
医
療
専
門
技
術
職
」

は
、
八
五
年
七
件
、
九
一
年
四
三
件
、
九
六
年
五

七
件
、
〇
一
年
八
二
件
、
〇
六
年
二
一
件
と
推
移

し
、
〇
一
年
が
最
多
で
、
そ
の
後
減
少
し
て
い

る
。
一
方
、
男
性
の
「
医
療
専
門
技
術
職
」
は
、

「
職
業
語
中
分
類
」
中
第
一
五
位
に
位
置
し
、
九

一
年
〇
件
、
九
六
年
一
件
、
〇
一
年
三
件
、
〇
六

年
〇
件
と
、
も
と
も
と
ほ
と
ん
ど
紙
面
上
に
あ
ら

わ
れ
て
い
な
い
。

女
性
で
次
に
多
か
っ
た
の
は
「
会
社
員
」
関
連

で
あ
る
が
、
八
五
年
五
〇
件
、
九
一
年
三
七
件
、

九
六
年
三
三
件
、
〇
一
年
一
一
件
、
〇
六
年
一
六

件
と
、
減
少
傾
向
を
み
せ
て
い
る
。
対
す
る
男
性

の
方
は
、
こ
の
語
が
「
職
業
語
中
分
類
」
の
第
一

位
を
占
め
て
い
る
が
、
九
一
年
一
〇
二
件
、
九
六

年
一
〇
三
件
、
〇
一
年
八
二
件
、
九
六
年
四
五
件

と
、
や
は
り
減
少
し
て
き
て
い
る
。
ど
う
や
ら
会
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表12 男性の性を含み込んだ職業語中分類の推移(延べ語数の総頻度順)

1991年 1996年 2001年 2006年 総 計

会社員(サラリーマン、営業マン、商社マンなど） 102 103 82 45 332

役割(OB、キーマン、チェアマンなど） 0 79 40 54 173

専門技術職(カメラマン、オンブズマン、ソムリエなど) 10 46 26 4 86

偉人(英雄、スーパーマンなど） 0 18 21 17 56

接客業(ホスト、ウェーター、ボーイなど） 3 22 4 0 29

軍人・保安職（若武者、ガードマン、サムライな
ど）

0 2 12 8 22

宗教者(神父、お坊さんなど） 0 15 0 2 17

タレント・選手(ジャズマン、バットボーイ、ラガーマンなど) 1 6 7 0 14

成人(紳士、ジェントルマンなど） 0 2 2 7 11

愛好者(スポーツマン、山男など) 1 2 8 0 11

貴人(皇子、貴公子など） 0 7 2 0 9

若い男性(ラッキーボーイ、フレッシュマンなど） 0 1 0 6 7

労働者(車夫など） 0 1 6 0 7

指導者(殿様、ワンマンなど） 0 4 0 2 6

医療専門技術職(看護士など） 0 1 3 0 4

あるじ(マスターなど） 0 1 1 1 3

名人(アイディアマン、マエストロなど） 0 1 1 1 3

魔物(狼男など） 0 0 2 0 2

教師(保父など） 0 2 0 0 2

使用人(下男など） 2 0 0 0 2

その他(キン肉マンなど） 0 1 1 0 2

農林漁業(カウボーイなど） 0 0 0 1 1

総 計 119 314 218 148 799



社
員
を
あ
ら
わ
す
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
入
っ
た
職
業
語
は
、
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
は
あ
る
。

女
性
で
三
番
目
に
多
い
の
は
「
性
的
職
業
」
で
、
女
性
の
み
に
あ
ら
わ
れ
、
八
五
年
六
件
、
九
一
年
二
一
件
、
九
六
年
四
八
件
、
〇

一
年
一
一
件
、
〇
六
年
三
六
件
と
、
増
減
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
ま
た
、「
接
客
業
」
も
、
女
性
で
は
第
四
位
で
、
常
時
あ
ら
わ
れ
る

こ
と
ば
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
男
性
の
「
性
的
職
業
」
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
は
先
述
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
第
五
位
の
「
接
客

業
」
も
九
六
年
に
二
二
件
み
ら
れ
る
ほ
か
は
、
登
場
回
数
は
少
な
く
、
ま
た
む
ら
が
あ
る
。

つ
づ
い
て
、
男
性
で
第
二
位
の
「
役
割
」
は
、
九
一
年
を
除
い
て
数
多
く
み
ら
れ
、
第
三
位
の
「
専
門
技
術
職
」
も
毎
回
コ
ン
ス
タ

ン
ト
に
登
場
す
る
が
、
女
性
の
そ
れ
ら
は
、
先
述
の
よ
う
に
皆
無
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
会
社
員
」
を
あ
わ
ら
す
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
含
み
込
ん
だ
語
の
使
用
は
、
女
性
男
性
と
も
全
体
的
に
減
っ
て
き
て
い
る

と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
、
女
性
は
、
ケ
ア
や
サ
ー
ビ
ス
関
係
お
よ
び
性
的
職
業
が
い
つ
の
調

査
年
で
も
存
在
し
、
そ
れ
に
対
し
て
男
性
は
、
専
門
的
、
指
導
的
、
軍
事
的
な
職
業
が
常
時
存
在
す
る
と
い
う
傾
向
が
、
あ
ま
り
変
わ

っ
て
い
な
い
。三

他
者
と
の
関
係
で
女
性
・
男
性
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
ば

他
者
と
の
関
係
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
ば
と
は
、
女
性
が
男
性
や
家
族
と
の
関
係
で
、
ま
た
男
性
が
女
性
や
家
族
と
の
関
係
で
表
現

さ
れ
る
こ
と
ば
の
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
既
婚
女
性
を
夫
に
付
随
す
る
人
の
意
味
で
「
夫
人
」
と
呼
ん
だ
り
、
家
に
付
随
す
る
者

と
し
て
「
嫁
」
と
称
し
た
り
す
る
。
一
方
、
既
婚
男
性
は
、
家
の
主
と
し
て
「
主
人
」「
亭
主
」
と
呼
ば
れ
、
ま
た
、
妻
と
の
関
係
で

「
夫
君
」
と
呼
称
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も
相
手
、
家
、
親
な
ど
と
の
関
係
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
表
現
で
あ
る
が
、
男
性
が
「
主
体
」
と
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し
て
呼
称
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
女
性
に
は
「
客
体
」
と
し
て
の
呼
称
が
用
い
ら
れ
る
点
に
、
女
男
間
の
質
的
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
み
ら

れ
る
。

同
時
に
、
他
者
と
の
関
係
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
ば
に
は
、
次
に
み
て
い
く
よ
う
に
、
性
別
冠
詞
や
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
と
同

様
の
、
い
や
そ
れ
以
上
の
女
男
間
の
量
的
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
も
存
在
す
る
。

１

他
者
と
の
関
係
で
女
男
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
ば
の
「
延
べ
語
数
」
の
全
般
的
推
移

⑴

女
性
は
増
減
の
繰
り
返
し
、
男
性
は
増
加
傾
向

ま
ず
、
他
者
と
の
関
係
で
女
性
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
ば
の
延
べ
語
数
は
、
表
13
の
最
下
段
に
示
し
た
よ
う
に
、
八
五
年
は
合
計
五

七
九
件
、
九
一
年
は
二
八
一
件
、
九
六
年
は
三
七
〇
件
、
〇
一
年
は
二
五
八
件
、
〇
六
年
は
二
八
七
件
と
、
増
減
を
繰
り
返
し
な
が
ら

推
移
し
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
他
者
と
の
関
係
で
男
性
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
ば
は
、
表
14
に
示
し
た
よ
う
に
、
九
一
年
三
五
件
、
九
六
年
三
七

件
、
〇
一
年
七
三
件
、
〇
六
年
八
三
件
と
、
や
や
増
加
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
そ
の
使
用
頻
度
は
、
女
性
と
比
較
し
て
格
段
に
少
な

い
。

⑵

女
性
を
あ
ら
わ
す
語
の
圧
倒
的
多
さ

他
者
と
の
関
係
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
ば
の
延
べ
語
数
の
女
男
割
合
の
推
移
を
み
た
の
が
グ
ラ
フ
５
で
あ
る
。
九
一
年
は
、
他
者
と

の
関
係
で
女
性
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
ば
が
八
八
・
九
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
他
者
と
の
関
係
で
男
性
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
ば
は
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表13 他者との関係で女性があらわされることばの各紙別推移(延べ語数の上位のもの)

1985年 1991年 1996年 2001年 2006年
順位 総計

朝日毎日読売 計 朝日毎日読売 計 朝日毎日読売 計 朝日毎日読売 計 朝日毎日読売 計

１ 主婦・専業主婦 81 88 90 259 40 40 46 126 36 49 60 145 57 29 35 121 26 44 42 112 763

２ 夫人 45 52 47 144 9 33 30 72 35 28 32 95 12 14 10 36 8 15 23 46 393

３ 奥さん・奥様・奥
方 14 9 5 28 4 4 4 12 9 6 2 17 4 6 3 13 6 6 5 17 87

４ 嫁・お嫁さん・嫁
さん・小嫁 14 5 6 25 5 2 0 7 8 9 12 29 3 3 3 9 0 4 3 7 77

５ 姑・大姑・お姑さ
ん 8 2 1 11 10 0 0 10 0 7 8 15 4 2 0 6 11 2 3 16 58

６ 女房 7 7 7 21 0 8 1 9 4 10 2 16 1 1 5 7 2 1 0 3 56

７ 皇后 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 11 1 22 10 11 9 30 52

８ 王女 0 0 0 0 0 0 2 2 0 0 0 0 7 9 5 21 0 2 2 4 27

９ 花嫁 4 3 6 13 3 1 1 5 2 0 0 2 0 0 0 0 0 2 2 4 24

10 とつぐ・嫁入り・
嫁にいく 4 3 7 14 1 0 1 2 1 3 2 6 0 0 0 0 0 0 0 0 22

11 未亡人 1 4 6 11 1 2 5 8 0 0 1 1 1 0 0 1 0 0 0 0 21

12 内縁の妻・内妻・
内縁の奥さん 1 6 2 9 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 1 5 10 19

13 お嬢さん・お嬢ち
ゃん 1 3 4 8 1 4 0 5 2 0 0 2 0 1 0 1 0 0 0 0 16

14 家内 8 1 0 9 0 0 1 1 0 0 0 0 1 1 1 3 1 0 0 1 14

おかみさん・カミ
さん・おかみ 2 1 1 4 0 0 0 0 5 0 0 5 1 0 0 1 4 0 0 4 14

16 愛妻 1 1 0 2 1 0 0 1 0 0 0 0 2 0 0 2 0 4 1 5 10

17 先妻 3 0 0 3 1 2 1 4 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 8

18 養女 0 0 0 0 0 0 1 1 2 1 3 6 0 0 0 0 0 0 0 0 7

ファーストレディー 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 4 7 7

20 令嬢 0 0 0 0 0 2 2 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 2 6

姫 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 3 0 1 2 3 6

乙女 0 0 0 0 1 0 1 2 4 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 6

23 人妻 0 0 0 0 1 2 0 3 0 0 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 5

新婦 0 0 0 0 0 0 0 0 4 0 0 4 0 0 0 0 0 0 1 1 5

若妻 1 0 0 1 0 0 0 0 4 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 5

後妻 2 0 1 3 0 0 0 0 0 0 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 5

総 計 202 188 189 579 80 103 98 281 119 119 132 370 111 80 67 258 78 105 104 287 1775
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表14 他者との関係で男性があらわされることばの各紙別推移(延べ語数の上位のもの)

1991年 1996年 2001年 2006年
順位 総計

朝日毎日読売 計 朝日毎日読売 計 朝日毎日読売 計 朝日毎日読売 計

１ 皇太子・皇太子さま － － － － － － － － 12 7 13 32 12 14 11 37 69

２ 主人・ご主人 3 6 10 19 3 13 6 22 1 6 3 10 0 0 3 3 54

３ 王子 － － － － － － － － 8 13 0 21 6 1 7 14 35

４ 亭主・ご亭主 2 0 0 2 0 0 0 0 0 0 2 2 3 5 0 8 12

５ 親王・親王殿下 － － － － － － － － 0 0 0 0 0 7 2 9 9

６ だんなさん・旦
那・ダンナ 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 1 2 1 3 6 8

７ 夫君・ご夫君 3 1 2 6 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 7

８ 子息 0 0 0 0 1 2 1 4 1 1 0 2 0 0 0 0 6

９ 亡夫 0 1 4 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5

10 娘婿・女婿 0 0 1 1 2 1 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 4

11 主夫 0 1 1 2 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 3

新郎 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 2 3

13 婿 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 2 2

せがれ 0 0 0 0 1 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2

御曹司 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 1 2

総 計 8 9 18 35 10 18 9 37 25 30 18 73 26 29 28 83228

ミレニアムを通過した新聞ジェンダー表現の現在(その３)(田中和子ほか)

グラフ5 他者との関係であらわされることばの延べ語数の女男割合の推移
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一
一
・
一
％
で
あ
っ
た
。
同
様
に
、
九
六
年
は
女
性
九
〇
・
九
％
に
対
し
て
男
性
九
・
一
％
、
〇
一
年
女
性
七
七
・
九
％
に
対
し
て
男

性
二
二
・
一
％
、
〇
六
年
は
女
性
七
七
・
六
％
に
対
し
て
男
性
二
二
・
四
％
と
な
っ
て
い
る
。

〇
一
年
か
ら
、「
皇
太
子
」「
親
王
」
な
ど
男
性
の
皇
族
お
よ
び
「
王
子
」
な
ど
男
性
の
王
族
を
、
他
者
と
の
関
係
で
男
性
が
あ
ら
わ

さ
れ
る
こ
と
ば
に
追
加
し
て
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
差
し
引
く
と
、
九
一
年
は
三
五
件
、
九
六
年
は
三
七
件
、
〇
一
年

は
二
〇
件
、
〇
六
年
は
二
二
件
で
、
女
男
比
は
お
お
む
ね
九
対
一
と
な
る
。

ま
た
、
次
章
で
述
べ
る
が
、
こ
と
ば
の
種
類
（
異
な
り
語
数
）
は
、
他
者
と
の
関
係
で
女
性
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
ば
の
方
が
、
男

性
の
そ
れ
に
比
べ
圧
倒
的
に
多
い
。
女
性
の
存
在
が
他
者
に
規
定
さ
れ
、
主
体
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
な
い
実
態
を
、
こ
の
事
実
か
ら

端
的
に
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

２

他
者
と
の
関
係
で
女
男
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
具
体
的
な
こ
と
ば
の
推
移

⑴

主
婦
」
の
歴
史
的
役
割
は
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、
表
現
は
「
夫
人
」
と
と
も
に
根
強
く
存
在

女
性
が
他
者
と
の
関
係
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
ば
と
し
て
最
も
多
く
使
わ
れ
て
い
る
の
は
、
表
13
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
主

婦
・
専
業
主
婦
」
で
あ
る
。
八
五
年
は
二
五
九
件
、
九
一
年
は
一
二
六
件
、
九
六
年
は
一
四
五
件
、
〇
一
年
は
一
二
一
件
、
〇
六
年
は

一
一
二
件
と
、
八
五
年
に
は
〇
六
年
の
二
倍
近
く
み
ら
れ
、
ま
た
、
九
六
年
に
は
増
え
方
が
や
や
大
き
か
っ
た
が
、
他
の
調
査
年
に

は
、
一
一
〇
か
ら
一
二
〇
件
で
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
登
場
し
、
他
の
こ
と
ば
の
頻
度
を
数
倍
上
回
っ
て
い
る
。

江
戸
時
代
の
武
家
で
は
、
女
性
の
使
用
人
た
ち
を
使
う
主
（
あ
る
じ
）
と
し
て
「
主
婦
」
と
い
う
語
が
使
わ
れ
た
と
さ
れ
る
が
、
人

口
構
成
上
最
も
多
か
っ
た
第
一
次
産
業
に
従
事
す
る
家
族
で
は
、
共
働
き
が
当
た
り
前
で
、「
専
業
主
婦
」
と
い
う
概
念
は
な
か
っ
た
。
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欧
米
で
も
事
情
は
同
様
で
、
近
代
に
な
っ
て
資
本
主
義
が
発
展
し
、
職
場
で
働
く
夫
と
家
で
家
事
・
育
児
を
す
る
妻
と
が
役
務
分
掌
す

る
性
別
役
割
分
業
が
発
生
し
、
第
二
次
産
業
に
従
事
す
る
夫
の
給
与
で
生
活
す
る
妻
が
生
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

日
本
で
の
「
主
婦
の
誕
生
」
は
、
明
治
期
以
降
の
こ
と
で
あ
り
、
一
九
一
七
年
に
雑
誌
『
主
婦
之
友
』
が
創
刊
さ
れ
た
こ
と
に
象
徴

さ
れ
る
よ
う
に
、
大
正
期
以
降
に
「
主
婦
」
が
大
衆
化
し
て
ゆ
く
。
だ
が
名
実
と
も
に
女
性
が
「
専
業
主
婦
化
」
す
る
の
は
、
戦
後
も

だ
い
ぶ
経
っ
て
か
ら
の
一
九
七
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
そ
の
後
、
八
〇
年
代
の
終
わ
り
に
共
働
き
世
帯
が
「
専
業
主
婦
」
の
い
る
世
帯
の
数
を
上
回
り
、
さ
ら
に
九
〇
年
代

の
は
じ
め
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
、
二
一
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
、
経
済
危
機
が
こ
の
国
を
襲
い
、
も
は
や

「
夫
の
給
与
」
だ
け
で
は
夫
婦
や
家
族
が
生
存
で
き
な
い
状
況
が
出
て
き
て
い
る
。『
主
婦
の
友
』
が
二
〇
〇
八
年
に
休
刊
し
た
こ
と
に

も
象
徴
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
主
婦
」
と
い
う
歴
史
的
存
在
は
、
そ
の
役
割
を
終
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
無
職
の
既
婚
女
性
の
み
な
ら
ず
、
女
性
が
ひ
と
た
び
結
婚
す
れ
ば
、
た
と
え
有
職
で
あ
っ
て
も
ひ
と
し
な
み
に

「
主
婦
」
と
呼
ば
れ
る
現
実
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、「
女
流
」
冠
詞
の
よ
う
に
、
死
語
に
な
り
つ
つ
あ
る
よ
う
に
は
見
受
け
ら

れ
な
い
。

主
婦
・
専
業
主
婦
」
に
次
い
で
多
い
の
が
、「
夫
人
」
と
い
う
こ
と
ば
で
あ
る
。「
夫
人
」
の
単
独
使
用
、
ま
た
は
「
夫
の
姓
名
＋

夫
人
」「
夫
の
姓
＋
夫
人
」「
夫
の
肩
書
＋
夫
人
」
を
合
わ
せ
て
、
第
一
位
の
「
主
婦
・
専
業
主
婦
」
の
約
半
分
に
あ
た
る
三
九
三
件
が

使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
八
五
年
以
降
の
各
調
査
年
の
出
現
頻
度
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
一
四
件
、
七
二
件
、
九
五
件
、
三
六
件
、
四
六
件

と
、
増
減
し
な
が
ら
推
移
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
夫
人
」
の
出
現
頻
度
に
は
凸
凹
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
政
治
家
や
著
名
人
で

あ
る
夫
の
メ
デ
ィ
ア
へ
の
露
出
度
に
影
響
を
受
け
や
す
い
た
め
で
も
あ
り
、
こ
の
こ
と
自
体
が
、「
夫
に
付
随
」
し
、「
夫
の
状
況
に
左

右
」
さ
れ
る
妻
の
位
置
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
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以
下
、「
奥
さ
ん
（
奥
様
・
奥
方
）」
と
「
嫁
」
が
三
位
と
四
位
で
続
く
が
、
こ
れ
ら
も
夫
や
家
と
の
関
係
で
女
性
が
位
置
づ
け
ら
れ

や
す
い
こ
と
を
示
唆
す
る
用
語
で
あ
る
。
た
だ
し
、
出
現
頻
度
は
、
両
者
と
も
「
主
婦
・
専
業
主
婦
」
の
十
分
の
一
前
後
で
あ
り
、
横

ば
い
な
い
し
は
減
少
傾
向
に
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

⑵

主
人
」
と
い
う
こ
と
ば
は
減
少
傾
向

一
方
、
他
者
と
の
関
係
で
男
性
を
あ
ら
わ
す
こ
と
ば
の
延
べ
語
数
は
、
表
14
に
み
る
よ
う
に
、
皇
族
や
王
室
の
「
嫡
男
」
を
意
味
す

る
「
皇
太
子
」
や
「
王
子
」
な
ど
を
除
い
て
、「
主
人
・
ご
主
人
」「
亭
主
・
ご
亭
主
」「
だ
ん
な
さ
ん
・
旦
那
」
な
ど
が
上
位
に
の
ぼ

っ
て
い
る
。「
主
人
」
は
、
九
一
年
の
初
回
調
査
一
九
件
、
九
六
年
二
二
件
、
〇
一
年
一
〇
件
、
〇
六
年
三
件
と
、
だ
ん
だ
ん
減
っ
て

き
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、「
亭
主
」
は
、
九
一
年
二
件
、
九
六
年
〇
件
、
〇
一
年
二
件
、
〇
六
年
八
件
、
ま
た
、「
だ
ん

な
さ
ん
・
旦
那
」
は
、
九
一
年
〇
件
、
九
六
年
一
件
、
〇
一
年
一
件
、
〇
六
年
六
件
と
、
総
計
で
は
「
主
人
・
ご
主
人
」
に
は
る
か
に

及
ば
な
い
も
の
の
、
近
年
に
な
っ
て
使
用
頻
度
が
増
加
傾
向
に
あ
る
よ
う
に
も
み
え
る
。

こ
の
三
つ
の
こ
と
ば
に
は
、
奉
公
人
や
使
用
人
な
ど
が
雇
用
主
や
家
主
を
、
ま
た
客
が
家
主
を
呼
ぶ
時
の
用
語
と
し
て
使
わ
れ
て
い

た
も
の
が
転
じ
て
、
妻
が
夫
に
使
う
よ
う
に
な
っ
た
経
違
か
ら
も
、
夫
と
妻
の
主
従
関
係
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
使
用
頻
度
の

最
も
高
い
「
主
人
」
と
い
う
こ
と
ば
を
、
メ
デ
ィ
ア
の
中
の
性
差
別
を
考
え
る
会
は
、『
き
っ
と
変
え
ら
れ
る
性
差
別
語
』（
三
省
堂
）

の
中
で
、
最
も
使
わ
れ
た
く
な
い
こ
と
ば
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

以
下
、「
夫
君
」「
子
息
」「
亡
夫
」「
娘
婿
・
女
婿
」「
婿
」
な
ど
、
妻
と
の
関
係
、
家
と
の
関
係
で
男
性
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
語
が
続

く
が
、
い
ず
れ
も
使
用
頻
度
は
少
な
く
、
近
年
で
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
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３

他
者
と
の
関
係
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
ば
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
分
類

に
よ
る
女
男
比
較

⑴

女
性
は
「
あ
る
じ
」「
妻
」
が
増
減
、
男
性
の
「
あ
る
じ
」
は
減
少
か

他
者
と
の
関
係
で
性
別
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
ば
を
、
い
く
つ
か
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
に
く
く
っ
て
分
類
し
て
み
る
と
、
女
性
は
、「
あ
る
じ
」（「
主
婦
」

な
ど
）、「
妻
」（「
夫
人
」「
奥
さ
ん
」「
女
房
」
な
ど
）、「
母
」（「
姑
」
な

ど
）、「
娘
」（「
お
嬢
さ
ん
」「
養
女
」
な
ど
）、「
若
い
女
性
」（「
小
娘
」
な

ど
）
五
種
類
の
、
男
性
は
、「
あ
る
じ
」（「
主
人
」「
亭
主
」
な
ど
）、「
夫
」

（「
亡
夫
」「
夫
君
」
な
ど
）、「
父
」（「
ヤ
ン
パ
パ
」）、「
息
子
」（「
皇
太
子
」

「
子
息
」
な
ど
）
四
種
類
（「
若
い
男
性
」
は
皆
無
）
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

グ
ラ
フ
６
は
、
他
者
と
の
関
係
で
女
性
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
ば
を
分
類

し
、
経
年
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。「
主
婦
」
の
多
さ
を
反
映
し
て
、「
あ
る

じ
」
が
四
割
前
後
で
、「
夫
人
」「
奥
さ
ん
」
な
ど
の
多
さ
に
影
響
さ
れ
て
、

「
妻
」
が
五
割
前
後
で
推
移
し
て
い
る
。
ま
た
、「
娘
」
を
意
味
す
る
語
が
若

干
増
え
て
い
る
よ
う
に
観
察
さ
れ
る
が
、
大
き
な
変
化
で
は
な
い
。

グ
ラ
フ
７
か
ら
、
男
性
を
あ
ら
わ
す
語
を
み
て
み
る
と
、
〇
一
年
「
皇
太
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グラフ6 他者との関係で女性があらわされる語のカテゴリーの推移(単位：件)
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子
」「
王
子
」「
親
王
」
な
ど
を
追
加
し
た
せ
い
で
、
同
年
か
ら
「
息
子
」
が
増
え
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
皇
族
・
王
族
関
係
を
除
く
と
、「
あ
る
じ
」
が
五
割
か
ら

六
割
強
、「
夫
」
が
二
割
前
後
か
ら
四
割
強
と
い
う
推
移
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
男
性
の

方
が
女
性
よ
り
も
「
あ
る
じ
」
の
比
率
が
高
く
、
一
方
、「
妻
」
を
あ
ら
わ
す
語
の
方
が

「
夫
」
を
あ
ら
わ
す
語
よ
り
も
比
率
が
高
い
、
と
い
う
傾
向
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

Ⅱ

異
な
り
語
数
」
に
み
る
新
聞
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
二
〇

年
の
推
移

は
じ
め
に
」
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
本
研
究
で
は
、
お
も
に
「
延
べ
語
数
」

に
焦
点
を
当
て
て
分
析
し
て
き
た
が
、
Ⅱ
で
は
、
今
回
新
た
に
、
五
回
の
調
査
を
通
じ
て

算
出
さ
れ
た
「
異
な
り
語
数
」
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。

延
べ
語
数
は
、
そ
の
時
ど
き
の
記
事
内
容
に
敏
感
に
反
応
し
て
増
減
す
る
指
標
と
し
て

価
値
が
あ
り
、
一
方
、
異
な
り
語
数
は
、
記
事
内
容
か
ら
比
較
的
独
立
し
た
傾
向
性
を
み

る
た
め
に
有
用
で
あ
る
。
ま
た
、
延
べ
語
数
と
異
な
り
語
数
の
比
を
み
る
こ
と
で
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
を
表
示
す
る
語
彙
の
〞
多
様
性
〝
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
Ⅱ
で
は
、
異
な
り
語
数
を
用
い
た
応
用
的
な
指
標
と
し
て
、
Ｉ
Ｄ
Ｆ
（in

v
er-

se d
o
cu
m
en
t freq

u
en
cy
＝

逆
出
現
頻
度
）
を
用
い
る
こ
と
も
試
み
た
。
Ｉ
Ｄ
Ｆ
と
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は
、
あ
る
語
が
テ
ク
ス
ト
の
中
で
、
ど
の
程
度
あ
り
ふ
れ
た
、
あ
る
い
は
特
異
な
語
で
あ
る
か
を
示
す
指
標
で
あ

る
。
こ
の
指
標
を
経
年
比
較
に
用
い
る
場
合
に
は
、
語
が
年
々
変
わ
ら
ず
使
わ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
あ
る

年
だ
け
に
突
発
的
に
使
わ
れ
た
の
か
が
示
さ
れ
る
。
い
い
か
え
る
と
、
あ
る
言
語
表
現
が
ど
の
程
度
恒
常
的
・
継

続
的
な
の
か
、
ま
た
は
臨
時
的
・
散
発
的
な
の
か
を
示
す
数
値
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
Ｉ
Ｄ
Ｆ
の
具
体
的
な
値

を
、
本
研
究
に
即
し
て
述
べ
る
と
、
各
調
査
期
間
の
す
べ
て
に
表
現
が
あ
ら
わ
れ
た
場
合
は
一
・
〇
と
な
り
、
表

現
が
特
定
の
年
に
し
か
あ
ら
わ
れ
な
い
ほ
ど
よ
り
大
き
な
数
値
と
な
っ
て
い
く
指
標
で

８
）

あ
る
。

一

性
別
冠
詞

１

〞
女
〝
冠
詞
、〞
男
〝
冠
詞
の
「
異
な
り
語
数
」
の
推
移

⑴

〞
女
〝
冠
詞
の
異
な
り
語
数
は
ほ
ぼ
一
定

〞
女
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
く
こ
と
ば
の
延
べ
語
数
と
異
な
り
語
数
を
集
計
し
、
経
年
表
示
し
た
の
が
表
15
で
あ

る
。
異
な
り
語
数
（
タ
イ
プ
）
を
延
べ
語
数
（
ト
ー
ク
ン
）
で
割
っ
た
値
は
「
タ
イ
プ
・
ト
ー
ク
ン
比
」
と
呼
ば

れ
、
語
彙
の
多
様
性
の
指
標
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
こ
の
値
が
低
い
と
、
少
種
類
の
語
が
反
復
し
て
（
集
中
し

て
）
用
い
ら
れ
る
傾
向
を
あ
ら
わ
し
、
逆
に
こ
の
値
が
高
い
と
多
種
類
の
語
が
拡
散
し
て
用
い
ら
れ
る
傾
向
を
あ

ら
わ
す
。
し
た
が
っ
て
、
あ
る
事
件
・
事
故
の
影
響
で
特
定
の
語
が
集
中
的
に
用
い
ら
れ
る
と
、
こ
の
比
率
は
下

が
る
。
表
15
の
最
下
欄
に
示
し
た
〞
女
〝
冠
詞
の
タ
イ
プ
・
ト
ー
ク
ン
比
は
、
〇
一
年
ま
で
は
ほ
ぼ
一
定
で
あ
っ

173 ミレニアムを通過した新聞ジェンダー表現の現在(その３)(田中和子ほか)

表15“女”がかんむりにつく語の推移

かんむりと
なる要素 調査年 1985年 1991年 1996年 2001年 2006年 全 体

延べ語数 180 139 135 117 278 849

女 異なり語数 25 18 20 17 18 54

タイプ・トークン比 0.14 0.13 0.15 0.15 0.06 0.06



た
が
、
〇
六
年
に
急
減
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
全
五
回
の
調
査
で
、〞
女
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
く
語
が
何
回
登
場
し
た
か
を
集
計
し

た
度
数
分
布
表
が
表
16
で
あ
る
が
、
一
回
し
か
使
わ
れ
て
い
な
い
〞
女
〝
冠
詞
が
七
割
近
く
を
占
め

て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、〞
女
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
く
表
現
は
、
固
定
的
な
も
の
と
い
う
よ
り
は
、

む
し
ろ
常
に
「
生
成
」
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
も
、「
女

児
」
と
か
「
女
医
」
と
い
っ
た
個
々
の
こ
と
ば
を
、
い
わ
ゆ
る
〞
禁
句
〝
と
し
て
リ
ス
ト
化
す
る
よ

り
も
、「
女
性
冠
詞
」「
男
性
冠
詞
」
な
い
し
「
性
別
冠
詞
」
と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
く
く
り
、
そ
の

問
題
点
を
摘
出
し
て
い
く
こ
と
の
方
が
、
妥
当
か
つ
有
効
な
方
法
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
一
方
で
、

五
回
の
調
査
年
す
べ
て
で
出
現
し
て
い
る
〞
常
連
語
〝
が
一
割
ほ
ど
あ
り
、
四
回
出
現
し
た
語
も
七

％
あ
る
と
い
う
こ
と
に
も
、
注
意
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

つ
い
で
、
各
〞
女
〝
冠
詞
つ
き
表
現
が
、
五
回
の
調
査
の
中
で
ど
の
程
度
継
続
的
に
使
わ
れ
た
か
を
み
る
指
標
と
し
て
、
Ｉ
Ｄ
Ｆ
を

算
出
し
た
。
Ｉ
Ｄ
Ｆ
値
が
一
・
〇
と
な
る
も
の
、
つ
ま
り
全
て
の
調
査
年
で
使
わ
れ
て
い
る
語
は
、
付
表
１
に
み
る
よ
う
に
、「
女
優
」

「
女
児
」「
女
王
」「
女
医
」「
女
帝
」
そ
し
て
「
女
神
」
で
あ
っ
た
。
一
・
三
二
と
そ
れ
に
次
ぐ
Ｉ
Ｄ
Ｆ
値
を
示
し
た
の
は
「
女
生
徒
」

と
「
女
学
生
」「
女
主
人
」「
女
主
人
公
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
経
年
と
と
も
に
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
も
の
の
、「
女
学
生
」
に

つ
い
て
は
〇
六
年
に
急
増
し
、「
女
神
」
も
〇
六
年
に
増
え
て
い
る
。
そ
れ
以
外
の
語
に
関
し
て
は
、
使
用
頻
度
か
ら
み
て
も
、
Ｉ
Ｄ

Ｆ
か
ら
み
て
も
恒
常
性
は
低
い
。
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表16 全５回の調査であらわれた“女”
冠詞の出現回数（異なり語数）の分
布

出現回数 度 数 比率(%)

1 37 68.5

2 6 11.1

3 1 1.9

4 4 7.4

5 6 11.1

合 計 54 100.0
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⑵

〞
女
〝
冠
詞
の
読
み
方
別
に
み
た
傾
向

〞
女
〝
が
か
ん
む
り
と
し
て
つ
く
こ
と
ば
は
、「
ジ
ョ
」「
オ
ン
ナ
」「
メ
」
と
い
う
読
み
で
下

位
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、
読
み
方
別
に
分
け
て
、
分
析
を
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
表
17
で
、
読
み
が
「
ジ
ョ
」
の
場
合
に
つ
い
て
み
る
と
、
延
べ
語
数
は
前
述
の
よ
う

に
増
減
が
み
ら
れ
る
が
、
異
な
り
語
数
は
単
調
に
減
少
し
て

９
）

い
る
。「
女
（
ジ
ョ
）」
と
い
う
か

ん
む
り
が
つ
く
こ
と
ば
の
語
の
種
類
は
、
後
に
み
る
〞
女
子
〝〞
女
性
〝
が
つ
く
冠
詞
表
現
に

比
べ
て
少
な
く
、
語
の
〞
繁
殖
力
〝
は
弱
い
と
み
ら
れ
る
が
、
一
部
の
固
定
化
し
た
表
現
は
、

〞
常
連
〝
と
な
っ
て
紙
面
に
定
着
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。「
ジ
ョ
」
は
種
類
は
少
な
い
と
は
い

え
、「
女
児
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
で
き
ご
と
に
よ
っ
て
は
爆
発
的
に
使
用
を
増
や
す
場
合

が
あ
り
、
紙
面
上
で
過
剰
に
な
ら
な
い
よ
う
、
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
で
あ
る
と
い
え
る
。

表
18
で
、
読
み
が
「
オ
ン
ナ
」
の
場
合
に
つ
い
て
み
る
と
、
異
な
り
語
数
は
一
〇
前
後
で
推

移
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
五
回
の
調
査
を
通
し
て
み
る
と
、
四
三
種
類
の
異
な
り
語
を
作
り
出

し
て
お
り
、
反
復
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
臨
時
一
語
を
作
り
出
す
種
類
の
表
現
で
あ
る
と
い
え
る

だ
ろ
う
。「
臨
時
一
語
」
と
は
、
独
立
し
て
用
い
ら
れ
る
二
つ
以
上
の
単
語
が
一
時
的
に
一
つ

の
単
語
と
な
っ
た
語
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
タ
イ
プ
・
ト
ー
ク
ン
比
で
み
る
と
、
す
べ
て
の
調

査
年
で
〇
・
五
以
上
で
あ
り
、
特
に
〇
一
年
と
〇
六
年
で
は
比
率
が
非
常
に
高
く
、
色
い
ろ
な

「
オ
ン
ナ
○
○
」
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
の
他
と
し
て
「
メ
」
と
読
む
こ
と
ば
が
あ
る
が
（
表
19
）、
用
例
は
「
女
神
」
の
み
で
あ
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表17 読みが「ジョ」の場合

1985年 1991年 1996年 2001年 2006年 全 体

延べ語数 152 113 116 98 255 734

異なり語数 10 8 10 6 6 10

タイプ・トークン比 0.07 0.07 0.09 0.06 0.02 0.01

表18 読みが「オンナ」の場合

1985年 1991年 1996年 2001年 2006年 全 体

延べ語数 24 18 17 13 13 85

異なり語数 14 9 9 10 11 43

タイプ・トークン比 0.58 0.50 0.53 0.77 0.85 0.49



っ
た
。
読
み
が
「
メ
」
の
こ
と
ば
は
こ
の
一
種
類
し
か
な

い
も
の
の
、
Ｉ
Ｄ
Ｆ
は
一
・
〇
で
毎
回
登
場
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
女
性
冠
詞
の
表
現
と
し
て
定
着
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。

以
上
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
冠
詞
表
現
は
、
表
記
の
み

な
ら
ず
読
み
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
り
、
造
語
傾
向
の
差

異
を
よ
り
細
か
く
み
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
漢
語
・
和

語
と
い
う
語
種
の
違
い
に
注
目
す
れ
ば
、
漢
語
の
「
ジ

ョ
」
が
延
べ
語
数
で
は
圧
倒
的
に
多
い
が
、
異
な
り
語
数

か
ら
い
う
と
和
語
の
「
オ
ン
ナ
」
は
意
外
に
多
く
、「
ジ
ョ
」
を
若
干
上
回
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。

⑶

〞
男
〝
冠
詞
の
異
な
り
語
数
は
〞
女
〝
冠
詞
よ
り
は
る
か
に
少
な
い

次
に
、〞
男
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
く
表
現
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。

表
20
に
み
る
よ
う
に
、
延
べ
語
数
は
〇
六
年
に
急
増
し
て
い
る
。
こ
れ
は
Ⅰ
部
で
も
述
べ

た
よ
う
に
事
故
・
事
件
に
よ
り
「
男
児
」
が
六
三
件
も
あ
っ
た
た
め
で
あ
り
、
異
な
り
語
数

に
関
し
て
は
三
か
ら
五
種
類
と
、
少
な
い
数
値
で
推
移
し
て
い
る
。
ま
た
、
表
21
に
み
る
よ

う
に
、
一
回
し
か
使
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
ば
が
六
割
を
占
め
て
い
る
。
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表19 読みが「メ」の場合

1985年 1991年 1996年 2001年 2006年 全 体

延べ語数 4 8 2 6 10 30

異なり語数 1 1 1 1 1 1

タイプ・トークン比 0.25 0.13 0.50 0.17 0.10 0.03

國學院法學第48巻第4号 (2011)

表20“男”がかんむりにつく語の推移

かんむりと
なる要素 調査年 1985年 1991年 1996年 2001年 2006年 全 体

延べ語数 4 13 15 12 69 113

男 異なり語数 4 4 3 4 5 9

タイプ・トークン比 1.00 0.31 0.20 0.33 0.07 0.08

表21 全５回の調査であらわれた“男”
冠詞の出現回数（異なり語数）の分
布

出現回数 度 数 比率(%)

1 5 62.5

2 1 12.5

3 － －

4 2 25.0

5 － －

合 計 8 100.0



Ｉ
Ｄ
Ｆ
が
低
い
も
の
は
、「
男
児
」
と
「
男
優
」
で
、
一
・
三
二
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
ば
は
、
全
五
回
の
調
査
期
間
を
通
し

て
安
定
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
は
「
ダ
ン
」
と
い
う
漢
語
系
の
男
性
冠
詞
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
以
外
は
、

使
用
頻
度
も
ま
た
Ｉ
Ｄ
Ｆ
か
ら
み
た
恒
常
性
も
と
も
に
低
く
、
そ
の
内
訳
に
は
「
ダ
ン
」
の
ほ
か
、「
男
友
達
」
の
よ
う
に
「
オ
ト
コ
」

と
い
う
読
み
も
み
ら
れ
る
。

〞
女
〝
が
か
ん
む
り
と
し
て
つ
く
こ
と
ば
と
〞
男
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
く
こ
と
ば
を
比
べ
る
と
、
ど
の
年
で
も
前
者
の
方
が
は
る
か

に
多
く
の
異
な
り
語
数
を
も
っ
て
お
り
、
全
体
で
み
る
と
、〞
女
〝
は
五
四
種
類
も
あ
る
の
に
対
し
て
〞
男
〝
は
九
種
類
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。

一
方
で
、
出
現
回
数
や
タ
イ
プ
・
ト
ー
ク
ン
比
で
み
る
と
、〞
女
〝〞
男
〝
両
者
と
も
に
臨
時
一
語
を
つ
く
る
力
が
み
ら
れ
、
と
も
に

造
語
成
分
と
し
て
の
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
女
男
で
比
較
す
る
と
、
タ
イ
プ
・
ト
ー
ク
ン
比
は
常
に
男
性
の
方

が
高
く
、
数
値
上
は
多
様
で
あ
る
よ
う
に
み
え
る
。
だ
が
こ
れ
は
、
そ
も
そ
も
延
べ
語
数
が
、
女
性
の
方
に
圧
倒
的
に
多
い
た
め
で
、

少
な
い
延
べ
語
数
と
異
な
り
語
数
で
あ
る
〞
男
〝
の
方
が
造
語
力
は
高
い
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、
す
で
に
固
定
化
し
た
語
で
あ
っ

て
も
、
事
件
や
事
故
な
ど
で
き
ご
と
に
応
じ
て
急
に
多
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
全
く
使
わ
れ
な
く
な
る
こ
と
ば
、
つ
ま
り
廃
語
と
な

る
見
込
み
は
薄
い
。

２

〞
女
子
〝
冠
詞
、〞
男
子
〝
冠
詞
の
「
異
な
り
語
数
」
の
推
移

⑴

〞
女
子
〝
冠
詞
の
異
な
り
語
数
は
減
っ
た
が
し
つ
こ
く
使
わ
れ
続
け
て
い
る

〞
女
子
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
く
こ
と
ば
延
べ
語
数
の
推
移
は
、
変
動
が
あ
る
た
め
増
減
傾
向
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
〇
六
年
に
は
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急
増
し
て
い
る
。
一
方
、
表
22
に
み
る
よ
う
に
、
異
な
り
語
数
は
安
定
し
て
お

り
、
九
一
年
に
一
五
に
減
っ
た
の
ち
、
そ
の
前
後
の
値
で
推
移
し
て
い
る
。
そ

の
こ
と
か
ら
、
比
較
的
少
種
類
の
語
が
繰
り
返
し
使
わ
れ
る
傾
向
を
見
て
取
る

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
タ
イ
プ
・
ト
ー
ク
ン
比
は
全
般
的
に
低
め
で
あ
る
。

全
五
回
の
出
現
回
数
の
分
布
を
み
た
も
の
が
表
23
で
あ
る
。
調
査
年
を
ま
た

が
っ
て
何
度
も
使
わ
れ
る
こ
と
ば
は
少
な
く
、
三
回
以
上
の
も
の
は
二
〇
％
程

度
で
し
か
な
い
。
そ
し
て
、
一
度
し
か
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い
語
が
約
六
割
を
占

め
て
い
た
。
つ
ま
り
、
臨
時
一
語
と
し
て
、
単
発
的
に
あ
ら
わ
れ
る
も
の
が
多

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
常
連
と
な
っ
た
語
が
一
割
を
占
め
て

い
る
こ
と
も
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
。

常
連
と
な
っ
て
い
る
語
は
何
か
を
み
る
た
め
に
Ｉ
Ｄ
Ｆ
を
指
標
と
し
て
用
い
る
と
、
Ｉ
Ｄ
Ｆ
が
最
も
小
さ

い
、
つ
ま
り
恒
常
的
に
み
ら
れ
る
〞
女
子
〝
冠
詞
の
つ
く
語
は
、「
女
子
高
生
」「
女
子
生
徒
」「
女
子
学
生
」

「
女
子

10
）

大
生
」「
女
子
高
校
生
」
の
一
・
〇
と
「
女
子
中
学
生
」「
女
子
児
童
」
の
一
・
三
二
で
あ
っ
た
。
こ
れ

ら
は
、
学
校
で
教
育
を
受
け
て
い
る
者
の
名
称
で
あ
る
。
Ｉ
Ｄ
Ｆ
が
そ
れ
に
次
ぐ
の
は
、「
女
子
社
員
」「
女
子

選
手
」
の
一
・
七
四
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
女
子
社
員
」
は
、
〇
一
年
以
降
は
、
使
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、

「
女
性
社
員
」
と
い
う
呼
び
方
に
置
き
換
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
女
子
」
は
非
成
人
、「
女
性
」
は
成
人

と
い
う
分
化
が
進
ん
で
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
う
だ
と
す
る
と
、
女
性
に
か
ん
む
り
を
つ
け
て
徴

づ
け
（
マ
ー
ク
）
す
る
表
現
は
、
減
る
ど
こ
ろ
か
、
よ
り
構
造
化
が
進
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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表22“女子”がかんむりにつく語の推移

かんむりと
なる要素 調査年 1985年 1991年 1996年 2001年 2006年 全 体

延べ語数 95 42 105 81 149 487

女 子 異なり語数 24 15 13 14 17 44

タイプ・トークン比 0.25 0.36 0.12 0.17 0.11 0.09

國學院法學第48巻第4号 (2011)

表23 全５回の調査であらわれた“女
子”冠詞の出現回数(異なり語数)
の分布

出現回数 度 数 比率(%)

1 26 59.1

2 9 20.5

3 2 4.5

4 2 4.5

5 5 11.4

合 計 44 100.0



⑵

〞
男
子
〝
冠
詞
の
異
な
り
語
数
は
〞
女
子
〝
冠
詞
よ
り
も
少
な
い

〞
男
子
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
く
こ
と
ば
の
延
べ
語
数
は
、
表
24
に
み
る
よ
う
に
、
〇
六
年
に
急
激
に
増
え
て
い

る
も
の
の
、
異
な
り
語
数
で
は
、
九
一
年
が
三
件
と
少
な
か
っ
た
こ
と
を
除
け
ば
、
七
〜
九
種
類
で
推
移
し
て
い

た
。「
女
子
」
が
つ
く
こ
と
ば
に
比
べ
て
、
タ
イ
プ
・
ト
ー
ク
ン
比
は
、
〇
六
年
を
例
外
と
し
て
、
や
や
高
い
が
、

大
き
な
差
で
は
な
い
。

全
五
回
の
出
現
回
数
の
分
布
は
、
表
25
の
と
お
り
で
あ
る
。
一
回
の
み
あ
ら
わ
れ
た
語
が
六
割
程
度
で
、
そ
れ

以
上
は
漸
減
傾
向
に
あ
る
が
、
常
連
の
語
が
一
一
・
一
％
で
あ
る
。

経
年
的
に
よ
く
使
用
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
Ｉ
Ｄ
Ｆ
が
小
さ
い
語
を
あ
げ
る
と
、「
男
子
生
徒
」「
男
子
学
生
」
が

一
・
〇
、「
男
子
高
校
生
」
が
一
・
三
二
、「
男
子
大
学
生
」
が
一
・
七
四
で
あ
っ
た
。
ま
た
、「
男
子
児
童
」「
男

子
中
学
生
」「
男
子
高
校
生
」
も
二
・
三
二
と
比
較
的
小
さ
く
、
安
定
的
に
紙

面
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
は
全
て
学
校
で
教
育
を
受
け

て
い
る
者
の
名
称
で
あ
り
、
こ
れ
は
「
女
子
」
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。

〞
女
子
〝
冠
詞
と
〞
男
子
〝
冠
詞
を
比
べ
る
と
、
延
べ
語
数
、
異
な
り
語
数

と
も
に
前
者
の
ほ
う
が
優
勢
で
あ
り
、
全
体
で
み
る
と
〞
女
子
〝
は
四
八
七

件
、
四
四
種
類
あ
る
の
に
対
し
、〞
男
子
〝
は
一
六
七
件
、
一
八
種
類
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
指
摘
し
て
き
た
よ
う
に
、
性
別
に
よ
る
扱

い
の
違
い
を
反
映
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

た
だ
、
学
校
で
教
育
を
受
け
て
い
る
者
を
指
す
こ
と
が
多
い
と
い
う
点
で
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表24“男子”がかんむりにつく語の推移

かんむりと
なる要素 調査年 1985年 1991年 1996年 2001年 2006年 全 体

延べ語数 14 12 27 21 93 167

男 子 異なり語数 7 3 9 7 8 18

タイプ・トークン比 0.50 0.25 0.33 0.33 0.09 0.11

ミレニアムを通過した新聞ジェンダー表現の現在(その３)(田中和子ほか)

表25 全５回の調査であらわれた“男
子”冠詞の出現回数（異なり語数）
の分布

出現回数 度 数 比率(%)

1 11 61.1

2 3 16.7

3 1 5.6

4 1 5.6

5 2 11.1

合 計 18 100.0



は
、「
女
子
」「
男
子
」
は
共
通
し
て
い
る
。「
女
子
生
徒
」
と
「
男
子
生
徒
」

の
よ
う
に
、
意
味
的
に
対
と
な
る
形
で
表
現
が
生
成
さ
れ
、
維
持
さ
れ
て
い
る

と
み
ら
れ
る
。

３

〞
女
性
〝
冠
詞
、〞
男
性
〝
冠
詞
の
「
異
な
り
語
数
」
の
推
移

⑴

〞
女
性
〝
冠
詞
は
多
様
性
に
富
む

〞
女
性
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
く
語
の
経
年
変
化
を
示
し
た
の
が
表
26
で
あ
る
。

〞
女
性
〝
冠
詞
は
、
延
べ
語
数
・
異
な
り
語
数
と
も
に
多
い
。
ま
た
タ
イ
プ
・

ト
ー
ク
ン
比
も
高
め
で
あ
り
、
八
五
年
に
〇
・
六
五
だ
っ
た
も
の
が
そ
の
後
、
〇
一
年
に
か
け
て
減
少
し
て
い

た
も
の
の
、
〇
六
年
に
は
や
や
増
加
し
た
。
他
の
女
性
冠
詞
と
比
較
す
る
と
、〞
女
性
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
く

こ
と
ば
は
他
の
ど
れ
よ
り
も
タ
イ
プ
・
ト
ー
ク
ン
比
が
高
く
、
最
も
高
い
造
語
力
を
も
っ
た
表
現
形
式
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。

表
27
に
示
し
た
出
現
回
数
別
の
分
布
を
み
る
と
、
登
場
頻
度
が
一
回
の
も
の
か
ら
五
回
の
も
の
ま
で
、
単
調

に
減
少
し
て
い
る
。
臨
時
一
語
が
大
部
分
（
七
割
以
上
）
で
あ
り
、
五
回
の
調
査
年
の
う
ち
三
度
以
上
あ
ら
わ

れ
た
語
を
合
わ
せ
て
も
、
一
二
％
程
度
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、〞
常
連
語
〝
が
一
割
み
ら
れ
た
〞
女
〝〞
女
子
〝

と
は
や
や
異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
本
研
究
で
前
回
報
告
し
た

11
）

こ
と
を
裏
付
け
る
結
果
で
あ
る
。

経
年
的
に
よ
く
使
用
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
Ｉ
Ｄ
Ｆ
が
小
さ
い
語
は
、「
女
性
記
者
」「
女
性
作
家
」「
女
性
職
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表26“女性”がかんむりにつく語の推移

かんむりと
なる要素 調査年 1985年 1991年 1996年 2001年 2006年 全 体

延べ語数 100 137 180 187 169 773

女 性 異なり語数 65 74 73 76 81 246

タイプ・トークン比 0.65 0.54 0.41 0.41 0.48 0.32

表27 全５回の調査であらわれた“女
性”冠詞の出現回数（異なり語数）
の分布

出現回数 度 数 比率(%)

1 176 71.5

2 40 16.3

3 14 5.7

4 9 3.7

5 7 2.8

合 計 246 100.0



員
」「
女
性
歌
手
」「
女
性
客
」「
女
性
教
師
」「
女
性
経
営
者
」
で
一
・
〇
、「
女
性
会
社
員
」「
女
性
社
員
」

「
女
性
監
督
」「
女
性
従
業
員
」「
女
性
ス
タ
ッ
フ
」「
女
性
患
者
」「
女
性
研
究
者
」「
女
性
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
」

「
女
性
編
集
者
」
が
一
・
三
二
で
あ
っ
た
。
社
会
人
や
専
門
的
な
技
能
を
も
っ
た
も
の
が
多
く
、
ま
た
、
メ
デ

ィ
ア
関
係
者
の
割
合
が
比
較
的
高
い
と
い
う
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

〞
女
性
〝
と
い
う
か
ん
む
り
を
つ
け
て
性
別
を
示
す
表
現
は
、
先
に
み
た
よ
う
に
異
な
り
語
数
が
多
い
こ
と

か
ら
、
語
の
〞
繁
殖
力
〝
が
強
く
、
多
数
の
語
を
作
り
出
す
傾
向
が
強
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
ケ
ー

ス
で
は
、
た
と
え
ば
表
現
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
つ
く
る
な
ど
の
際
に
、
右
に
具
体
的
に
あ
げ
た
よ
う
な
Ｉ
Ｄ
Ｆ
の

小
さ
い
語
を
「
注
意
す
べ
き
語
」
と
す
る
だ
け
で
は
足
り
ず
、
そ
こ
か
ら
す
り
抜
け
て
し
ま
う
臨
時
一
語
に
も

注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。

⑵

〞
男
性
〝
冠
詞
の
異
な
り
語
数
は
増
加
傾
向

〞
男
性
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
く
こ
と
ば
に
つ
い
て
み
る
と
、
表
28
に
示
し
た

よ
う
に
、
延
べ
語
数
、
異
な
り
語
数
と
も
に
年
を
追
う
ご
と
に
単
純
に
増
加
し

て
い
る
。
タ
イ
プ
・
ト
ー
ク
ン
比
で
み
て
も
、
全
体
で
〇
・
三
四
と
比
較
的
語

彙
が
〞
豊
富
〝
で
あ
る
。

全
五
回
分
合
計
で
〞
男
性
〝
冠
詞
が
何
回
あ
ら
わ
れ
た
か
を
み
た
の
が
表
29

で
あ
る
。
ほ
ぼ
八
割
が
一
度
し
か
用
い
ら
れ
て
お
ら
ず
、
臨
時
一
語
が
多
い
と

み
ら
れ
る
。
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表28“男性”がかんむりにつく語の推移

かんむりと
なる要素 調査年 1985年 1991年 1996年 2001年 2006年 全 体

延べ語数 5 23 38 83 125 274

男 性 異なり語数 5 18 22 29 50 94

タイプ・トークン比 1.00 0.78 0.58 0.35 0.40 0.34

表29 全５回の調査であらわれた“男
性”冠詞の出現回数（異なり語数）
の分布

出現回数 度 数 比率(%)

1 75 79.8

2 11 11.7

3 5 5.3

4 3 3.2

5

合 計 94 100.0



各
調
査
年
を
通
し
て
よ
く
使
用
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
Ｉ
Ｄ
Ｆ
が
小
さ
い
語
を
挙
げ
る
と
、「
男
性
会
社
員
」「
男
性
教
諭
」「
男
性
社

員
」
一
・
三
二
、「
男
性
職
員
」「
男
性
患
者
」「
男
性
教
師
」「
男
性
従
業
員
」「
男
性
記
者
」
一
・
七
四
と
な
る
（
こ
の
う
ち
、「
男
性

会
社
員
」
と
「
男
性
社
員
」、
ま
た
「
男
性
教
諭
」
と
「
男
性
教
師
」
は
、
同
義
語
と
み
ら
れ
る
）。
こ
れ
ら
は
、
冠
詞
つ
き
表
現
と
し

て
常
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
ば
と
判
断
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

〞
女
性
〝
が
つ
く
こ
と
ば
を
〞
男
性
〝
が
つ
く
こ
と
ば
と
比
較
す
る
と
、
成
人
の
社
会
人
を
示
す
と
い
う
点
で
は
対
称
性
が
あ
る
が
、

語
の
種
類
も
使
用
頻
度
も
〞
女
性
〝
の
方
が
は
る
か
に
多
い
。
全
体
で
み
る
と
〞
女
性
〝
は
七
七
三
件
、
二
四
六
種
類
に
の
ぼ
っ
た
の

に
対
し
て
〞
男
性
〝
は
二
七
四
件
、
九
四
種
類
で
し
か
な
い
。
意
味
的
な
対
称
性
と
い
う
点
で
は
、
教
師
に
つ
い
て
み
る
と
、〞
女
性
〝

〞
男
性
〝
冠
詞
つ
き
表
現
が
と
も
に
同
じ
く
ら
い
の
頻
度
で
あ
ら
わ
れ
て
い
る
が
、
一
方
、
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
に
つ
い
て
み
る
と
、〞
女

性
〝
冠
詞
つ
き
表
現
が
〞
男
性
〝
冠
詞
つ
き
表
現
に
比
べ
て
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
報
道
関
係
者
に
男
性
が
暗
黙
裡
に
想

定
さ
れ
て
い
る
、
つ
ま
り
「
男
性
標
準
」
に
よ
り
、
男
性
に
冠
詞
つ
き
表
現
を
使
用
し
な
い
た
め
と
解
釈
で
き
る
。

４

〞
女
流
〝
冠
詞
の
「
異
な
り
語
数
」
の
推
移
と
性
別
冠
詞
の
「
異
な
り
語
数
」
の
推
移
に
関
す
る
全
体
的
傾
向

⑴

〞
女
流
〝
冠
詞
は
着
実
に
減
少

〞
女
流
〝
は
、
表
30
に
み
る
よ
う
に
、
延
べ
語
数
、
異
な
り
語
数
と
も
に
、
着
実
に
減
少
し
て
き
て
い
る
。

経
年
的
に
よ
く
使
用
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
Ｉ
Ｄ
Ｆ
が
比
較
的
小
さ
い
も
の
は
、「
女
流
作
家
」
と
「
女
流
棋
士
」
の
一
・
七
四
で
あ

る
が
、
そ
れ
で
さ
え
も
減
少
傾
向
が
明
白
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
廃
語
に
向
か
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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⑵

四
種
類
の
女
性
冠
詞
・
男
性
冠
詞
を
比
較
し
て

調
査
期
間
全
体
の
タ
イ
プ
・
ト
ー
ク
ン
比
を
み
る
と
、〞
女
性
〝〞
男
性
〝
冠
詞
が
と
も
に

〇
・
三
程
度
で
も
っ
と
も
高
く
、
次
い
で
〞
女
子
〝〞
男
子
〝
冠
詞
が
〇
・
一
程
度
、〞
女
〝

〞
男
〝
冠
詞
は
、
〇
・
〇
七
前
後
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
結
果
か
ら
、
こ
と
ば
の
生

産
力
は
、〞
女
性
〝〞
男
性
〝
を
か
ん
む
り
に
つ
け
る
方
法
が
、
最
も
旺
盛
で
あ
る
と
い
え

る
。ま

た
、
こ
う
し
て
全
体
で
み
る
と
、
性
別
冠
詞
の
種
類
は
、
比
率
的
に
は
女
男
の
差
が
意

外
に
少
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
冠
詞
の
種
類
別
に
何
ら
か
の
一
貫
し
た
傾
向
が
あ
る
の
だ
と

す
れ
ば
興
味
深
い
。

二

性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語

１

女
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
の
「
異
な
り
語
数
」
の
推
移

⑴

女
性
の
職
業
語
は
異
な
り
語
数
が
多
い

女
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
の
異
な
り
語
数
は
、
表
31
に
示
し
た
よ
う
に
、
八
五
年

か
ら
九
六
年
ま
で
は
増
加
し
、
四
八
種
類
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
は
ほ
と
ん
ど
変
化
し
て
い

な
い
。
タ
イ
プ
・
ト
ー
ク
ン
比
で
は
、
九
一
年
か
ら
〇
六
年
に
か
け
て
増
加
傾
向
が
み
ら
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表31 女性の性を含み込んだ職業語の推移

1985年 1991年 1996年 2001年 2006年 全 体

延べ語数 89 162 257 182 149 839

異なり語数 24 31 48 44 45 192

タイプ・トークン比 0.27 0.19 0.19 0.24 0.30 0.23

表30“女流”がかんむりにつく語の推移

かんむりと
なる要素 調査年 1985年 1991年 1996年 2001年 2006年 全 体

延べ語数 24 19 10 5 5 63

女 流 異なり語数 12 6 5 4 4 24

タイプ・トークン比 0.50 0.32 0.50 0.80 0.80 0.38



れ
、
延
べ
語
数
と
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
相
対
的
に
異
な
り
語
数
が
増
え
て
お
り
、
い
わ
ば
「
少
ロ
ッ

ト
多
品
種
生
産
型
」
と
い
え
る
。

全
五
回
の
調
査
で
、
各
職
業
語
が
何
回
出
現
し
た
か
を
、
表
32
に
示
し
た
。

ま
ず
、
一
回
し
か
あ
ら
わ
れ
な
か
っ
た
も
の
が
、
約
七
割
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
以
上
の
出
現

回
数
の
語
は
漸
減
し
て
ゆ
き
、
全
回
に
わ
た
っ
て
出
現
し
た
も
の
は
四
％
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。一

回
し
か
出
現
し
な
か
っ
た
語
は
、
職
業
語
の
場
合
、
冠
詞
表
現
と
は
異
な
り
、
そ
の
つ
ど
か
ん

む
り
を
つ
け
る
形
で
生
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
臨
時
一
語
と
し
て
あ
ら
わ
れ
そ
の
ま
ま
消
え
て

い
っ
た
も
の
や
、
調
査
期
間
中
の
短
期
間
に
死
語
・
廃
語
と
な
っ
た
語
や
、
も
と
も
と
新
聞
で
使
わ

れ
る
機
会
が
少
な
い
語
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
た
と
え
ば
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
に
つ
い
て
の
表

現
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
つ
く
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
工
夫
が
必
要
か
も
し
れ
な
い
。
ご
く
低
頻
度
な
が
ら
た
ま
に
あ
ら
わ
れ
る
語
の
扱
い

は
、
潜
在
的
な
職
業
表
現
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
拡
が
り
を
み
る
と
全
て
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
や
っ
か
い
で
あ
る
。

恒
常
的
に
あ
ら
わ
れ
る
語
を
例
示
し
つ
つ
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
」
と
い
う
と
ら
え
方
に
注
意
を
う
な
が
す
こ
と
が

有
効
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
中
で
、
経
年
的
に
み
て
恒
常
的
に
出
現
し
て
い
る
も
の
を
、
Ｉ
Ｄ
Ｆ
を
指
標
と
し
て
あ
げ
る
と
、「
看
護
婦
」「
Ｏ
Ｌ
」

「
娼
婦
」「
保
母
」「
キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン
」
が
お
の
お
の
一
・
〇
で
あ
り
、
そ
れ
に
次
ぐ
も
の
は
「
ヒ
ロ
イ
ン
」「
ホ
ス
テ
ス
」「
家
政

婦
」「
遊
女
」
で
一
・
三
二
で
あ
っ
た
。

女
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
を
あ
ら
わ
す
こ
と
ば
の
う
ち
、〞
常
連
〝
の
語
の
経
年
変
化
を
あ
ら
わ
し
た
の
が
グ
ラ
フ
８
で
あ
る
。
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表32 全５回の調査であらわれた女性の
性を含み込んだ職業語の出現回数
（異なり語数）の分布

出現回数 度 数 比率(%)

1 79 66.9

2 18 15.3

3 12 10.2

4 4 3.4

5 5 4.2

合 計 118 100.0



こ
れ
を
み
る
と
、「
Ｏ
Ｌ
」
は
ほ
ぼ
直
線
的
に
減
少
し
て
い
る
。
一
方
、「
看
護

婦
」
は
〇
一
年
ま
で
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
〇
六
年
に
は
激
減
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。

⑵

看
護
婦
」
か
ら
「
看
護
師
」
へ

そ
こ
で
、「
看
護
師
」
の
名
称
に
つ
い
て
、
別
途
、
新
聞
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を

用
い
て
経
年
変
化
を
調
べ
て
み
た
（
表
33
）。
こ
こ
で
は
朝
日
・
毎
日
・
読
売

の
見
出
し
に
あ
ら
わ
れ
た
、
本
研
究
の
調
査
年
と
同
じ
年
に
お
け
る
「
看
護

婦
」「
看
護
士
」「
看
護
師
」
の
年
間
登
場
頻
度
を
求
め
た
（
た
だ
し
、
八
五
年

に
つ
い
て
は
朝
日
新
聞
し
か
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
他
紙
は

表
か
ら
省
い
た
）。
そ
の
結
果
、
三
紙
と
も
に
、「
看
護
婦
」
は
〇
一
年
ま
で
増

加
傾
向
を
示
し
て
い
た
も
の
が
、
〇
六
年
に
急
減
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
ま
た
、「
看
護
士
」
は
、
男
性
で
あ
る
こ
と
を
表
示
す
る
た
め
に
使

わ
れ
て
い
た
（
〇
一
年
に
突
然
増
え
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
筋
弛
緩
剤
事
件
」

の
反
映
で
あ
る
）。

こ
れ
ら
に
代
わ
り
、「
看
護
師
」
は
〇
六
年
に
急
増
し
、
そ
れ
ま
で
の
「
看

護
婦
」
の
語
数
と
ほ
ぼ
同
じ
分
量
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
間
に
用
語

の
入
れ
替
え
が
進
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、「
看
護
婦
」「
看
護
士
」
が
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グラフ8 女性の性を含み込んだ職業語の延べ語数の推移(単位：件)
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二
〇
〇
二
年
三
月
か
ら
性
別
を
含
ま
な
い
「
看
護
師
」
に
、
法
律
上
名
称
変
更
さ
れ
た
こ
と

を
反
映
し
て
い
る
。
た
だ
し
、「
看
護
婦
」（「
看
護
士
」）
と
い
う
性
別
を
示
す
名
称
が
、
〇

六
年
時
点
で
も
各
紙
と
も
に
三
％
か
ら
五
％
ほ
ど
残
存
し
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
い
え
る
こ
と
は
、
女
性
で
あ
る
こ
と
を
示
す
「
看
護
婦
」（
男
性
で
あ
る
こ
と

を
示
す
「
看
護
士
」）
と
い
う
こ
と
ば
が
、「
看
護
師
」
と
い
う
ジ
ェ
ン
ダ
ー
中
立
的
な
職
業

語
と
し
て
あ
る
程
度
定
着
す
る
の
に
、
法
律
の
効
果
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
法
律

が
な
け
れ
ば
古
い
こ
と
ば
は
従
前
通
り
の
「
慣
性
」
で
使
わ
れ
続
け
た
と
思
わ
れ
、
法
律
は

そ
れ
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
力
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
法
律
は
、
古
い
こ
と
ば
を

完
全
に
一
掃
す
る
わ
け
で
な
く
、
そ
れ
こ
そ
「
慣
性
」
の
よ
う
に
、
そ
の
後
も
若
干
使
わ
れ

続
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

⑶

語
末
は
「
〇
〇
婦
」
の
よ
う
な
漢
語
か
ら
「
〇
〇
ガ
ー
ル
」
の
よ
う
な
外
来
語
へ

五
回
の
調
査
を
と
お
し
て
あ
ら
わ
れ
た
女
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
全
て
の
異
な
り

語
数
に
つ
い
て
、
語
末
の
構
成
要
素
の
出
現
比
率
を
グ
ラ
フ
９
に
示
し
た
。
最
上
位
か
ら
順

に
「
婦
」「
女
」「
嬢
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
漢
語
で
あ
る
。
次
い
で
一
〇
％
以
下
で

五
％
以
上
の
も
の
を
あ
げ
る
と
、「
ガ
ー
ル
」「
マ
マ
」「
ギ
ャ
ル
」「
母
」「
レ
デ
ィ
ー
」
で

あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
女
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
を
語
末
の
タ
イ
プ
別
に
み
る
と
、
漢
語
が
八

186

表33 各紙データベースによる「看護婦」「看護師」の呼び方の推移(各年1/1～12/31)

紙 名 呼 称 1985年 1991年 1996年 2001年 2006年

看護婦 228 409 428 516 17

朝 日 看護師 0 1 0 5 484

看護士 9 10 10 87 1

看護婦 － 628 695 726 34

毎 日 看護師 － 0 1 8 758

看護士 － 31 19 103 0

看護婦 － 279 320 355 18

読 売 看護師 － 0 1 4 345

看護士 － 4 10 99 0

注： 1985年については毎日・読売ではデータベースの収録範囲外であった
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タ
イ
プ
五
一
種
類
（
五
八
％
）、
外
来
語
が
九
タ
イ
プ
二
三
種
類

（
三
六
％
）、
和
語
が
二
タ
イ
プ
五
種
類
（
六
％
）
で
あ
っ
た
。

漢
語
の
多
さ
は
、
女
性
の
職
業
に
つ
い
て
の
因
習
の
長
い
歴
史

を
考
え
る
と
、
う
な
ず
け
る
も
の
が
あ
る
。
一
般
的
に
漢
語
は
、

和
語
や
外
来
語
に
比
べ
て
造
語
力
が
強
い
こ
と
が
国
語
学
で
は
定

説
に
な
っ
て

12
）

お
り
、
職
業
語
に
つ
い
て
の
そ
の
造
語
力
の
高
さ
の

影
響
力
は
多
大
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
各
語
末
構
成
要
素
の
経
年
変
化
を
表
34
に
示
し
た
。
延

べ
語
数
が
最
多
の
「
婦
」
は
、
九
六
年
を
ピ
ー
ク
に
漸
減
傾
向
が

み
ら
れ
、
異
な
り
語
数
も
同
様
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。「
女
」

も
、
増
減
パ
タ
ー
ン
が
類
似
し
て
い
る
。「
嬢
」
は
、
減
少
傾
向

が
九
一
年
か
ら
と
、
そ
れ
ら
よ
り
早
く
急
減
し
て
い
る
。

一
方
、「
ガ
ー
ル
」「
ギ
ャ
ル
」「
マ
マ
」
は
、
調
査
開
始
時
点

の
八
五
年
に
は
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
が
、
九
一
年
あ
る
い

は
九
六
年
か
ら
使
わ
れ
は
じ
め
、
そ
の
後
使
用
頻
度
を
増
や
し
て

き
た
比
較
的
新
し
い
造
語
法
で
あ
る
。
細
か
く
み
れ
ば
例
外
は
あ

る
も
の
の
、
漢
字
を
使
っ
た
造
語
か
ら
外
来
語
を
使
う
造
語
の
形

態
へ
、
と
い
う
流
れ
を
み
て
と
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
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グラフ9 全５回分の女性の性を含み込んだ職業語の
語末構成要素の比率(語末の種類数)

婦
17.2％

女
13.8％

嬢
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ガール
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ママ
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母
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レディー
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ウーマン
3.4％
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人
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姫
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クイーン
2.3％

長
2.3％
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娘
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婆
1.1％

子
1.1％

ミレニアムを通過した新聞ジェンダー表現の現在(その３)(田中和子ほか)



２

男
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
の
「
異
な
り

語
数
」
の
推
移

⑴

男
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
の
異
な
り
語
数
は
増

加
後
や
や
落
ち
つ
き
を
み
せ
る

表
35
に
み
る
よ
う
に
、
男
性
の
性
を
含
む
職
業
語
の
異
な

り
語
数
は
、
〇
一
年
ま
で
増
加
し
、
五
〇
種
類
と
ピ
ー
ク
を

迎
え
、
そ
の
後
〇
六
年
に
は
減
少
が
み
ら
れ
る
。
だ
が
タ
イ

プ
・
ト
ー
ク
ン
比
を
み
る
と
、
〇
一
年
は
〇
・
二
三
、
〇
六

年
は
〇
・
二
二
で
あ
り
、
ほ
ぼ
同
一
水
準
と
い
っ
て
い
い
。

表
36
で
出
現
回
数
の
分
布
を
み
る
と
、
一
回
の
み
出
現
し
た

こ
と
ば
が
七
割
、
全
回
出
現
語
が
四
％
と
い
っ
た
値
や
、
そ

の
漸
減
の
し
か
た
に
関
し
て
は
、
女
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ

職
業
語
と
よ
く
類
似
し
て
い
る
。

Ｉ
Ｄ
Ｆ
が
一
・
〇
と
最
も
少
な
い
職
業
語
す
な
わ
ち
恒
常

的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
語
は
、「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」「
カ
メ
ラ

マ
ン
」「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
」「
商
社
マ
ン
」
で
あ
り
、
こ
れ
ら

は
す
べ
て
「
マ
ン
」
が
つ
く
語
で
あ
る
。
主
と
し
て
事
務
労
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表34 女性の性を含み込んだ職業語の語末構成要素の推移

語末の延べ数 語末の種類数
構成要素

1985年 1991年 1996年 2001年 2006年 全 体 1985年 1991年 1996年 2001年 2006年 全 体

ウーマン 4 2 3 1 2 12 1 2 2 1 1 3

エス(-ess) 6 1 12 14 3 36 2 1 3 2 1 3

ガール 0 2 5 6 3 16 0 1 2 3 3 8

ギャル 0 0 4 9 1 14 0 0 2 3 1 4

クイーン 0 0 2 0 0 2 0 0 2 0 0 2

さん 0 0 0 0 4 4 0 0 0 0 3 3

パート 0 0 0 0 3 3 0 0 0 0 2 2

ママ 0 0 2 4 2 8 0 0 1 1 2 4

レディー 2 3 15 1 0 21 1 1 2 1 0 4

女 1 21 26 6 7 61 1 6 8 4 3 12

女性 1 0 0 1 1 3 1 0 0 1 1 3

嬢 10 1 5 1 0 17 8 1 2 1 0 11

人 0 0 1 0 3 4 0 0 1 0 2 3

長 0 0 2 1 1 4 0 0 2 1 1 2

婆 0 0 1 1 0 2 0 0 1 1 0 1

姫 0 0 10 5 2 17 0 0 2 2 1 3

婦 13 61 105 92 52 323 5 7 9 7 7 15

母 7 13 8 2 18 48 2 3 1 2 4 4

娘 0 0 0 2 2 4 0 0 0 2 1 2

注： 異なり語数の総計は、各年度の加算ではなく、調査期間全部での異なり数を示す
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働
に
従
事
す
る
者
と
、
高
度
な
専
門
技
術
職
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。

Ｉ
Ｄ
Ｆ
が
そ
れ
に
次
ぐ
も
の
は
、「
Ｏ
Ｂ
」「
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
」「
ヒ
ー
ロ
ー
」「
ホ
ス
ト
」「
オ
ン
ブ
ズ
マ

ン
」「
営
業
マ
ン
」「
英
雄
」「
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
」「
紳
士
」「
ジ
ャ
ズ
マ
ン
」
で
、
一
・
四
二
で
あ
っ
た
。
こ
ち

ら
で
は
「
マ
ン
」
が
つ
く
語
が
五
種
類
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
形
も
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
仕
事
の
内
容
も

事
務
労
働
以
外
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

⑵

男
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
は
外
来
語
中
心

グ
ラ
フ
10
に
は
、
男
性
の
性
を
含
む
職
業
語
の
代
表
的
な
も
の
の
延
べ
語
数
を
、
経
年
変
化
で
示
し
た
。

こ
こ
か
ら
、「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
が
使
用
さ
れ
た
ピ
ー
ク
時
は
九
六
年
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

「
カ
メ
ラ
マ
ン
」
も
似
た
よ
う
な
動
き
を
示
し
て
い
る
。
一
方
「
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ン
」
は
微
増
傾
向
が
み
と
め
ら
れ
る
。

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
男
性
の
性
を
含
む
職
業
語
で
恒
常
的
に
あ
ら

わ
れ
て
い
る
も
の
の
多
数
派
は
、
外
来
語
の
「
マ
ン
」
が
語
末
に
つ
く
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
容
易
に
使
え
る
造
語
成
分
で
あ
る
た
め
、
模
倣
さ
れ

て
性
別
を
示
す
職
業
語
を
増
殖
さ
せ
る
種
と
な
り
得
る
も
の
で
あ
る
。

「
マ
ン
」
の
つ
く
語
が
、〞
中
身
〝
や
〞
質
〝
と
し
て
事
務
労
働
者
や
高
度

な
専
門
技
術
者
を
連
想
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
結
果
的
に
男
性
の
就
く

職
業
イ
メ
ー
ジ
を
固
定
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
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表35 男性の性を含み込んだ職業語の推移

1985年 1991年 1996年 2001年 2006年 全 体

延べ語数 － 119 314 218 148 799

異なり語数 － 15 44 50 33 142

タイプ・トークン比 － 0.13 0.14 0.23 0.22 0.18

注： 85年にはカウントを行っていない

表36 全４回の調査であらわれた男性の
性を含み込んだ職業語の出現回数
（異なり語数）の分布

出現回数 度 数 比率(%)

1 66 69.5

2 15 15.8

3 10 10.5

4 4 4.2

5 － －

合 計 95 100.0

注： 男性の調査期間の総計は４回分で
ある

ミレニアムを通過した新聞ジェンダー表現の現在(その３)(田中和子ほか)



⑶

〇
〇
マ
ン
」
は
減
少
傾
向
へ

四
回
の
調
査
を
通
じ
て
あ
ら
わ
れ
た
、
男
性
の
性
を
含
み
込
む
職
業
語
全

て
の
異
な
り
語
数
に
つ
い
て
、
語
末
の
構
成
要
素
の
出
現
比
率
を
グ
ラ
フ
11

に
示
し
た
。「
マ
ン
」
が
語
末
に
つ
く
も
の
が
六
〇
％
と
圧
倒
的
に
多
く
、

そ
れ
に
次
ぐ
の
は
「
士
」「
ボ
ー
イ
」
の
各
一
〇
％
で
あ
っ
た
。

語
末
の
タ
イ
プ
別
に
み
る
と
、
外
来
語
が
二
タ
イ
プ
五
五
種
類
（
七
〇

％
）、
漢
語
が
一
〇
タ
イ
プ
二
一
種
類
（
二
六
％
）、
和
語
が
一
タ
イ
プ
三
種

類
（
四
％
）
で
あ
っ
た
。
外
来
語
比
率
が
高
い
と
い
う
点
で
、
漢
語
が
六
割

を
占
め
た
女
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
の
場
合
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

次
に
、
各
語
末
構
成
要
素
の
経
年
変
化
を
表
37
に
示
し
た
。
延
べ
語
数
・

異
な
り
語
数
と
も
に
圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
「
○
○
マ
ン
」
は
、
カ
ウ
ン
ト

を
始
め
た
九
一
年
の
時
点
か
ら
最
多
で
あ
り
、
延
べ
数
は
九
六
年
に
一
七
七

件
、
異
な
り
数
で
は
〇
一
年
に
二
七
種
と
ピ
ー
ク
を
示
し
た
の
ち
、
そ
の
後

は
大
き
く
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

先
述
し
た
よ
う
に
、
女
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
に
お
い
て
、
外
来

語
に
由
来
す
る
構
成
要
素
が
あ
ら
わ
れ
た
の
は
比
較
的
新
し
く
、
か
つ
頻
度

も
少
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
「
○
○
マ
ン
」
は
そ
れ
以
前
よ
り
存
在
し
、
か

つ
頻
度
も
多
い
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
に
つ
い
て
も
、
女
性
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グラフ10 男性の性を含み込んだ職業語の延べ語数の推移(単位：件)
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グラフ11 男性の性を含み込んだ職業語の語末構成要素の比率(語末の種類数)

マン
59.5％

人
1.3％

野郎
1.3％

主
1.3％将

1.3％夫
1.3％
者

2.5％
子

2.5％
父

3.8％

男
5.1％

ボーイ
10.1％

士
10.1％

ミレニアムを通過した新聞ジェンダー表現の現在(その３)(田中和子ほか)

表37 男性の性を含み込んだ職業語の語末構成要素の推移

語末の延べ語数 語末の数
構成要素

1991年 1996年 2001年 2006年 全 体 1991年 1996年 2001年 2006年 全 体

ボーイ 0 60 8 49 117 0 2 4 4 8

マン 114 177 160 64 515 13 24 27 14 47

士 0 4 9 5 18 0 3 6 2 8

子 0 7 2 0 9 0 1 1 0 2

者 0 1 0 4 5 0 1 0 2 2

主 0 0 0 1 1 0 0 0 1 1

将 0 0 0 1 1 0 0 0 1 1

人 0 0 0 1 1 0 0 0 1 1

男 2 0 4 0 6 1 0 3 0 4

夫 0 0 6 0 6 0 0 1 0 1

父 0 17 0 2 19 0 3 0 1 3

野郎 0 0 1 0 1 0 0 1 0 1

注： 異なり語数の総計は、各年度の加算ではなく、調査期間全部での異なり数を示す



と
男
性
の
非
対
称
性
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

⑷

性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
の
女
男
比
較

職
業
語
の
異
な
り
語
数
総
数
を
女
男
別
に
み
る
と
、
女
性
一
一
八
種
類
に
対
し
て
、
男
性
は
九
五
種
類
と
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
差
は
み

ら
れ
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
語
の
作
ら
れ
方
を
み
て
み
る
と
、
男
性
で
は
、「
マ
ン
」
を
含
む
も
の
が
九
五
種
類
中
四
六
種
と
ほ
ぼ
半
数
を
占

め
て
い
る
の
に
対
し
、
女
性
で
は
「
婦
」
を
含
む
も
の
が
一
五
種
類
（
約
一
七
％
）、「
女
」
を
含
む
も
の
が
一
二
種
類
（
約
一
四
％
）、

「
嬢
」
を
含
む
も
の
が
一
一
種
類
（
約
一
二
％
）
あ
る
だ
け
で
、
あ
と
は
い
ろ
い
ろ
な
語
末
が
一
〜
八
回
使
わ
れ
る
と
い
っ
た
様
態
を

示
し
て
お
り
、
多
様
性
が
あ
る
。

タ
イ
プ
・
ト
ー
ク
ン
比
を
み
て
も
、
各
年
度
で
女
性
は
つ
ね
に
男
性
を
上
回
っ
て
お
り
、
語
彙
的
に
い
っ
て
多
様
性
に
富
ん
で
い

る
。
つ
ま
り
、
職
業
に
関
し
て
は
、
女
性
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
わ
す
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
が
、
よ
り
多
種
多
様
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
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三

他
者
と
の
関
係
で
女
性
・
男
性
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
ば

１

他
者
と
の
関
係
で
女
性
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
ば
の
「
異
な
り
語
数
」
の
推
移

⑴

同
じ
語
の
反
復
数
が
多
い

他
者
と
の
関
係
で
女
性
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
ば
の
、
異
な
り
語
数
に
つ
い
て
み
て
い
こ
う
。

表
38
は
、
過
去
五
回
の
経
年
変
化
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
表
に
み
る
よ
う
に
、
二
六
種
類
か
ら
三
九
種
類

ま
で
の
範
囲
で
わ
ず
か
に
増
減
し
て
い
る
も
の
の
、
あ
ま
り
大
き
な
変
化
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

タ
イ
プ
・
ト
ー
ク
ン
比
を
み
る
と
、
全
体
で
〇
・
〇
六
と
非
常
に
低
い
。
こ
れ
は
、
異
な
り
語
数
に
比
し
て
延

べ
語
数
が
非
常
に
多
く
、
同
じ
語
が
繰
り
返
し
て
紙
面
に
あ
ら
わ
れ
る
傾
向
が
強

い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
タ
イ
プ
・
ト
ー
ク
ン
比
は
、
八
五
年
に
特
に
低

く
、
年
を
経
る
ご
と
に
徐
々
に
高
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

他
者
と
の
関
係
で
女
性
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
ば
の
出
現
回
数
別
分
布
を
示
し

た
の
が
表
39
で
あ
る
。
ま
ず
、
一
度
だ
け
出
現
し
た
語
が
七
割
程
度
を
占
め
て
い

る
。
ま
た
、
二
回
あ
ら
わ
れ
た
こ
と
ば
の
比
率
は
二
割
弱
と
な
り
、
そ
れ
以
上
の

出
現
回
数
に
な
る
と
、
さ
ら
に
減
少
す
る
。
全
て
の
調
査
で
あ
ら
わ
れ
た
語
は
三

％
で
あ
る
。

恒
常
的
に
紙
面
に
み
ら
れ
る
語
を
Ｉ
Ｄ
Ｆ
か
ら
み
る
と
、「
主
婦
」「
夫
人
」
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表38 他者との関係で女性があらわされることばの推移

1985年 1991年 1996年 2001年 2006年 全 体

延べ語数 579 281 370 258 287 1775

異なり語数 31 26 32 26 39 100

タイプ・トークン比 0.05 0.09 0.09 0.10 0.14 0.06

表39 全５回の調査であらわれた他者と
の関係で女性があらわされる語の出
現回数（異なり語数）の分布

出現回数 度 数 比率(%)

1 70 70.0

2 18 18.0

3 3 3.0

4 6 6.0

5 3 3.0

合 計 100 100.0

ミレニアムを通過した新聞ジェンダー表現の現在(その３)(田中和子ほか)



「
女
房
」
が
一
・
〇
で
最
も
顕
著
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
妻
を
示
す

こ
と
ば
で
あ
る
。
そ
れ
に
次
ぐ
の
が
一
・
三
二
の
「
奥
さ
ん
」「
嫁
」

「
姑
」「
花
嫁
」「
家
内
」「
愛
妻
」
と
な
っ
て
お
り
、「
姑
」
以
外
は
や
は

り
妻
を
示
す
こ
と
ば
で
あ
る
。「
姑
」
が
こ
の
中
に
入
っ
て
い
る
の
は
、

「
嫁
姑
」
の
関
係
と
し
て
、
配
偶
者
の
母
親
が
話
題
と
な
り
や
す
い
こ
と

を
反
映
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
ば
は
、
延
べ
語
数
の
デ
ー
タ
が
示
す
上
位
語
と
は
大
き

く
異
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
延
べ
語
数
が
事
件
性
や
話
題
性
に
よ
っ
て

急
増
す
る
の
に
対
し
、
こ
の
Ｉ
Ｄ
Ｆ
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
語
は
、〞
空
気

の
よ
う
に
〝
常
時
遍
在
し
て
い
る
語
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ

り
、
そ
の
意
味
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識
に
与
え
る
影
響
力
は
大
き
い
と
い
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑵

主
婦
」「
夫
人
」
な
ど
は
減
少
傾
向

恒
常
的
に
み
ら
れ
る
上
記
の
こ
と
ば
の
延
べ
語
数
の
経
年
変
化
を
示
し

た
の
が
グ
ラ
フ
12
で
あ
る
。「
主
婦
」
は
一
九
八
五
年
か
ら
九
一
年
に
か

け
て
急
減
し
、
そ
の
後
は
大
き
な
変
化
が
な
い
も
の
の
、
漸
減
傾
向
が
み

ら
れ
る
。「
夫
人
」
に
つ
い
て
も
、
八
五
年
か
ら
九
一
年
に
か
け
て
の
減
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グラフ12 他者との関係で女性があらわされることばの延べ語数の推移(単位：件)
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少
が
大
き
か
っ
た
が
、
そ
の
後
は
増
減
し
つ
つ
も
ゆ
る
や
か
な
減
少
傾
向
に
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

そ
れ
以
外
の
こ
と
ば
、
つ
ま
り
「
女
房
」「
奥
さ
ん
」「
嫁
」「
姑
」「
家
内
」
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
八
五
年

か
ら
九
一
年
に
か
け
た
減
少
が
明
確
に
み
て
と
れ
る
。
た
だ
し
、「
姑
」
は
〇
六
年
に
ゆ
り
も
ど
し
の
よ
う
に

増
え
て
お
り
、
ま
た
「
花
嫁
」
は
〇
六
年
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
る
。

２

他
者
と
の
関
係
で
男
性
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
ば
の
「
異
な
り
語
数
」
の
推
移
と
女
男
比
較

⑴

男
性
に
つ
い
て
は
種
類
は
少
な
い
が
ゆ
る
や
か
な
増
加
傾
向

次
に
、
男
性
を
他
者
と
の
関
係
で
あ
ら
わ
す
こ
と
ば
の
種
類
に
つ
い
て
、
考
察
し
て
み
よ
う
。
な
お
、
付
表

11
で
は
、「
だ
ん
な
」「
ダ
ン
ナ
」「
だ
ん
な
さ
ん
」
を
統
合
し
、「
旦
那

（
さ
ん
）」
と
表
記
し
た
。
ま
ず
、
表
40
に
み
る
よ
う
に
、
異
な
り
語
数
に

は
ゆ
る
や
か
な
増
加
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
表
41
に
み
る
よ
う
に
、

一
度
だ
け
出
現
し
た
語
が
女
性
と
同
じ
く
七
割
程
度
み
ら
れ
、
か
な
り
多

い
。恒

常
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
ば
を
Ｉ
Ｄ
Ｆ
か
ら
み
る
と
、
一
位
が

一
・
〇
の
「
主
人
」
で
あ
り
、「
亭
主
」
と
「
旦
那
（
さ
ん
）」
が
一
・
四

二
で
そ
れ
に
次
い
で
い
る
。「
主
人
」
と
「
亭
主
」
は
「
主
（
あ
る
じ
）」

と
し
て
の
「
夫
」
を
示
す
こ
と
ば
で
あ
り
、「
旦
那
」
は
、
本
来
、
夫
や

195

表40 他者との関係で男性があらわされることばの推移

1985年 1991年 1996年 2001年 2006年 全 体

延べ語数 － 35 37 73 83 228

異なり語数 － 6 10 11 14 41

タイプ・トークン比 － 0.17 0.27 0.15 0.17 0.18

注： 85年にはカウントを行っていない

表41 全４回の調査であらわれた他者と
の関係で男性があらわされる語の出
現回数（異なり語数）の分布

出現回数 度 数 比率(%)

1 19 67.9

2 6 21.4

3 2 7.1

4 1 3.6

5 － －

合 計 28 100.0

注： 男性の調査期間の総計は４回であ
る

ミレニアムを通過した新聞ジェンダー表現の現在(その３)(田中和子ほか)



他
家
の
「
主
人
」
を
敬
っ
て
い
う
こ
と
ば
で
あ
る
（
た
だ
し
、「
ダ
ン
ナ
」

や
「
だ
ん
な
」
と
い
う
表
記
の
場
合
、
意
味
の
平
俗
化
が
み
ら
れ
る
）。

次
に
恒
常
的
な
語
は
Ｉ
Ｄ
Ｆ
二
・
〇
の
「
皇
太
子
」「
王
子
」「
子
息
」

「
主
夫
」「
新
郎
」「
御
曹
司
」
が
あ
げ
ら
れ
、
息
子
を
示
す
こ
と
ば
と
夫

を
示
す
こ
と
ば
が
混
在
し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

⑵

主
人
」
は
近
年
減
少
し
て
い
る
も
の
の
変
動
の
大
き
い
語
も

前
述
の
〞
常
連
〝
と
な
っ
て
い
る
こ
と
ば
の
延
べ
語
数
の
経
年
変
化
を

み
た
の
が
、
グ
ラ
フ
13
で
あ
る
。「
主
人
」
は
九
六
年
を
ピ
ー
ク
に
大
き

く
減
少
し
て
き
て
い
る
。
新
聞
に
お
い
て
は
、
女
男
間
に
主
従
の
関
係
が

入
り
込
む
こ
の
語
の
使
用
が
減
っ
て
き
て
い
る
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、「
亭
主
」
に
つ
い
て
は
、
不
安
定
な
変
化
を
示
し
、

〇
六
年
に
は
若
干
増
え
て
い
る
。「
旦
那
（
さ
ん
）」
は
、
低
頻
度
で
あ
っ

た
も
の
が
〇
六
年
に
急
増
し
た
。「
皇
太
子
」
は
〇
一
年
、
〇
六
年
で
急

増
し
、「
王
子
」
も
同
じ
時
期
に
急
に
増
え
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
先
述

の
よ
う
に
過
去
に
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
な
か
っ
た
語
で
あ
る
た
め
と
、
皇
族

や
王
族
に
関
し
て
の
話
題
が
多
か
っ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。
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⑶

他
者
と
の
関
係
で
女
性
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
ば
は
男
性
よ
り
多
様
か
つ
反
復
が
多
い

他
者
と
の
関
係
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
ば
を
総
数
で
比
較
す
る
と
、
延
べ
語
数
で
は
女
性
が
一
七
七
五
、
男
性
が
二
二
八
で
約
七
・

九
倍
、
異
な
り
語
数
で
は
女
性
一
〇
〇
、
男
性
二
八
で
三
・
六
倍
と
、
と
も
に
女
性
の
ほ
う
が
男
性
よ
り
も
大
幅
に
多
い
。

タ
イ
プ
・
ト
ー
ク
ン
比
を
み
る
と
、
ど
の
時
点
を
と
っ
て
も
、
男
性
の
ほ
う
が
女
性
よ
り
高
い
が
、
こ
れ
は
、
女
性
は
男
性
に
比
べ

て
圧
倒
的
に
一
語
あ
た
り
の
反
復
回
数
が
多
い
、
す
な
わ
ち
延
べ
語
数
が
多
い
こ
と
の
反
映
で
あ
る
と
解
釈
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の

比
率
の
違
い
は
、
九
六
年
を
最
大
と
し
て
、
徐
々
に
小
さ
く
な
る
傾
向
に
あ
る
。

む
す
び
に
か
え
て

言
語
計
画
に
向
け
て

序
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
言
語
に
望
ま
し
く
な
い
傾
向
が
み
ら
れ
た
場
合
に
は
、
健
全
な
方
向
に
向
か
う
よ
う
に
方
策
を
考
え
る
と

い
う
、「
言
語
計
画
」
あ
る
い
は
「
言
語
政
策
」
の
考
え
方
を
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
に
つ
い
て
も
あ
て
は
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｄ
・
ダ
ウ
ス
ト
は
、
言
語
計
画
と
は
、
言
語
と
言
語
使
用
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
未
来
に
向
け
た
介
入
で
あ
り
、

そ
れ
は
、
進
行
し
つ
つ
あ
る
社
会
言
語
学
的
な
方
向
を
、
支
持
あ
る
い
は
抑
制
す
る
意
識
的
選
択
で
あ
る
と
述
べ
て

13
）

い
る
。
ジ
ェ
ン
ダ

ー
表
現
の
場
合
に
引
き
寄
せ
て
考
え
れ
ば
、
単
に
言
語
使
用
の
慣
例
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
惰
性
的
で
因
習
的
な
表
現
を
抑
制
し
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
バ
イ
ア
ス
の
な
い
未
来
に
む
け
て
意
識
的
な
選
択
を
行
う
こ
と
が
、
言
語
計
画
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

言
語
計
画
の
主
体
は
政
府
で
あ
る
場
合
が
多
い
が
、
社
会
集
団
や
個
人
が
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
場
合
も
あ
る
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表

現
に
つ
い
て
も
、
政
府
の
み
な
ら
ず
、
研
究
グ
ル
ー
プ
か
ら
個
人
に
い
た
る
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
で
、
変
化
の
き
っ
か
け
が
起
こ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
や
個
人
の
活
動
を
促
進
す
る
よ
う
な
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
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言
語
改
革
（la

n
g
u
a
g
e refo

rm

）
は
、
言
語
に
対
す
る
態
度
や
、
言
語
使
用
者
の
所
属
す
る
社
会
集
団
が
共
有
す
る
規
範
な
ど
に

依
存
し
て
い
る
が
、
言
語
変
化
に
導
く
重
要
な
要
件
は
、
言
語
に
対
す
る
人
び
と
の
態
度
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

14
）

い
る
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー

表
現
に
つ
い
て
も
、
変
化
の
原
動
力
と
な
る
の
は
、
人
び
と
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
に
対
し
て
も
つ
態
度
で
あ
る
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
バ
イ

ア
ス
の
あ
る
表
現
を
是
正
す
る
た
め
の
先
行
条
件
と
し
て
、
ま
ず
人
び
と
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
に
つ
い
て
の
注
意
を
う
な
が
し
、
因
習

的
な
言
語
的
潮
流
に
気
づ
か
せ
る
こ
と
、
さ
ら
に
そ
の
よ
う
な
表
現
の
問
題
点
に
つ
い
て
よ
く
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
、
そ
の
よ
う

な
表
現
に
対
す
る
言
語
的
態
度
を
真
に
変
化
さ
せ
る
た
め
に
重
要
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
言
語
計
画
は
、
言
語
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
規
範
を
設
定
す
る
と
い
う
政
策
の
立
案
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
教
育
な
ど
に
よ

っ
て
普
及
す
る
実
施
的
側
面
に
つ
い
て
も
考
え
な
い
と
、
失
敗
に
終
わ
り
や
す
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
単
に
新
た
な
規
範
を
立

案
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
そ
れ
を
い
か
に
人
び
と
の
間
に
普
及
さ
せ
、
定
着
さ
せ
て
ゆ
く
か
も
計
画
す
る
べ
き
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
の
場
合
で
も
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
て
あ
る
べ
き
姿
を
明
確
に
提
示
す
る
と
と
も
に
、
メ
デ
ィ
ア

の
送
り
手
を
は
じ
め
と
す
る
言
語
使
用
者
に
指
針
が
周
知
さ
れ
、
実
際
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
手
段
を
講
じ
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。そ

し
て
、
言
語
計
画
で
は
、
実
施
し
た
結
果
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
加
え
、
当
初
の
計
画
に
は
な
か
っ
た
新
し
い
状
況
に
適
合

さ
せ
、
あ
る
べ
き
方
向
に
向
け
て
修
正
を
加
え
る
こ
と
が
、
欠
か
せ
な
い
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
に
つ
い
て
も
、
変
化

の
方
向
を
定
期
的
に
観
測
し
て
評
価
を
加
え
、
修
正
を
加
え
て
ゆ
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
本
研
究
会
が
定
期
的
に
行
っ
て
き
た

調
査
も
、
そ
の
よ
う
な
活
動
の
ひ
と
つ
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

以
下
で
は
、
本
論
の
む
す
び
と
し
て
、
本
調
査
研
究
か
ら
得
ら
れ
た
結
果
を
総
括
し
、
言
語
計
画
に
向
け
た
提
言
を
行
い
た
い
。
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一

言
語
計
画
へ
の
提
言

比
較
的
少
種
類
の
語
が
繰
り
返
し
使
わ
れ
る
傾
向
が
あ
る
場
合
に
は
、
用
語
に
つ
い
て
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
有
効
と
考
え
ら
れ
る
。

だ
が
、
性
別
冠
詞
〞
男
子
〝〞
女
子
〝
を
例
に
と
る
と
、
学
校
の
生
徒
や
学
生
を
主
な
対
象
と
し
て
固
定
化
し
て
使
い
続
け
ら
れ
て
い

る
一
方
で
、
多
数
の
臨
時
一
語
が
作
り
出
さ
れ
て
い
る
と
い
う
側
面
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

常
連
と
な
っ
て
い
る
が
繁
殖
力
が
少
な
い
語
に
つ
い
て
は
、
語
を
リ
ス
ト
化
し
、
注
意
を
呼
び
か
け
る
の
が
単
純
明
快
な
方
法
で
あ

る
。
だ
が
、
繁
殖
力
が
高
い
語
に
つ
い
て
は
、
リ
ス
ト
か
ら
す
り
抜
け
て
し
ま
う
臨
時
一
語
に
特
に
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。
こ
の

場
合
に
は
、
性
の
区
別
が
特
に
必
要
で
な
い
場
合
に
機
械
的
に
〞
女
子
〝
や
〞
女
性
〝
と
い
う
か
ん
む
り
を
つ
け
る
の
を
や
め
よ
う
、

と
い
う
よ
う
に
、
造
語
の
仕
方
に
つ
い
て
注
意
を
呼
び
か
け
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、「
主
婦
」
の
よ
う
な
こ
と
ば
は
、
代
替
と
な
る
適
当
な
こ
と
ば
が
み
つ
か
ら
な
い
と
い
う
理
由
で
、
必
要
以
上
に
使
わ
れ
て

い
る
場
合
も
あ
る
。
い
わ
ば
、
語
彙
に
構
造
的
な
欠
如
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
の
空
所
を
埋
め
る
努
力
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ

の
「
空
所
」
に
何
と
な
く
気
づ
い
た
人
び
と
の
間
で
、
自
発
的
に
新
語
が
作
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
一
時
的
流
行
語
で
終
わ
っ
て
し

ま
う
も
の
も
多
い
の
で
、
こ
こ
で
は
、
言
語
計
画
的
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
敏
感
な
視
点
を
取
り
入
れ
た
語
彙
の
育
成
計
画
を
立
て
る
こ
と

も
必
要
で
あ
ろ
う
。

野
放
図
な
女
性
冠
詞
の
使
い
方
は
減
っ
て
き
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
一
方
で
、
女
性
冠
詞
の
造
語
法
が
体
系
化
・
構
造
化
さ

れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
（
た
と
え
ば
、
女
性
非
成
人
に
は
「
女
子
○
○
」、
成
人
に
は
「
女
性
○
○
」）。
整
然
と
し
た
形
式
の
中
に
、

性
別
の
徴
づ
け
の
構
造
化
が
で
き
あ
が
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
場
合
、
そ
れ
を
崩
す
こ
と
は
よ
り
難
し
く
な
ろ
う
。
こ
れ
は
言
語
意
識
の

面
か
ら
み
る
と
、
こ
れ
ら
の
表
現
が
自
明
視
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
意
識
に
の
ぼ
る
こ
と
が
少
な
く
、「
自
動
化
」
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さ
れ
た
反
応
の
中
で
処
理
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
慣
習
の
中
で
流
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
防
ぐ
た

め
に
、
こ
れ
ら
の
表
現
の
意
味
を
問
う
作
業
が
、
個
々
人
の
レ
ベ
ル
で
も
、
表
現
の
送
り
手
の
レ
ベ
ル
で
も
、
ま
た
、
政
策
的
な
レ
ベ

ル
で
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。
望
ま
し
い
方
向
を
見
出
し
て
流
れ
を
変
え
て
ゆ
く
意
識
的
な
努
力
が
必
要
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
語
彙
の
非
対
称
性
が
あ
る
も
の
は
、
対
称
化
し
、
女
性
と
男
性
に
関
す
る
表
現
を
均
衡
化
す
る
の
も
一
案
で
あ
る
。
そ

の
際
に
は
、
①
語
彙
の
空
所
と
な
っ
て
い
る
対
称
表
現
を
造
語
す
る
、
②
性
中
立
的
な
語
（「
言
い
換
え
表
現
」）
を
造
語
す
る
、
③
非

対
称
的
な
語
を
（
本
来
不
要
な
も
の
と
し
て
）
使
わ
な
い
よ
う
に
す
る
、
な
ど
の
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。

主
婦
」
の
場
合
に
み
ら
れ
よ
う
に
、
そ
れ
を
使
わ
な
い
方
針
（
③
）
を
出
し
て
も
、
代
替
と
し
て
使
え
る
語
が
な
い
と
、
古
い
慣

習
は
続
け
ら
れ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
③
を
提
案
す
る
場
合
に
は
、
別
な
い
い
方
を
同
時
に
示
す
こ
と
で
、
ス
ム

ー
ズ
な
移
行
が
促
進
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

大
多
数
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
は
、
現
れ
て
は
消
え
る
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
る
語
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
い
わ
ゆ
る
「
禁
句
集
」
の

よ
う
な
形
で
リ
ス
ト
を
つ
く
っ
て
カ
バ
ー
す
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
。
む
し
ろ
、
造
語
要
素
に
着
目
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、「
性
別
冠
詞
」
は
限
ら
れ
た
種
類
し
か
な
い
の
で
、
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
注
意
を
促
す
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
「
性

別
冠
詞
」
と
い
う
「
表
現
法
」
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
理
解
が
言
語
使
用
者
に
得
ら
れ
れ
ば
、
原
因
を
根
本
か
ら
絶
つ
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、「
事
例
ベ
ー
ス
」
で
は
な
く
、「
ル
ー
ル
ベ
ー
ス
」
に
移
行
で
き
る
こ
と
が
理
想
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
女
生
徒
」

「
女
子
高
生
」
な
ど
の
よ
う
に
、
特
に
目
立
っ
た
語
は
、
事
例
と
し
て
例
示
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
ろ
う
。

性
別
冠
詞
に
つ
い
て
は
、
女
性
と
男
性
と
で
延
べ
語
数
、
異
な
り
語
数
と
も
に
不
均
衡
で
あ
る
が
、
男
性
を
示
す
表
示
は
増
加
傾
向

に
あ
り
、
女
性
・
男
性
で
平
行
表
現
化
し
て
い
る
方
向
と
と
れ
な
く
も
な
い
。
た
だ
し
、
そ
れ
が
不
必
要
な
性
別
強
調
に
つ
な
が
っ
て

い
な
い
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
必
要
が
あ
る
。
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ま
た
、「
看
護
師
」
の
例
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
制
度
を
変
え
る
こ
と
は
言
語
使
用
に
大
き
な
影
響
力
を
も
つ
。
用
語
に
つ
い
て
明

確
な
方
針
を
出
し
、
周
知
が
図
ら
れ
れ
ば
、
言
語
計
画
は
成
功
す
る
可
能
性
が
十
分
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

二

ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
の
類
型

本
調
査
研
究
で
行
っ
て
き
た
よ
う
に
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
の
使
用
頻
度
と
経
年
的
推
移
か
ら
、
グ
ラ
フ
14
の
よ
う
な
類
型
化
が
可
能

で
あ
ろ
う
。

Ⅰ
型
は
、
使
用
頻
度
が
高
く
、
し
か
も
、
し
つ
こ
く
使
わ
れ
続
け

て
い
る
も
の
で
あ
る
。

Ⅱ
型
は
、
使
用
頻
度
は
低
い
が
、
し
つ
こ
く
使
わ
れ
続
け
て
い
る

も
の
で
あ
る
。

Ⅲ
型
は
、
使
用
頻
度
が
低
く
、
し
か
も
、
一
時
的
あ
る
い
は
散
発

的
に
使
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

Ⅳ
型
は
、
使
用
頻
度
は
高
い
が
、
一
時
的
あ
る
い
は
散
発
的
に
使

わ
れ
る
も
の
で
あ
る
（
こ
の
他
、
増
加
・
減
少
傾
向
や
、
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
大
き
さ
に
つ
い
て
も
観
察
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、

複
雑
に
な
る
の
で
、
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
）。

な
お
、
本
調
査
研
究
で
は
、
分
析
の
レ
ベ
ル
が
、
単
語
レ
ベ
ル
と

語
の
構
成
要
素
（
形
態
素
）
レ
ベ
ル
の
、
二
種
類
に
わ
た
っ
て
い
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る
。
た
と
え
ば
、「
女
子
○
○
」
の
よ
う
な
「
女
性
冠
詞
」
は
構
成
要
素
レ
ベ
ル
で
と
ら
え
た
も
の
で
あ
り
、「
女
子
学
生
」
は
単
語
レ

ベ
ル
で
と
ら
え
た
も
の
で
あ
る
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
つ
く
る
際
も
、
ど
の
レ
ベ
ル
で
表
現
を
と
ら
え
る
か
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
か
ら
、
以
下
で
は
、
グ
ラ
フ
14
に
示
し
た
分
類
に
加
え
、
構
成
要
素
に
よ
る
「
生
成
型
」
と
い
う
亜
種
を
考
え
た
。

Ⅰ
型

ａ
生
成
型

こ
の
例
と
し
て
、
旺
盛
な
造
語
活
動
を
み
せ
て
い
る
〞
女
性
〝
冠
詞
が
あ
る
。
本
当
に
そ
の
表
現
が
必
要
か
ど

う
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
か
ら
使
用
す
る
よ
う
に
習
慣
づ
け
る
し
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
必
要
性
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
活
動
は
、
単
な
る
禁
句
リ
ス
ト
を
使
う
よ
り
も
高
い
負
荷
を
言
語
使
用
者
に
か
け
る
こ
と
に

な
る
が
、
こ
の
よ
う
な
「
モ
ニ
タ
ー
」
の
働
き
は
、
生
成
さ
れ
つ
づ
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
を
食
い
止
め
る
た
め
に
、
ど
う
し
て
も
必

要
で
あ
る
。

Ⅰ
型

ｂ
固
定
・
慣
習
型

た
と
え
ば
「
主
婦
」「
女
優
」
な
ど
の
よ
う
に
、
強
い
慣
習
化
に
よ
っ
て
普
段
か
ら
よ
く
使
わ
れ
続
け

て
い
る
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
固
定
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
具
体
例
を
示
す
こ
と
が
有
効
で
あ
る
。
使
わ
な
い

よ
う
に
勧
め
る
と
と
も
に
、
代
替
表
現
を
例
示
し
勧
奨
す
る
と
よ
い
だ
ろ
う
。

Ⅱ
型

た
と
え
ば
「
慰
安
婦
」
の
よ
う
に
、
紙
面
に
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
が
少
な
い
語
で
あ
り
な
が
ら
、
長
期
間
し
つ
こ
く
居
座
り
続

け
て
い
る
も
の
で
、
少
数
で
あ
れ
軽
視
は
で
き
な
い
こ
と
ば
。
こ
の
よ
う
な
語
は
目
立
た
な
く
と
も
、
あ
る
年
に
急
に
使
用
頻
度
が
増

え
る
こ
と
で
勢
い
を
増
し
、
Ⅳ
型
に
変
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
く
と
も
、
そ
の
語
が
語
構
成
の
範
型

と
な
り
、
新
語
が
つ
く
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

Ⅲ
型

た
と
え
ば
〞
女
流
〝
冠
詞
。
死
語
・
廃
語
に
な
り
つ
つ
あ
る
語
か
、
臨
時
的
に
作
ら
れ
使
い
捨
て
ら
れ
た
語
（
臨
時
一
語
）

で
あ
る
。
廃
語
に
な
る
方
向
に
あ
る
も
の
な
ら
放
置
し
て
お
い
て
よ
い
だ
ろ
う
。
臨
時
一
語
の
場
合
は
、
そ
の
語
を
生
み
出
し
た
構
成

要
素
に
む
し
ろ
注
目
す
る
べ
き
で
あ
る
。
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Ⅳ
型

た
と
え
ば
「
女
児
」「
男
児
」
の
よ
う
に
、
事
件
な
ど
を
き
っ
か
け
に
急
激
に
用
い
ら
れ
、
そ
の
時
期
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
よ

う
に
な
る
語
で
あ
る
。
Ⅲ
型
と
同
様
の
対
策
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
急
増
の
後
、
そ
の
影
響
で
類
似
表
現
や
派
生
表
現
が
発
生
し
て

い
な
い
か
に
注
意
す
る
と
よ
い
で
あ
ろ
う
。

１
）

田
中
和
子
「
新
聞
に
み
る
構
造
化
さ
れ
た
性
差
別
表
現
」
磯
村
英
一
・
福
岡
安
則
編
『
マ
ス
コ
ミ
と
差
別
語
問
題
』
明
石
書
店
、
一
九
八
四
年
、
一

七
九
〜
二
〇
一
頁
。

２
）

田
中
和
子
・
女
性
と
新
聞
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
「
新
聞
紙
面
に
あ
ら
わ
れ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー

性
差
別
表
現
の
量
的
分
析
を
中
心
に

」『
国
学
院

法
学
』
第
二
八
巻
第
一
号
、
一
九
九
〇
年
、
六
九
〜
一
六
二
頁
。

田
中
和
子
・
諸
橋
泰
樹
「
新
聞
に
お
け
る
性
差
別
表
現
は
変
わ
っ
た
か
」『
創
』
一
二
月
号
、
創
出
版
、
一
九
九
四
年
、
三
二
〜
四
三
頁
。

田
中
和
子
・
女
性
と
新
聞
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
「
新
聞
紙
面
に
あ
ら
わ
れ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
そ
の
2
）

性
差
別
表
現
を
め
ぐ
る
一
九
九
一
年
の
紙
面

分
析
を
中
心
に

」『
国
学
院
法
学
』
第
三
二
巻
第
三
号
、
一
九
九
四
年
、
一
一
七
〜
一
七
九
頁
。

田
中
和
子
・
女
性
と
新
聞
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
「
新
聞
は
女
性
を
ど
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
か

『
新
聞
紙
面
に
あ
ら
わ
れ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』
一
九

九
六
年
調
査
よ
り

」『
国
学
院
法
学
』
三
六
巻
第
一
号
、
一
九
九
八
年
、
八
五
〜
一
五
〇
頁
。

田
中
和
子
「
新
聞
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」『
女
性
教
養
』
一
一
月
号
、
日
本
女
子
社
会
教
育
会
、
一
九
九
九
年
、
三
〜
六
頁
。

田
中
和
子
・
女
性
と
新
聞
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
「
新
聞
に
お
い
て
女
性
は
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
か

『
新
聞
紙
面
に
あ
ら
わ
れ
た
ジ
ェ
ン
ダ

ー
』
第
四
回
調
査
を
中
心
に

」『
国
学
院
法
学
』
四
三
巻
第
四
号
、
二
〇
〇
六
年
、
六
九
〜
一
六
二
頁
。

田
中
和
子
・
女
性
と
新
聞
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
を
経
過
し
た
新
聞
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
の
現
在

『
新
聞
紙
面
に
あ
ら
わ
れ
た
ジ
ェ
ン
ダ

ー
』
第
五
回
調
査
を
中
心
に

」『
国
学
院
法
学
』
第
四
六
巻
第
四
号
、
二
〇
〇
九
年
、
五
五
〜
一
三
四
頁
。

３
）

こ
の
ほ
か
、
新
聞
メ
デ
ィ
ア
と
女
性
に
関
し
て
総
合
的
に
扱
っ
た
著
書
と
し
て
、
田
中
和
子
・
諸
橋
泰
樹
編
著
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
か
ら
み
た
新
聞
の
う

ら
・
お
も
て

新
聞
女
性
学
入
門
』
現
代
書
館
、
一
九
九
六
年
、
全
四
〇
六
頁
、
新
聞
家
庭
面
を
分
析
し
た
も
の
に
、
田
中
和
子
・
女
性
と
新
聞
メ
デ

ィ
ア
研
究
会
「
新
聞
家
庭
面
の
女
性
学

性
別
面
建
て
の
歴
史
と
そ
の
改
廃
を
め
ぐ
っ
て

」『
国
学
院
法
学
』
第
二
八
巻
第
二
号
、
一
九
九
〇
年
、

一
〜
四
九
頁
、
求
人
広
告
を
分
析
し
た
も
の
に
、
田
中
和
子
・
女
性
と
新
聞
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
「
新
聞
求
人
広
告
に
み
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
現
状

一
九
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九
六
年
求
人
広
告
調
査
を
中
心
に

」『
国
学
院
法
学
』
第
三
六
巻
第
三
号
、
一
九
九
八
年
、
一
五
七
〜
二
二
三
頁
、
田
中
和
子
ほ
か
「
改
正
均
等
法

と
新
聞
求
人
広
告
」『
女
性
教
養
』
二
〇
〇
〇
年
四
月
号
、
三
〜
六
頁
、
そ
し
て
田
中
和
子
・
女
性
と
新
聞
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
・
均
等
法
研
究
会
作
業
部

会
「
改
正
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
下
の
新
聞
求
人
広
告
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
㈠

一
九
九
九
年
電
話
問
い
合
わ
せ
調
査
の
結
果
を
中
心
と
し
て

」『
国

学
院
法
学
』
第
三
八
巻
第
三
号
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
一
七
〜
一
四
九
頁
、
お
よ
び
同
「
改
正
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
下
の
新
聞
求
人
広
告
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

㈡

一
九
九
九
年
電
話
問
い
合
わ
せ
調
査
の
結
果
を
中
心
と
し
て

」『
国
学
院
法
学
』
第
三
八
巻
第
三
号
、
二
〇
〇
一
年
、
八
五
〜
一
一
五
頁
、

ま
た
投
書
欄
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
面
を
分
析
し
た
も
の
に
、
田
中
和
子
・
女
性
と
新
聞
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
を
通
過
し
た
新
聞
ジ
ェ
ン
ダ
ー

表
現
の
現
在
（
そ
の
２
）

第
五
回
調
査
デ
ー
タ
の
多
変
量
解
析
と
投
書
欄
、
テ
レ
ビ
面
・
ラ
ジ
オ
面
、『
少
年
』
の
用
法
の
分
析
を
中
心
に

」

『
国
学
院
法
学
』
第
四
七
巻
第
三
号
、
二
〇
〇
九
年
、
一
〜
八
三
頁
、
な
ど
が
あ
る
。

４
）

日
本
新
聞
協
会
が
行
っ
た
「
２
０
０
９
年
全
国
メ
デ
ィ
ア
接
触
・
評
価
調
査
」
に
よ
る
と
、
新
聞
は
「
社
会
に
対
す
る
影
響
力
が
あ
る
」
は
五
二
・

八
％
で
、
民
放
テ
レ
ビ
五
三
・
八
％
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
五
一
・
五
％
と
拮
抗
し
て
い
る
が
、「
地
域
や
地
元
の
事
が
よ
く
分
か
る
」「
情
報
源
と
し
て
欠
か

せ
な
い
」「
知
的
で
あ
る
」「
社
会
の
一
員
と
し
て
こ
の
メ
デ
ィ
ア
に
触
れ
て
い
る
こ
と
は
大
切
だ
」
な
ど
で
五
割
前
後
と
な
っ
て
お
り
他
メ
デ
ィ
ア
を
引

き
離
し
て
い
る
。
日
本
新
聞
協
会
広
告
委
員
会
『
ベ
ー
ス
メ
デ
ィ
ア
と
生
活
者

新
し
い
評
価
軸
を
考
え
る
』
日
本
新
聞
協
会
、
二
〇
一
〇
年
、
参

照
。

５
）

伊
藤
雅
光
『
計
量
言
語
学
入
門
』
大
修
館
書
店
、
二
〇
〇
二
年
、
二
四
頁
。

6
）

伊
藤
、
同
右
書
、
二
四
頁
。

7
）

フ
ロ
リ
ア
ン
・
ク
ル
マ
ス
、
山
下
公
子
訳
『
言
語
と
国
家

言
語
計
画
な
ら
び
に
言
語
政
策
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
年
、
三
四
〇
頁
。

言
語
計
画
に
は
席
次
計
画
、
実
体
計
画
、
言
語
習
得
計
画
の
三
つ
の
面
が
あ
る
。

８
）

Ｉ
Ｄ
Ｆ
は
、
あ
る
語
が
文
書
中
で
ど
の
程
度
特
異
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か
（
つ
ま
り
、
文
書
中
で
あ
ま
り
あ
ら
わ
れ
な
い
珍
し
い
語
で
あ
る
程

度
）
を
示
す
指
標
で
あ
る
。
調
査
対
象
の
全
文
書
数
を
当
該
の
語
が
あ
ら
わ
れ
た
文
書
数
で
割
っ
た
上
で
、
そ
の
値
の
（
二
を
底
と
し
た
）
対
数
を
と
っ

て
、
一
を
加
え
た
値
で
あ
る
。
語
の
出
現
頻
度
（
Ｔ
Ｆ
）
と
掛
け
合
わ
せ
た
指
標
Ｔ
Ｆ
＊
Ｉ
Ｄ
Ｆ
が
情
報
科
学
で
は
よ
く
用
い
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
ジ

ェ
ン
ダ
ー
表
現
の
現
れ
た
文
書
つ
ま
り
新
聞
記
事
を
特
徴
づ
け
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
が
経
年
的
に
ど
の
程
度
継
続
的
に
用
い
ら

れ
て
い
る
か
を
み
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
た
め
、
Ｉ
Ｄ
Ｆ
を
用
い
た
。
な
お
、
語
の
出
現
頻
度
と
Ｉ
Ｄ
Ｆ
を
掛
け
合
わ
せ
た
数
Ｔ
Ｆ
＊
Ｉ
Ｄ
Ｆ
は
、
あ
る

調
査
年
に
特
異
的
に
現
れ
か
つ
高
頻
度
で
あ
る
と
高
く
な
る
指
標
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
記
事
で
い
え
ば
、
あ
る
時
期
に
集
中
的
に
あ
ら
わ
れ
、
他
の
時
期
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に
は
出
て
こ
な
い
「
キ
ー
ワ
ー
ド
」
の
よ
う
な
こ
と
ば
で
あ
る
。
調
査
の
目
的
に
よ
っ
て
は
こ
の
値
は
有
用
で
あ
る
が
、
本
論
文
で
は
時
期
を
ま
た
い
で

〞
し
つ
こ
く
〝（
定
常
的
に
）
出
て
く
る
表
現
に
注
目
し
た
い
の
で
、
参
考
の
た
め
に
付
表
に
入
れ
る
に
と
ど
め
た
。

９
）

こ
こ
か
ら
い
え
る
こ
と
は
、
あ
る
語
の
延
べ
語
数
は
、
事
件
の
影
響
に
よ
っ
て
急
増
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
異
な
り
語
数
は
、

こ
ち
ら
も
記
事
内
容
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
、
数
値
的
に
は
安
定
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

10
）

女
子
大
生
は
、
女
子
大
学
に
学
ぶ
学
生
と
い
う
意
味
で
は
「
女
子
大－

生
」
で
、
造
語
的
に
は
他
と
異
な
っ
て
い
る
が
、「
女
子－

学
生
」
の
意
で

用
い
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
こ
こ
に
含
め
た
。

11
）

田
中
和
子
・
女
性
と
新
聞
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
、
二
〇
〇
九
年
、
前
出
。

12
）

金
田
一
春
彦
『
日
本
語
』
岩
波
新
書
、
一
九
八
八
年
。

13
）

D
en
ise D

a
o
u
st,

“L
a
n
g
u
a
g
e p

la
n
n
in
g
 
a
n
d
 
la
n
g
u
a
g
e refo

rm
”
F
lo
ria
n
 
C
o
u
lm
a
s ed

.,
T
h
e
 
H
an
d
book

 
of
 
S
ociolin

gu
istics

,

B
la
ck
w
ell,

1997,
p
.438.

14
）

ib
id
.,
p
.51.

＊
共
同
執
筆
者

田
中
和
子
（
国
学
院
大
学
法
学
部
教
員
）、
諸
橋
泰
樹
（
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
文
学
部
教
員
）、
岡
野
雅
雄
（
文
教
大
学
情
報
学
部
教
員
）、
須
藤
典
子

（
栃
木
県
立
国
分
特
別
支
援
学
校
教
員
）
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付表1“女”がかんむりにつくことばの推移

(単位：件)

“女”冠詞 読み 1985 1991 1996 2001 2006 総計 出現年
の 数 IDF TF＊IDF

女優 111 77 70 67 86 411 5 1.00 411.00

女児 1 8 7 8 143 167 5 1.00 167.00

女王 18 18 28 17 15 96 5 1.00 96.00

女医 3 5 1 3 1 13 5 1.00 13.00

女生徒 8 1 3 1 0 13 4 1.32 17.19

女帝 ジョ 4 2 2 2 3 13 5 1.00 13.00

女学生 2 1 1 0 7 11 4 1.32 14.54

女高生 2 0 2 0 0 4 2 2.32 9.29

女店員 2 0 1 0 0 3 2 2.32 6.97

女囚 1 1 0 0 0 2 2 2.32 4.64

女官 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

女主人 4 3 1 3 0 11 4 1.32 14.54

女主人公 0 2 3 2 1 8 4 1.32 10.58

女教師 5 0 1 0 0 6 2 2.32 13.93

女座長 0 0 6 0 0 6 1 3.32 19.93

女友達 0 2 2 0 2 6 3 1.74 10.42

女スパイ 0 4 0 0 0 4 1 3.32 13.29

女銀行家 4 0 0 0 0 4 1 3.32 13.29

女講釈師 0 3 0 0 0 3 1 3.32 9.97

女刑事 0 0 0 1 1 2 2 2.32 4.64

女警士 0 0 0 0 2 2 1 3.32 6.64

女剣劇 1 1 0 0 0 2 2 2.32 4.64

女エイリアン 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

女もっこす 0 1 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女伊達 0 1 0 0 0 1 1 3.32 3.32
オンナ

女義太夫 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

女警察隊 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

女芸人 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女戸主 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

女詐欺師 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女三四郎 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女師匠 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

女死刑囚 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女私立探偵 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

女事務員 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

女主 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

女狩人 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女書生 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

女親分 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

女水芸人 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32
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女仙人 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

女船頭 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

女狙繫手 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女探偵 0 1 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女店主 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

女杜氏 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

女渡世人 オンナ 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女闘士 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女忍者 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

女番長 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女武者 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

女漫才師 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

女幽霊 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

女神 メ 4 8 2 6 10 30 5 1.00 30.00

延べ語数 180 139 135 117 278 849 － － －

異なり語数 25 18 20 17 18 54 － － －

タイプ・トークン比注 0.14 0.13 0.15 0.15 0.06 0.06 － － －

注： タイプ・トークン比は異なり語数を延べ語数で割った値。
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付表2“女性”がかんむりにつくことばの推移

(単位：件)

“女性”冠詞 1985 1991 1996 2001 2006 総計 出現年
の 数 IDF TF＊IDF

女性記者 2 2 1 23 10 38 5 1.00 38.00

女性作家 1 9 6 13 7 36 5 1.00 36.00

女性職員 2 7 6 17 3 35 5 1.00 35.00

女性会社員 0 2 8 3 14 27 4 1.32 35.69

女性社員 2 0 4 14 5 25 4 1.32 33.05

女性議員 1 5 17 0 0 23 3 1.74 39.95

女性監督 0 3 7 7 3 20 4 1.32 26.44

女性候補(者) 0 0 19 0 0 19 1 3.32 63.12

女性医師 0 0 0 1 14 15 2 2.32 34.83

女性詩人 0 0 11 3 1 15 3 1.74 26.05

女性歌手 2 1 4 4 2 13 5 1.00 13.00

女性従業員 2 1 0 8 1 12 4 1.32 15.86

女性客 1 3 2 2 3 11 5 1.00 11.00

女性教師 2 2 1 3 3 11 5 1.00 11.00

女性大使 0 6 3 0 0 9 2 2.32 20.90

女性教諭 0 0 1 2 6 9 3 1.74 15.63

女性スタッフ 0 2 2 3 1 8 4 1.32 10.58

女性患者 1 1 0 4 2 8 4 1.32 10.58

女性研究者 2 1 0 2 3 8 4 1.32 10.58

女性技術者 0 0 7 1 0 8 2 2.32 18.58

女性ファン 2 4 0 0 2 8 3 1.74 13.90

女性店員 0 0 2 5 1 8 3 1.74 13.90

女性経営者 1 1 2 1 2 7 5 1.00 7.00

女性市長 0 5 2 0 0 7 2 2.32 16.25

女性秘書 5 0 2 0 0 7 2 2.32 16.25

女性ジャーナリスト 0 1 1 0 5 7 3 1.74 12.16

女性アナウンサー 2 0 1 1 2 6 4 1.32 7.93

女性・女系天皇 0 0 0 0 6 6 1 3.32 19.93

女性会員 1 1 4 0 0 6 3 1.74 10.42

女性立候補 0 0 6 0 0 6 1 3.32 19.93

女性警察官 0 1 4 1 0 6 3 1.74 10.42

女性労働者 0 4 0 1 1 6 3 1.74 10.42

女性グループ 1 3 0 1 0 5 3 1.74 8.68

女性検事 0 0 0 5 0 5 1 3.32 16.61

女性党員 2 0 3 0 0 5 2 2.32 11.61

女性ドライバー 2 1 0 2 0 5 3 1.74 8.68

女性編集者 0 1 1 1 1 4 4 1.32 5.29

女性キャスター 0 0 0 1 3 4 2 2.32 9.29

女性リポーター 1 3 0 0 0 4 2 2.32 9.29

女性議長 3 1 0 0 0 4 2 2.32 9.29
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女性候補 0 2 0 0 2 4 2 2.32 9.29

女性国会議員 3 0 1 0 0 4 2 2.32 9.29

女性政治家 3 0 0 0 1 4 2 2.32 9.29

女性シンガー 0 0 2 1 1 4 3 1.74 6.95

女性留学生 3 0 1 0 0 4 2 2.32 9.29

女性ピアニスト 0 0 2 0 1 3 2 2.32 6.97

女性ポーカル 0 0 0 0 3 3 1 3.32 9.97

女性メンバー 2 0 0 0 1 3 2 2.32 6.97

女性委員 1 1 1 0 0 3 3 1.74 5.21

女性運転手 0 0 0 1 2 3 2 2.32 6.97

女性科学者 0 0 0 2 1 3 2 2.32 6.97

女性画家 1 0 1 1 0 3 3 1.74 5.21

女性幹部 0 1 2 0 0 3 2 2.32 6.97

女性脚本家 0 0 1 0 2 3 2 2.32 6.97

女性局長 0 3 0 0 0 3 1 3.32 9.97

女性刑事 0 3 0 0 0 3 1 3.32 9.97

女性建築家 1 0 0 0 2 3 2 2.32 6.97

女性作曲家 0 0 1 0 2 3 2 2.32 6.97

女性祉員 0 3 0 0 0 3 1 3.32 9.97

女性事務職員 0 0 0 2 1 3 2 2.32 6.97

女性社長 0 0 0 3 0 3 1 3.32 9.97

女性選手 2 1 0 0 0 3 2 2.32 6.97

女性前衛芸術家 2 0 0 0 1 3 2 2.32 6.97

女性捜査員 2 0 1 0 0 3 2 2.32 6.97

女性総合職 0 0 0 1 2 3 2 2.32 6.97

女性隊員 0 3 0 0 0 3 1 3.32 9.97

女性大統領 0 0 0 0 3 3 1 3.32 9.97

女性店長 2 0 0 0 1 3 2 2.32 6.97

女性部下 0 3 0 0 0 3 1 3.32 9.97

女性弁護士 2 1 0 0 0 3 2 2.32 6.97

女性法律家 0 3 0 0 0 3 1 3.32 9.97

女性容疑者 0 0 3 0 0 3 1 3.32 9.97

女性ファイナンシャルプランナー 0 0 0 0 2 2 1 3.32 6.64

女性カメラマン 2 0 0 0 0 2 1 3.32 6.64

女性ダンサー 1 1 0 0 0 2 2 2.32 4.64

女性デザイナー 1 0 0 1 0 2 2 2.32 4.64

女性パーカッション 2 0 0 0 0 2 1 3.32 6.64

女性パイロット 0 0 2 0 0 2 1 3.32 6.64

女性ボーカル 0 0 2 0 0 2 1 3.32 6.64

女性ボラソティア 1 1 0 0 0 2 2 2.32 4.64

女性ミイラ 0 2 0 0 0 2 1 3.32 6.64

女性ランナー 1 0 0 1 0 2 2 2.32 4.64

女性委員長 2 0 0 0 0 2 1 3.32 6.64

女性宇宙飛行士 1 0 0 1 0 2 2 2.32 4.64
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女性演歌歌手 0 0 0 2 0 2 1 3.32 6.64

女性歌人 0 0 0 2 0 2 1 3.32 6.64

女性課長 2 0 0 0 0 2 1 3.32 6.64

女性会長 0 0 0 1 1 2 2 2.32 4.64

女性感染者 0 0 0 2 0 2 1 3.32 6.64

女性銀行員 0 0 0 1 1 2 2 2.32 4.64

女性指導者 1 1 0 0 0 2 2 2.32 4.64

女性事務員 0 1 1 0 0 2 2 2.32 4.64

女性写真家 0 0 0 1 1 2 2 2.32 4.64

女性主人公 0 2 0 0 0 2 1 3.32 6.64

女性収容者 0 0 0 2 0 2 1 3.32 6.64

女性証人 0 2 0 0 0 2 1 3.32 6.64

女性職人 0 0 0 2 0 2 1 3.32 6.64

女性川柳作家 0 0 0 0 2 2 1 3.32 6.64

女性代表 2 0 0 0 0 2 1 3.32 6.64

女性大臣 2 0 0 0 0 2 1 3.32 6.64

女性店主 0 0 1 0 1 2 2 2.32 4.64

女性闘士 0 2 0 0 0 2 1 3.32 6.64

女性美容師 0 0 1 0 1 2 2 2.32 4.64

女性副知事 0 2 0 0 0 2 1 3.32 6.64

女性新人候補 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

女性 PTA会長 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

女性 PTA役員 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

女性アイドル 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

女性アシスタント 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

女性アマチュア 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

女性アンカー 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

女性ヴォーカル 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

女性キャリア 0 1 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女性キャリア層 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

女性キュレーター 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

女性教授 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女性クリスチャン 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女性ゲスト 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女性ゲリラ 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女性コーラスグループ 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

女性コラムニスト 0 1 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女性シェフ 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

女性スイマー 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

女性ディレクター 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女性デュオ 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

女性ドナー 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

女性トリオ 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

女性トレーナー 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32
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女性ニュースキャスター 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

女性ヌーディスト 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

女性パト 0 1 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女性ピアノ教師 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女性プロデュ一サー 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女性プロ選挙 0 1 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女性ボディビルダー 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女性マネージャー 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

女性ミステリー翻訳家 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

女性ライター 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

女性ライダー 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女性リハビリ治療士 0 1 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女性ロック 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女性ロックポーカル 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

女性暗殺者 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

女性囲碁棋士 0 1 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女性遺跡説明員 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

女性運動員 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

女性営業軍団 0 1 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女性営業職 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

女性映画監督 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

女性英文学者 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

女性園長 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

女性演劇人 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

女性演奏家 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

女性会議議長 0 1 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女性回答者 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

女性閣僚 0 1 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女性官僚 0 1 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女性看護師 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

女性看守 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

女性観客 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女性企業家 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

女性起業家 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

女性救急隊員 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

女性教員 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

女性軍人 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

女性刑事部長 0 1 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女性芸人 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

女性剣侠 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

女性剣士 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

女性検察事務官 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

女性元府議 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女性顧客 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32
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女性公務員 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

女性考古学者 0 1 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女性航海士 0 1 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女性講師 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女性講談師 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

女性国家公務員 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

女性国務長官 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

女性黒人宇宙飛行士 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

女性裁判官 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

女性作業員 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

女性殺人犯 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

女性三人組 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

女性参加者 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

女性市議 0 1 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女性支店長 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

女性事務次官 0 1 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女性事務次宮候補 0 1 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女性実業家 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女性主事 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

女性主人 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

女性首相 0 1 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女性受刑者 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

女性受講者 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

女性受賞者 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

女性囚 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

女性助役 0 1 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女性消費者 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

女性上院議員 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

女性上司 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

女性信徒 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女性真打ち 0 1 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女性親族 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

女性人気アイドルグループ 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

女性人類学者 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女性正社員 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

女性生徒 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

女性説明員 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女性捜査官 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

女性造形作家 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女性俗曲師 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

女性隊長 0 1 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女性担当者 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

女性探偵 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

女性団長 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32
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女性知識人 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

女性著名人 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

女性哲学者 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

女性天文学者 0 1 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女性杜長 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女性登山家 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

女性党首 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

女性投資家 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

女性独身パート 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

女性読者 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

女性内定者 0 1 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女性入権活動家 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

女性忍者 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

女性白バイ隊員 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

女性判事 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

女性飛行家 0 1 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女性表現者 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

女性不動産会社役員 0 1 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女性武将 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

女性兵士 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

女性保育士 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

女性保健調査員 0 1 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女性冒険セーラー 0 1 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女性本部長 0 1 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女性役 0 1 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女性薬剤師 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

女性有権者 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

女性来場者 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女性旅芸入 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

女牲衆院議員 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

延べ語数 100 137 180 187 169 773 － － －

異なり語数 65 74 73 76 81 246 － － －

タイプ・トークン比 0.65 0.54 0.41 0.41 0.48 0.32 － － －
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付表3“女子”がかんむりにつくことばの推移

(単位：件)

“女子”冠詞 1985 1991 1996 2001 2006 総計 出現年
の数 IDF TF＊IDF

女子高生 5 3 41 13 40 102 5 1.00 102.00

女子生徒 8 1 9 33 28 79 5 1.00 79.00

女子学生 10 7 10 4 19 50 5 1.00 50.00

女子大生 13 11 6 6 13 49 5 1.00 49.00

女子中学生 29 0 6 7 5 47 4 1.32 62.13

女子高校生 4 1 12 4 14 35 5 1.00 35.00

女子児童 1 0 3 1 12 32 4 1.32 42.30

女子中高生 0 0 8 0 2 10 2 2.32 23.22

女子社員 3 2 2 0 0 7 3 1.74 12.16

女子職員 3 4 0 0 0 7 2 2.32 16.25

女子短大生 0 0 1 5 0 6 2 2.32 13.93

女子大生社長 0 0 5 0 0 5 1 3.32 16.61

女子選手 1 1 0 0 2 4 3 1.74 6.95

女子留学生 2 2 0 0 0 4 2 2.32 9.29

女子行員 1 3 0 0 0 4 2 2.32 9.29

女子労働者 0 3 0 0 0 3 1 3.32 9.97

女子プロレスラー 0 0 0 0 3 3 1 3.32 9.97

女子アナ 0 0 0 3 0 3 1 3.32 9.97

女子従業員 1 1 0 0 0 2 2 2.32 4.64

女子工員 1 0 0 1 0 2 2 2.32 4.64

女子マネージャー 0 0 1 0 1 2 2 2.32 4.64

女子プロ 0 1 0 1 0 2 2 2.32 4.64

女子挺身隊 0 0 0 0 2 2 1 3.32 6.64

女子中学三年生 2 0 0 0 0 2 1 3.32 6.64

女子高専生 0 0 0 0 2 2 1 3.32 6.64

女子教員 0 0 0 0 2 2 1 3.32 6.64

女子医学生 2 0 0 0 0 2 1 3.32 6.64

女子プロレスラー議員 0 0 0 0 2 2 1 3.32 6.64

女子アナウンサー 2 0 0 0 0 2 1 3.32 6.64

女子奉仕部員 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女子店員 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女子中生 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

女子大学生 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

女子体操選手 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

女子世界代表 0 1 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女子書記局員 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女子主将 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

女子合格者 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女子公務員 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女子看護学生 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

國學院法學第48巻第4号 (2011)



215

女子会社員 0 1 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女子パートタイマー 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女子コーチ 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

女子グループ 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

延べ語数 95 42 105 81 149 487 － － －

異なり語数 24 15 13 14 17 44 － － －

タイプ・トークン比 0.25 0.36 0.12 0.17 0.11 0.09 － － －

付表 (田中ほか)
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付表4“女流”がかんむりにつくことばの推移

(単位：件)

“女流”冠詞 1985 1991 1996 2001 2006 総計 出現年
の 数 IDF TF＊IDF

女流作家 12 10 0 0 1 23 3 1.74 39.95

女流棋士 0 2 5 1 0 8 3 1.74 13.90

女流陶芸家 1 4 0 0 0 5 2 2.32 11.61

女流画家 1 1 0 0 0 2 2 2.32 4.64

女流詩人 0 0 1 1 0 2 2 2.32 4.64

女流音楽家 2 0 0 0 0 2 1 3.32 6.64

女流作曲家 0 0 2 0 0 2 1 3.32 6.64

女流日本画家 0 0 0 2 0 2 1 3.32 6.64

女流義太夫 0 0 0 0 2 2 1 3.32 6.64

女流かな書道家 0 1 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女流デザイナー 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女流バイオリニスト 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女流演出家 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女流建築家 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女流史家 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女流四冠王 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

女流書画家 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

女流生け花作家 0 1 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女流奏者 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

女流評論家 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女流舞踊家 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女流文学者 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

女流書家 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

女流俳人 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

延べ語数 24 19 10 5 5 63 － － －

異なり語数 12 6 5 4 4 24 － － －

タイプ・トークン比 0.50 0.32 0.50 0.80 0.80 0.38 － － －
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付表5“男”がかんむりにつくことばの推移

(単位：件)

“男”冠詞 読み 1985 1991 1996 2001 2006 総計 出現年
の 数 IDF TF＊IDF

男児 0 8 9 10 63 90 4 1.32 118.97

男優 2 1 6 0 4 13 4 1.32 17.19
ダン

男神 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

男生徒 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

男友達 0 4 0 0 1 5 2 2.32 11.61

男エイリアン 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32
オトコ

男オバサン 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

男先生 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

延べ語数 4 13 15 12 69 113 － － －

異なり語数 3 3 2 3 5 8 － － －

タイプ・トークン比 0.75 0.23 0.13 0.25 0.07 0.07 － － －

付表 (田中ほか)
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付表6“男性”がかんむりにつくことばの推移

(単位：件)

“男性”冠詞 1985 1991 1996 2001 2006 総計 出現年
の 数 IDF TF＊IDF

男性会社員 0 1 12 12 12 37 4 1.32 48.91

男性教諭 0 3 1 13 13 30 4 1.32 39.66

男性職員 0 1 0 12 1 14 3 1.74 24.32

男性社員 0 2 1 6 3 12 4 1.32 15.86

男性巡査長 0 0 0 0 11 11 1 3.32 36.54

男性患者 0 0 3 2 5 10 3 1.74 17.37

男性教師 1 0 1 0 7 9 3 1.74 15.63

男性店員 0 0 0 3 6 9 2 2.32 20.90

男性従業員 0 0 2 2 3 7 3 1.74 12.16

男性客 0 0 0 3 4 7 2 2.32 16.25

男性教員 0 0 0 6 0 6 1 3.32 19.93

男性運転手 0 0 0 3 2 5 2 2.32 11.61

男性医師 0 0 0 0 5 5 1 3.32 16.61

男性正社員 0 0 0 0 5 5 1 3.32 16.61

男性記者 0 1 0 1 1 3 3 1.74 5.21

男性キャスター 1 0 0 2 0 3 2 2.32 6.97

男性歌手 0 2 0 0 1 3 2 2.32 6.97

男性作業員 0 0 1 0 2 3 2 2.32 6.97

男性教授 0 0 0 0 3 3 1 3.32 9.97

男性船員 0 0 0 0 3 3 1 3.32 9.97

男性美容師 0 0 0 0 3 3 1 3.32 9.97

男性デュオ 0 0 1 0 1 2 2 2.32 4.64

男性棋士 0 1 1 0 0 2 2 2.32 4.64

男性議員 0 1 1 0 0 2 2 2.32 4.64

男性局員 0 0 0 1 1 2 2 2.32 4.64

男性編集者 0 0 0 1 1 2 2 2.32 4.64

男性歌人 0 0 0 2 0 2 1 3.32 6.64

男性会員集計 0 0 2 0 0 2 1 3.32 6.64

男性外科医師 0 0 0 0 2 2 1 3.32 6.64

男性刑務官 0 0 0 0 2 2 1 3.32 6.64

男性経営者 0 2 0 0 0 2 1 3.32 6.64

男性警部補 0 0 0 0 2 2 1 3.32 6.64

男性候補 0 0 2 0 0 2 1 3.32 6.64

男性巡査部長 0 0 0 0 2 2 1 3.32 6.64

男性３佐 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

男性アイドル 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

男性アイドルグループ 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

男性アイドル歌手 0 1 0 0 0 1 1 3.32 3.32

男性アルバイト 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

男性アルバイト店員 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32
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男性ガードランナー 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

男性ガイド 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

男性カメラマン 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

男性カルテット 0 1 0 0 0 1 1 3.32 3.32

男性がん患者 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

男性スタイリスト 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

男性スタッフ 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

男性ソフトボール指導員 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

男性ダンサー 0 1 0 0 0 1 1 3.32 3.32

男性パネリスト 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

男性ファン集計 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

男性プログラマー 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

男性ポップデュオ 0 1 0 0 0 1 1 3.32 3.32

男性ミイラ 0 1 0 0 0 1 1 3.32 3.32

男性モデル 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

男性ランナー 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

男性課長 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

男性管理職 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

男性管理人 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

男性祈禱師 0 1 0 0 0 1 1 3.32 3.32

男性喫煙者 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

男性警部 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

男性研究者 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

男性顧客 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

男性航法士 0 1 0 0 0 1 1 3.32 3.32

男性作家 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

男性歯科医 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

男性主治医 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

男性受刑者 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

男性諸氏 0 1 0 0 0 1 1 3.32 3.32

男性助産士 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

男性消防司令 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

男性上司 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

男性乗客 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

男性清掃員 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

男性隊員 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

男性担任 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

男性店主 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

男性店長 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

男性同性愛者 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

男性読者 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

男性入所者 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

男性俳優 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

男性被告 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32
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男性副検事 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

男性副主幹 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

男性兵士 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

男性弁護士 0 1 0 0 0 1 1 3.32 3.32

男性役員 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

男性薬剤師 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

男性容疑者 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

男性理事 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

男性立候補予定者 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

男性流行歌手 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

延べ語数 5 23 38 83 125 274 － － －

異なり語数 5 18 22 29 50 94 － － －

タイプ・トークン比 1.00 0.78 0.58 0.35 0.40 0.34 － － －
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付表7“男子”がかんむりにつくことばの推移

(単位：件)

“男子”冠詞 1985 1991 1996 2001 2006 総計 出現年
の 数 IDF TF＊IDF

男子生徒 6 8 14 11 67 106 5 1.00 106.00

男子学生 2 3 1 1 15 22 5 1.00 22.00

男子高校生 2 0 6 2 1 11 4 1.32 14.54

男子児童 0 0 0 2 4 6 2 2.32 13.93

男子大学生 0 0 1 1 2 4 3 1.74 6.95

男子中学生 0 0 1 0 2 3 2 2.32 6.97

男子選手 0 0 0 3 0 3 1 3.32 9.97

男子高生 1 0 1 0 0 2 2 2.32 4.64

男子グループ 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

男子監督 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

男子警察官 0 1 0 0 0 1 1 3.32 3.32

男子皇族 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

男子小学生 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

男子新入社員 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

男子吹奏楽隊 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

男子中学三年 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

男子部長 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

男子留学生 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

延べ語数 14 12 27 21 93 167 － － －

異なり語数 7 3 9 7 8 18 － － －

タイプ・トークン比 0.50 0.25 0.33 0.33 0.09 0.11 － － －

付表 (田中ほか)
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付表8 女性の性を含み込んだ職業語

(単位：件)

職 業 語 1985 1991 1996 2001 2006 総計 出現年
の 数 IDF TF＊IDF

看護婦 6 37 34 66 13 156 5 1.00 156.00

ＯＬ 43 35 18 10 13 119 5 1.00 119.00

ヒロイン 0 1 16 10 17 44 4 1.32 58.16

従軍慰安婦 0 0 0 2 26 28 2 2.32 65.01

娼婦 1 7 9 1 4 22 5 1.00 22.00

保母 5 6 8 1 2 22 5 1.00 22.00

助産婦 0 4 13 5 0 22 3 1.74 38.21

ホステス 5 1 2 11 0 19 4 1.32 25.12

家政婦 4 9 4 2 0 19 4 1.32 25.12

保健婦 0 2 8 9 0 19 3 1.74 33.00

(元)慰安婦 0 0 18 0 0 18 1 3.32 59.79

おかみ(さん) 0 0 15 0 0 15 1 3.32 49.83

(元)従軍慰安婦 0 0 14 0 0 14 1 3.32 46.51

遊女 0 4 5 1 3 13 4 1.32 17.19

生保レディー 0 0 12 0 0 12 1 3.32 39.86

乳母 0 6 0 1 4 11 3 1.74 19.11

魔女 0 0 6 3 2 11 3 1.74 19.11

代理母 0 0 0 0 11 11 1 3.32 36.54

キャリアウーマン 4 1 2 1 2 10 5 1.00 10.00

海女 1 5 4 0 0 10 3 1.74 17.37

慰安婦 0 0 0 7 3 10 2 2.32 23.22

スチュワーデス 1 0 8 0 0 9 2 2.32 20.90

ウェイトレス 0 0 2 3 3 8 3 1.74 13.90

歌姫 0 0 2 4 2 8 3 1.74 13.90

修道女 0 3 3 0 2 8 3 1.74 13.90

お姫様、姫 0 0 8 0 0 8 1 3.32 26.58

女中 0 3 1 3 0 7 3 1.74 12.16

芸者 0 7 0 0 0 7 1 3.32 23.25

マドンナ 0 0 0 3 3 6 2 2.32 13.93

ファーストレディー 2 3 0 0 0 5 2 2.32 11.61

マスコットガール 0 0 4 1 0 5 2 2.32 11.61

クラブのママ(又は ママ」) 0 5 0 0 0 5 1 3.32 16.61

ワンギャル 0 0 0 5 0 5 1 3.32 16.61

王女 0 0 5 0 0 5 1 3.32 16.61

商売女 0 5 0 0 0 5 1 3.32 16.61

女郎 1 2 0 0 1 4 3 1.74 6.95

寮母 2 1 0 0 1 4 3 1.74 6.95

ギャル 0 0 3 0 1 4 2 2.32 9.29

コギャル 0 0 1 3 0 4 2 2.32 9.29

マッサージ嬢 1 0 3 0 0 4 2 2.32 9.29
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侍女 0 3 1 0 0 4 2 2.32 9.29

従軍看護婦 1 0 0 0 3 4 2 2.32 9.29

付添婦 1 0 3 0 0 4 2 2.32 9.29

キャンペーンガール 0 0 0 4 0 4 1 3.32 13.29

ママ 0 0 0 4 0 4 1 3.32 13.29

婦長 0 0 1 1 1 3 3 1.74 5.21

看板娘 0 0 0 1 2 3 2 2.32 6.97

女将 0 1 0 0 2 3 2 2.32 6.97

売春婦 0 1 0 0 2 3 2 2.32 6.97

おかみ 0 0 0 3 0 3 1 3.32 9.97

キャンペーンレディー 0 0 3 0 0 3 1 3.32 9.97

ママさん医師 0 0 0 0 3 3 1 3.32 9.97

花魁 0 3 0 0 0 3 1 3.32 9.97

バレリーナ 0 0 0 1 1 2 2 2.32 4.64

産婆 0 0 1 1 0 2 2 2.32 4.64

踊り子 1 0 0 1 0 2 2 2.32 4.64

(スナック・クラブの)ママ 0 0 2 0 0 2 1 3.32 6.64

ウグイス嬢 0 0 2 0 0 2 1 3.32 6.64

おいらん 0 0 2 0 0 2 1 3.32 6.64

おかみさん 0 0 0 0 2 2 1 3.32 6.64

コールガール 0 2 0 0 0 2 1 3.32 6.64

モデル嬢 2 0 0 0 0 2 1 3.32 6.64

主婦パート 0 0 0 0 2 2 1 3.32 6.64

情婦 0 0 2 0 0 2 1 3.32 6.64

尼 0 0 2 0 0 2 1 3.32 6.64

秘書嬢 2 0 0 0 0 2 1 3.32 6.64

婦人 0 0 0 0 2 2 1 3.32 6.64

ＯＬ嬢 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

イメージガール 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

キャンギャル 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

クラブママ 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

ご婦人 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

ショーガール 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

セールスウーマン 0 1 0 0 0 1 1 3.32 3.32

セクシーアイドル 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

ソープランド嬢 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

デート嬢 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

ドラマクイーン 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

なでしこ火消し 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

ネオナチ・ガール 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

ネクタイ姫 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

ネクタイ娘 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

パート 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

パート社員 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32
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パズルレディー 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

バットガール 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

ビジュアルクイーン 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

ファースト・ナース 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

ホテトル嬢 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

ボンドガール 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

マダム・ミニスター 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

ミスグアム 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

ミス中央区 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

メード 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

リポーター諸嬢 0 1 0 0 0 1 1 3.32 3.32

営業ウーマン 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

下女 0 1 0 0 0 1 1 3.32 3.32

会社員女性 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

革女 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

看板女性 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

帰国子女 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

姑娘(クーニャン)巡査 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

雇われマダム 0 1 0 0 0 1 1 3.32 3.32

腰元 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

淑女 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

女官長 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

女流 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

水商売の女性 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

選炭婦 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

窓口嬢 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

店のママ 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

尼さん 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

乳人 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

売笑婦 0 1 0 0 0 1 1 3.32 3.32

舞妓 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

風俗嬢 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

保育ママさん 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

巫女 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

延べ語数 89 162 257 182 149 839 － － －

異なり語数 24 31 48 44 45 118 － － －

タイプ・トークン比 0.27 0.19 0.19 0.24 0.30 0.14 － － －
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付表9 男性の性を含み込んだ職業語

(単位：件)

職 業 語 1991 1996 2001 2006 総計 出現年
の 数 IDF TF＊IDF

サラリーマン 39 77 43 28 187 4 1.00 187.00

ＯＢ 0 59 4 43 106 3 1.42 149.99

カメラマン 10 25 19 2 56 4 1.00 56.00

スポークスマン 0 15 30 8 53 3 1.42 75.00

証券マン 46 0 2 0 48 2 2.00 96.00

ヒーロー 0 12 16 13 41 3 1.42 58.02

ビジネスマン 3 4 17 11 35 4 1.00 35.00

ホスト 3 20 2 0 25 3 1.42 35.38

オンブズマン 0 19 1 1 21 3 1.42 29.72

営業マン 1 9 11 0 21 3 1.42 29.72

神父 0 14 0 2 16 2 2.00 32.00

商社マン 5 2 3 3 13 4 1.00 13.00

英雄 0 6 4 3 13 3 1.42 18.40

スポーツマン 1 2 6 0 9 3 1.42 12.74

紳士 0 2 2 4 8 3 1.42 11.32

皇子 0 7 0 0 7 1 3.00 21.00

車夫 0 0 6 0 6 1 3.00 18.00

セールスマン 0 1 4 0 5 2 2.00 10.00

ジャズマン 1 2 1 0 4 3 1.42 5.66

キーマン 0 0 3 1 4 2 2.00 8.00

チェアマン 0 3 1 0 4 2 2.00 8.00

リードオフマン 0 2 2 0 4 2 2.00 8.00

銀行マン 1 3 0 0 4 2 2.00 8.00

若武者 0 1 0 3 4 2 2.00 8.00

ラッキーボーイ 0 0 0 4 4 1 3.00 12.00

殿様・殿サマ 0 4 0 0 4 1 3.00 12.00

サムライ 0 0 2 1 3 2 2.00 6.00

看護士 0 1 2 0 3 2 2.00 6.00

広報マン 2 0 0 1 3 2 2.00 6.00

政策マン 1 2 0 0 3 2 2.00 6.00

ガードマン 0 0 3 0 3 1 3.00 9.00

ジェントルマン 0 0 0 3 3 1 3.00 9.00

電通マン 3 0 0 0 3 1 3.00 9.00

ウェーター 0 1 1 0 2 2 2.00 4.00

スーパーマン 0 0 1 1 2 2 2.00 4.00

マスター 0 1 1 0 2 2 2.00 4.00

バットボーイ 0 0 2 0 2 1 3.00 6.00

ヒットマン 0 0 2 0 2 1 3.00 6.00

フリーカメラマン 0 0 2 0 2 1 3.00 6.00

ラガーマン 0 2 0 0 2 1 3.00 6.00
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ワンマン 0 0 0 2 2 1 3.00 6.00

下男 2 0 0 0 2 1 3.00 6.00

貴公子 0 0 2 0 2 1 3.00 6.00

剣闘士 0 0 2 0 2 1 3.00 6.00

侍 0 0 2 0 2 1 3.00 6.00

保父 0 2 0 0 2 1 3.00 6.00

狼男 0 0 2 0 2 1 3.00 6.00

４回戦ボーイ 0 0 1 0 1 1 3.00 3.00

Ｇメン 0 0 1 0 1 1 3.00 3.00

ＰＲマン 0 0 0 1 1 1 3.00 3.00

アイデアマン 0 1 0 0 1 1 3.00 3.00

アイディアマン 0 0 1 0 1 1 3.00 3.00

アンカーマン 0 0 1 0 1 1 3.00 3.00

イエスマン 0 0 0 1 1 1 3.00 3.00

お坊さん 0 1 0 0 1 1 3.00 3.00

カウボーイ 0 0 0 1 1 1 3.00 3.00

ガンマン 0 0 1 0 1 1 3.00 3.00

ゴッドファーザー 0 1 0 0 1 1 3.00 3.00

スタントマン 0 0 1 0 1 1 3.00 3.00

ソムリエ 0 0 0 1 1 1 3.00 3.00

チェックマン 0 1 0 0 1 1 3.00 3.00

テレビマン 0 1 0 0 1 1 3.00 3.00

バットマン 0 1 0 0 1 1 3.00 3.00

ビジネス戦士 0 1 0 0 1 1 3.00 3.00

プレーボーイ 0 0 1 0 1 1 3.00 3.00

フレッシュマン 0 1 0 0 1 1 3.00 3.00

ボーイ 0 1 0 0 1 1 3.00 3.00

ボーイスカウト 0 1 0 0 1 1 3.00 3.00

ボールボーイ 0 0 0 1 1 1 3.00 3.00

ボス 0 0 0 1 1 1 3.00 3.00

ホテルマン 0 0 1 0 1 1 3.00 3.00

マエストロ 0 0 0 1 1 1 3.00 3.00

ラインマン 0 0 1 0 1 1 3.00 3.00

ルーキー 0 0 0 1 1 1 3.00 3.00

騎士 0 0 0 1 1 1 3.00 3.00

筋肉マン 0 1 0 0 1 1 3.00 3.00

金融マン 0 0 1 0 1 1 3.00 3.00

広告マン 0 0 0 1 1 1 3.00 3.00

行政マン 0 1 0 0 1 1 3.00 3.00

山男 0 0 1 0 1 1 3.00 3.00

車父 0 1 0 0 1 1 3.00 3.00

准看護士 0 0 1 0 1 1 3.00 3.00

女形 0 1 0 0 1 1 3.00 3.00

商品企画マン 0 1 0 0 1 1 3.00 3.00
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宣伝マン 0 0 1 0 1 1 3.00 3.00

畜男 0 0 1 0 1 1 3.00 3.00

亭主 0 0 0 1 1 1 3.00 3.00

都銀マン 0 1 0 0 1 1 3.00 3.00

都庁マン 1 0 0 0 1 1 3.00 3.00

武士 0 0 1 0 1 1 3.00 3.00

武者 0 0 0 1 1 1 3.00 3.00

武将 0 0 0 1 1 1 3.00 3.00

武人 0 0 0 1 1 1 3.00 3.00

暴走バイク野郎 0 0 1 0 1 1 3.00 3.00

幕内力士 0 0 1 0 1 1 3.00 3.00

延べ語数 119 314 218 148 799 － － －

異なり語数 15 44 50 33 95 － － －

タイプ・トークン比 0.13 0.14 0.23 0.22 0.12 － － －

注： 1985年については計数を行っていないため、表から除外した。
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付表10 他者との関係で女性があらわされることば

(単位：件)

他者との関係での語 1985 1991 1996 2001 2006 総計 出現年
の 数 IDF TF＊IDF

主婦 259 126 145 121 108 759 5 1.00 759.00

夫人 144 72 95 36 46 393 5 1.00 393.00

奥さん 28 12 0 10 9 59 4 1.32 77.99

女房 21 9 16 7 3 56 5 1.00 56.00

皇后 0 0 0 22 30 52 2 2.32 120.74

嫁 25 4 0 8 6 43 4 1.32 56.84

姑 11 6 0 4 14 35 4 1.32 46.27

(お)嫁(さん) 0 0 29 0 0 29 1 3.32 96.34

王女 0 2 0 21 4 27 3 1.74 46.90

花嫁 13 5 2 0 4 24 4 1.32 31.73

未亡人 11 8 0 1 0 20 3 1.74 34.74

奥さん(奥さま) 0 0 17 0 0 17 1 3.32 56.47

お嬢さん 8 5 2 0 0 15 3 1.74 26.05

姑 0 0 15 0 0 15 1 3.32 49.83

家内 9 1 0 3 1 14 4 1.32 18.51

とつぐ 6 0 5 0 0 11 2 2.32 25.54

愛妻 2 1 0 2 5 10 4 1.32 13.22

内妻 9 0 0 0 0 9 1 3.32 29.90

奥様 0 0 0 1 7 8 2 2.32 18.58

内縁の妻 0 0 0 0 8 8 1 3.32 26.58

先妻 3 4 0 0 0 7 2 2.32 16.25

養女 0 1 6 0 0 7 2 2.32 16.25

ファーストレディー 0 0 0 0 7 7 1 3.32 23.25

乙女 0 2 4 0 0 6 2 2.32 13.93

令嬢 0 4 0 0 2 6 2 2.32 13.93

おかみさん 0 0 4 0 1 5 2 2.32 11.61

カミさん 4 0 1 0 0 5 2 2.32 11.61

後妻 3 0 2 0 0 5 2 2.32 11.61

若妻 1 0 4 0 0 5 2 2.32 11.61

新婦 0 0 4 0 1 5 2 2.32 11.61

姫 0 0 0 3 2 5 2 2.32 11.61

嫁入り 5 0 0 0 0 5 1 3.32 16.61

嫁にいく 3 1 0 0 0 4 2 2.32 9.29

専業主婦 0 0 0 0 4 4 1 3.32 13.29

大姑 0 4 0 0 0 4 1 3.32 13.29

まな娘 2 0 0 0 1 3 2 2.32 6.97

奥方 0 0 0 2 1 3 2 2.32 6.97

寡婦 0 0 2 0 1 3 2 2.32 6.97

妾 2 0 0 0 1 3 2 2.32 6.97

王妃 0 0 0 3 0 3 1 3.32 9.97
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小嫁 0 3 0 0 0 3 1 3.32 9.97

人妻 0 3 0 0 0 3 1 3.32 9.97

前妻 0 3 0 0 0 3 1 3.32 9.97

おかみ 0 0 0 0 2 2 1 3.32 6.64

お姑さん 0 0 0 0 2 2 1 3.32 6.64

お袋 0 0 0 2 0 2 1 3.32 6.64

シングルマザー 0 0 0 0 2 2 1 3.32 6.64

人妻 0 0 2 0 0 2 1 3.32 6.64

愛人 0 0 0 0 2 2 1 3.32 6.64

恐妻 0 0 0 2 0 2 1 3.32 6.64

新妻 0 0 0 0 2 2 1 3.32 6.64

妃 0 0 0 2 0 2 1 3.32 6.64

有職主婦 0 0 2 0 0 2 1 3.32 6.64

愛妻 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

お嫁さん 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

お嬢ちゃん 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

お姫さま 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

カミサン 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

かみさん 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

小娘 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

淑女 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

処女 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

先妻 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

前夫人 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

継母 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

未亡人 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

娘さん 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

妾 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

モーザ妃 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

嫁入り 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

ヨメさん 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

ロメーヌ嬢 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

愛妾 0 1 0 0 0 1 1 3.32 3.32

縁遠い 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

嫁きおくれ 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

嫁す 0 1 0 0 0 1 1 3.32 3.32

嫁にする 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

嫁にやる 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

嫁をもらう 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

嫁女 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

家庭に入る 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

玉のこしにのる 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

兄嫁 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

古女房 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32
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御寮さん 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

出戻り娘 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

処女 0 1 0 0 0 1 1 3.32 3.32

小姑 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

情婦 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

新妻 0 1 0 0 0 1 1 3.32 3.32

仁徳天皇妃 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

正妻 0 0 1 0 0 1 1 3.32 3.32

聖母 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

大しゅうとめ 0 0 0 1 0 1 1 3.32 3.32

貞女 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

内縁の奥さん 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

内縁者 0 0 0 0 1 1 1 3.32 3.32

娘さん 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

老嬢 0 1 0 0 0 1 1 3.32 3.32

老妻 1 0 0 0 0 1 1 3.32 3.32

延べ語数 579 281 370 258 287 1775 － － －

異なり語数 31 26 32 26 39 100 － － －

タイプ・トークン比 0.05 0.09 0.09 0.10 0.14 0.06 － － －
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付表11 他者との関係で男性があらわされることば

(単位：件)

他者との関係での語 1991 1996 2001 2006 総計 出現年
の 数 IDF TF＊IDF

皇太子 0 0 32 34 66 2 2.00 132.00

主人 19 22 10 1 52 4 1.00 52.00

王子 0 0 21 14 35 2 2.00 70.00

亭主 2 0 2 6 10 3 1.42 14.15

旦那(さん) 0 1 1 6 8 3 1.42 11.32

親王 0 0 0 8 8 1 3.00 24.00

子息 0 4 2 0 6 2 2.00 12.00

夫君 6 0 0 0 6 1 3.00 18.00

亡夫 5 0 0 0 5 1 3.00 15.00

主夫 2 0 1 0 3 2 2.00 6.00

新郎 0 1 0 2 3 2 2.00 6.00

皇太子さま 0 0 0 3 3 1 3.00 9.00

娘婿 0 3 0 0 3 1 3.00 9.00

御曹司 0 0 1 1 2 2 2.00 4.00

ご主人 0 0 0 2 2 1 3.00 6.00

ご亭主 0 0 0 2 2 1 3.00 6.00

せがれ 0 2 0 0 2 1 3.00 6.00

婿 0 0 0 2 2 1 3.00 6.00

お坊ちゃん 0 0 1 0 1 1 3.00 3.00

ご夫君 0 1 0 0 1 1 3.00 3.00

ヤンパパ 0 1 0 0 1 1 3.00 3.00

家人 0 1 0 0 1 1 3.00 3.00

花婿 0 1 0 0 1 1 3.00 3.00

皇子 0 0 0 1 1 1 3.00 3.00

若だんな 0 0 1 0 1 1 3.00 3.00

若君 0 0 1 0 1 1 3.00 3.00

女婿 1 0 0 0 1 1 3.00 3.00

親王殿下 0 0 0 1 1 1 3.00 3.00

延べ語数 35 37 73 83 228 － － －

異なり語数 6 10 11 14 28 － － －

タイプ・トークン比 0.17 0.27 0.15 0.17 0.12 － － －

注： 1985年については計数を行っていないため、表から除外した。
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